
宮崎大学医学部整形外斗

同門会 t'
木村千泳黒誉教授追悼

第 27 園フヲ

平成28年8月

宮崎大学医学部整形外科学教室同門会

▼く憂



木村千仭先生追悼集

木村千仭先生御略歴

木村千仭先生業績

木村千仭先生写真集

目次①

メインテーマ~木村千仭先生との思い出~

木村千仭先生を偲んで・・

木村千仭先生の思、いでー・

木村千仭先生を偲んでー・・ー

木村千仭先生を偲んで・・

木村千仭先生との思い出一ーー

木村千仭先生との思い出

木村千仭先生との出会い

木村先生と私と関節りウマチ

木村千仭先生との思い出

木村千仭先生の思、い出一

木村千仭先生との思いで

木村先生の思、い出一・

木村千仭先生との思い出

木村千仭先生との思い出

木村千仭先生との思い出

木村千仭先生との思い出

健

正

正

隆男

直也・

雅 1テ

悦男

俊

晴明

四男

紘郎

幸郎

郎

啓一郎

31

32

33

35

37

39

40

41

42

44

45

46

47

48

49

50

栄
押
税

司
一
二

誠
宏

口
野

中
田

黒

田
河
帖
平
武

島
野
佐
川
内

川
所

山
川

村
代
田
越
中
木

福
川
田



木村千仭先生ご略歴

昭和2年2月5日生

【学歴】

昭和25年3月

昭和29年3月

昭和34年3月

Ⅱ哉歴】

昭和29年1月

昭和30年3月

昭和30年4月

昭和30年6月

昭和34年4月

昭和36年6月

昭和38年12月

昭和46年9月

第五高等学校理科卒業

熊本医科大学卒業

熊本大学大学院医学研究科(整形外科学)

長崎県西彼杵郡高島町三菱高島礦業所病院にて医学実地修練

同実地修練修了

熊本大学附属体質医学研究所病理学講座に研究員として入局

大学院入学のため同講座を退局

国立鹿児島療養所厚生技官(整形外科医長)

熊本大学医学部助手(整形外科学)

熊本大学医学部附属病院講師

文部省在外研究員として

リウマチおよぴ関節の外科」研究のため1年間欧米出張

帰国

宮崎医科大学助教授

宮崎医科大学教授

宮崎医科大学教授退官

医療法人善仁会市民の森病院顧問

医療法人弘仁会熊本総合医療福祉学院長(平成6年3月退任)

医療法人寿量会熊本機能病院顧問(平成25年3月退任)

昭和47年8月

昭和49年6月

昭和54年1月

平成2年3月

平成2年4月

平成5年4月

平成5年4月

博士課程修了

【所属学会】

国際整形災害外科学会(SICOT)

国際整形外科基礎学会(S皿OT)

東南アジア太平洋地域りウマチ学会(SEAP紅)

欧州りウマチ関節外科学会議(ERASS)

西太平洋整形外科学会(WPOA)

日本整形外科学会(評議員)

日本りウマチ学会信平議員)

日本りハビリテーション医学会(評議員)



西日本整形・災害外科学会(評議員)

日本りウマチ・関節外科学会信平議員)

日本義肢装具学会信平議員)

日本アレノレギー学会

日本手外科学会

中部日本整形・災害外科学会

リウマチ外科研究会(幹事)

【主催学会】

第62回西日本整形・災害外科学会(昭和56年Ⅱ月21日~22日)

第 14回日本りウマチ・関節外科学会(n召和61年10月24日~25日)

平成27年12月2日 ご逝去(享年88歳)



◆著

D 関節りウマチ治療上の諸問題

木村千仭

日本医師会学講座,昭和51年

2) 1寸関節内障(deradgement inteme)にっいて

木村千仭

整形外科治療「2頁の秘訣」,昭和51年

木村千仭先生の研究業績

3)RA治療における整形外科の役割

木村千仭

整形外科 1巻,昭和53年

4)処方計画集

5)関節とりウマチ性疾患

木村千仭

現代の整形外科学,昭和58年

慢性関節りウマチ

木村千仭

総合臨床,昭和56年

6)肘関節に対する皮膚中間挿入膜関節形成術

木村千仭

整形外科,昭和58年

フ)慢性関節炎に対するハラフィン浴にっいて

木村千仭

整形外科,昭和58年

8)慢性関節りウマチ

9)偏平足障害

木村千仭

医師国家試験のための整形外科重要用語辞典,昭和59年

木村千仭

今日の治療指針,昭和59年
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10)強直性脊椎炎

Ⅱ)変形性関節症

木村千仭

整形外科Q&A,昭和60年

12) ADL(2)

木村千仭

整形外科Q&A,昭和60年

RAにおける機能障害評価法への試み

木村千仭、武内晴明

免疫調整剤の薬効検定,昭和60年

13)基礎疾患をもつ骨・関節感染症の臨床

木村千仭

別冊整形外科 15巻,昭和64年

14)各論(1)

15)

3.非感染性関節疾患

木村千仭

現代の整形外科学,昭和64年

リウマチ肘の再建手術

木村千仭

リウマチ学, 昭和64年



◆論

1)後頭骨・上位頸椎後方固定術の検討

木村千仭、原田正孝、栄輝己、中山俊郎、福村昭信

整形外科と災害外科 23巻3号,昭和49年

文

2)関節りウマチにおける肘関節滑膜切除

木村千仭

リウマチ外科(2),

2)肘関節の滑膜切除術

木村千仭

整形外科

3) The patteTn of Mniscus Damage in the Rheumatoid Arthritis

Chihiro Kimur8, Kauko vainio

Arch. orthop. unfa11-chir 83 (2),昭和50年

4)人工股関節形成術後Revisionを必要とした2症例にっいて

木村千仭、葱那竜雄、星子亘、上塚満、八坂達臣

整形外科と災害外科 24(1),昭和50年

昭和49年

25 (5)

5) Arthroplasty of Elbow in Rheumatoid Arthritis

Chihiro Kimura, Kauko vainio

Arch.01'thop. unfa11-chir 84 (3),

, 昭和49年

6)関節りウマチにおける肘閔節形成術後のレ線変化

木村千仭

臨床整形外科第Ⅱ(9),昭和51年

フ)関節りウマチにおける膝関節軟骨の変化一滑膜切除時における肉眼的病像とレ線像との比較一
木村千仭

リウマチ16 (4),昭和51年

8)RAの多関節手術への問題点症例検討

木村千仭

リウマチ外科4,昭和51年

昭和51年



9) plantaT pressures under the Rumatoid Foot during walkinE

C. Kimul、3, K.1Se, M. Yano, H. Takeuchi, M. uetsuka, K. Nagayoshi

Orth.& Traumat010別,26a):13-23,昭手口52年

10) Deformities of the Rheumatiod Foot. A clinical and Roentegen010gical survey.

C. Kimura, M. Yano, K.1Se, M. uetsuka, K. Nagayoshi

Orth.& Traumat010gy,26(1):1-13,昭和52年

ID Evaluation of Redi010gical criteria and ADL Test in Rheumatoid Elbow

C. Kimura, K.1Se, M.Yano

Orth.& Traumat010部,26(4):522-527,昭和52年

12)足の痛み

13)関節液の蛋白質および酵素の測定法

木村千仭、武内晴明

整形外科 32 ao) ,

木村千仭

CurTent concepts in Japan 3(3),昭手口56年

14)慢性関節りウマチに対するKetopTofen坐薬の投与成績

木村千仭

基礎と臨床,昭和57年

15) リウマチの外科における関節手術一Extraarticular surgery

木村千仭

日本整形外科学会誌 5巻9号,昭和58年

16)肘関節の後側方進入路

木村千仭

関節外科

昭和56年

17) RA外反母趾に対するVainio arthroplasty変法の応用

木村千仭、戸田勝、森山和幸

日本りウマチ・関節外科学会雑誌 2 a,2),昭和58年

18) RA足における前足部の変化について

木村千仭、武内晴明、二浦広典、出口義宏、森山和幸

足の外科研究会誌 4,昭和58年

2 (1) , 昭和58年



19)りウマチの臨床診断・治療を中心として

木村千仭

日本医事新報 31四号,昭和59年

20)慢性関節りウマチ患者の体力

木村千仭,出口義宏,一浦広典

総合りハビリテーション 12巻Ⅱ号,昭和59年

関節りウマチに対する経口金在Autan06nの使用経験

木村千仭、戸田勝、平川俊一

整形外科と災害外科 32(2),昭和59年

22)関節りウマチにおける骨塩分析(第2報)

木村千仭、武内晴明、戸田勝、平川俊

日本整形外科学会誌 58,昭和59年

23) リウマチにおける足の変形

木村千仭

整形外科と災害外科

24)慢性関節りウマチの診断と治療における幾っかの問題点

木村千仭

山口県医学会誌 20号,昭和60年

25)慢性関節りウマチの管理と非ステロイド剤の検討

木村千仭

Medicament News H45号,昭和61年

2田マレイン酸プログルメタシンの変升多性膝関節症に対する治療効果

木村千仭、武内晴明

薬理と治療,昭和61年

33巻10号,昭和60年

27)人工関節によらない関節形成術

木村千仭

リウマチ 26巻,昭和61年

28)変形性股関節症術後ならびに慢性腰痛性疾患、におけるクロタムの臨床的検討

木村千仭、田島直也、長鶴義隆

診療と新薬,昭和61年



29)多閧節障害に対する外科的配慮

木村千仭

関節外科 5,昭和61年

30)関節液検査の意義と実際

木村千仭,税所幸一郎

整形外科38巻2号,昭和62年

3D 肘関節のResectional atthroplasty

木村千仭、石川浩一郎

日本整形外科学会誌 61(8),昭和62年

32)りウマチ肘の治療

33)関節りウマチの薬物療法における最近の話題

木村千仭

延岡医学会誌 6,昭和63年

木村千仭

Month]y Book: orthopaedicS 1巻,昭和63年

34)物理療法と臨床

35) 【慢性関節りウマチのトータルケア】りウマチの手術

木村千仭,桑原茂

骨・関節・靱帯 12巻5号,平成Ⅱ年

とくに適応とコツパラフィン浴

木村千仭,中西亮二,日野邦彦

骨・関節・靱帯 9巻4号,平成8年

足



◆総

D 痛風の診断

説

2)関節炎をめぐって

木村千仭

臨床と研究

3)足の痛み

木村千仭

Medical Digest 29(6),昭和郭年

51 (6)

4) Felty病

, 昭和四年

木村千仭

CUTr■nt consept in pain (1の,θ召手口56年

5)老人の疾病と診断・治療のあり方一老人の関節りウマチー

木村千仭

Medical News ,昭手口56年

木村千仭

現代医療 13 (9)

6)誌説信平価法について一重回帰分析一」

木村千仭

整形外科 33 (フ)

フ)りウマチの臨床

,昭和56年

8)慢性関節りウマチの治療

木村千仭

Physiclian' S Therapy Ma加a1 3 8(6),昭和61年

一診断・治療を中心としてー

木村千仭

日医新報 3149,昭和59年

9)卒後研修雑感

, 昭和57年

木村千仭

日本医事新報(ジュニア版) 252,昭和61年



10) Quality of life 姻肘)千仭

整形外科 37 (3),昭和61年

環境と生体りズム木村千仭

整形外科と災害外科

12)りウマチの足

13) ERASSの現況

木村千仭

日関外誌 6 (2),昭和62年

30 (4) ,

木村千仭

臨床整形外科

昭和62年

23,昭和63年



◆発

D 関節りウマチにおける肘関節形成術後のレ線変化

木村千仭

第18回日本りウマチ学会総会,昭和49年5月30,31日,京都

表

2)後頭骨・上位頸椎後方固定術の検討

木村千仭、原田正孝、栄輝己、中山俊郎、福村昭信

第47回西日本整形災害外科学会,昭和49年6月8日,福岡

3)人工骨頭置換術後の病的骨折例にっいて

木村千仭、星子亘、葱那竜雄、伊勢紘平、赤崎幸二

第5回熊本整形外科医会,昭和四年6月23日,熊本

4)上肢の慢性関節りウマチに対する外科的療法肘関節滑膜切除術

木村千仭

第2回りウマチ外科研究会,昭和49年7月6日,大阪

5) リウマチ膝半月の研究(第2報)

木村千仭

第6回熊本整形外科医会,昭和49年12月28日,熊本

6)高度外反・亜脱臼膝に対する人工膝関節全置換術の経験

木村千仭、西一徳、今井清剛、野川勉、河野正通

第6回熊本整形外科医会,昭和49年12月28日,熊本

フ)人工関節置換術の問題点

木村千仭

宮崎市整形外科医会,昭和50年4月16日,宮崎

8)足関節固定術に対する一考察

木村千仭、葱那竜雄、石川浩一郎、高田憲志、福山紘

第7回熊本整形外科医会,昭和50年6月22日,熊本

9)関節りウマチにおける肘の外科的療法

木村千仭

第7回九州りウマチ研究会,昭和50年9月20日,熊本



1の RA患者と歩行と足部変形床反力と足底圧の相関についてー

木村千仭

第8回宮崎整形外科懇話会,昭和50年Ⅱ月30日,熊本

11)りウマチの足(会長講演)

木村千仭

第14回日本りウマチ・関節外科学会,昭和51年,宮崎市

12)関節りウマチ治療上の諸問題

木村千仭

宮崎県医師会,昭和51年1月24日,宮崎

13)床反力測定に対する一考察

木村千仭、伊勢紘平、矢野希人

第6回九州りハビリテーション医学懇話会,昭和51年2月15日,鹿児島

14)脊椎の機能解剖、脊椎用装具

木村千仭

義肢装具講習会,昭和51年5月29日,宮崎

15)RA膝関節軟骨の変化一滑膜切除時における肉眼的病像とレ線像の比較

木村千仭

第9回熊本整形外科医会,昭和51年6月26日,熊本

16) RAの多関節手術への問題点

木村千仭

第4回りウマチ外科研究会,昭和51年8月29日,東京

17)肘関節形成術について

木村千仭

第9回九州りウマチ研究会,昭和51年9月25日,小倉

18)りウマチ足における歩行時足底圧の変化について

木村千仭、矢野希人、伊勢紘平、

第52回西日本整形災害外科学会,

19) RA肘のレ線像とADL検査の検討

木村千仭、伊勢紘平、矢野希人

第10回熊本整形外科医会,昭和51年12月5日,熊本

上塚満、永吉康裕

昭和51年11月28日,熊本



2の燧Bursa軟部の問題点

木村千仭

第10回九州りウマチ研究会,昭和52年2月19日,鹿児島

2D 足部ならびにその周辺疾患における足底圧変化にっいて(第1版)

木村千仭、伊勢紘平、矢野希人

第50回日本整形外科学会総会,昭和52年4月9~Ⅱ日,東京都

22)りウマチ肘のレ線像変化とADL検査の検討

木村千仭、伊勢紘平、矢野希人

第53回西日本整形災害外科学会,昭和52年6月5日,久留米

23)りウマチ治療における最近の動向

木村千仭

宮崎市整形医会,昭和52年6月10日,宮崎

24)人工関節置換術とりハビリテーションにおける問題点

木村千仭

第22回九州理学療法学会,昭和53年10月22日,宮崎

25)りウマチ外来最近の動向

木村千仭

宮崎県労災部会、宮崎県外科医会、宮崎県整形外科医会昭和54年6月23日,宮崎

26) RAにおける最近の治療経験

木村千仭

宮崎市郡整形外科医会,昭和55年1月Ⅱ日,宮崎

27)関節りウマチにおける外科的療法とりハ

木村千仭

日本りウマチ学会教育研修会,昭和55年1月27日,宮崎

28)整形外科からみた小児の脊柱側轡と2,3の問題

木村千仭

日本小児科学会宮崎地方会第8回例会,昭和郭年3月20日,宮崎

29)りウマチ外科における2,3の問題点

木村千仭

第28回熊本整形外科医会,昭和56年,熊本市
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30)関節形成術後の皮膚中間挿入膜および関節面の変化について

木村千仭、川野啓一郎、戸田勝、平川俊一、勝屋弘明

第61回西日本整形災害外科学会,昭和56年5月30,31日,久留米

金療法におけるNitTitoid r舶Ctionについて

木村千仭、佐藤信博、押川紘一郎

第24回日本りウマチ学会総会,昭和57年5月14,15日,岡山

32) RA足における前足部の変化について

木村千仭、武内晴明、三浦広典、出口義宏

第7回足の外科,昭和57年7月3日,山形

33) RA外反母趾に対するVainio atthroplasty変法の応用

木村千仭、戸田勝、森山和幸

第10回日本りウマチ関節外科学会,昭和57年Ⅱ月4日,東京

34)経口金剤AuranoanのRA患者における臨床効果

木村千仭、戸田勝、平川俊一

第64回西日本整形災害外科学会,昭和57年Ⅱ月23,24日,長崎

35)関節りウマチにおける骨塩分析

木村千仭、武内晴明、戸田勝、平川俊一

第56回日本整形外科学会総会,昭和58年4月Ⅱ~13日,京都市

36)関節りウマチにおける骨塩分析(第2報)

木村千仭、武内晴明、戸田勝、平川俊一

第57回日本整形外科学会総会,昭和59年,札幌市

37) Bone mineral content and Theumatoid arthritis

C. Kimura, M. Tod3, S. Hirakawa

SICOT84,昭和59年, Lond伽

38)慢性りウマチ患者と体力一第2報一

木村千仭、出口義宏

第68回西日本整形災害外科学会,昭和59年,熊本市

39) Bone mineral content and theumatoid arthritis with mutilating changes

C. Kimura, K. okada, M. Tod8, S. Hitakawa

5th sEAPAL,昭和59年1月22~27日, B肌gkkok
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40)関節りウマチにおける微量元素の検討

木村千仭、脇山尚登、出口義宏、三浦広典、木下康行

第28回日本りウマチ学会総会,昭和59年年5月23,24日, 東京

4D RAにおける内反母趾

木村千仭、平川俊一、田代宏一

第26回九州りウマチ研究会,昭和60年,熊本市

42) リウマチ外科における2~3の問題点

木村千仭

第13回宮崎整形外科懇話会,昭和62年,宮崎市

43)関節りウマチ患者と疲労

木村千仭、武内晴明、脇山尚登、麻生邦典、桑原茂

第32回日本りウマチ学会,昭和63年,仙台市

44)"SUTgery of Rheumatoid Foot"

C. Kimure

Satrlita Meeting of 1νth sEAPAL,"召手口63年, Fukuoka

45) RA足部の手術治療

木村千仭

第33回九艸1リウマチ研究会,昭和63年,福岡市



◆ワークショップ

D リウマチ足における歩行時足底圧の変化について

木村千仭、伊勢紘平、矢野希人

第21回日本りウマチ学会総会,昭和52年5月14日,大阪

◆パネルディスカツシヨン

D 1寸関節のResectional Arthroplasty

木村千仭,石川浩一郎

第60回日本整形外科学会,昭和62年,新潟市

◆シンボジウム

D りウマチの外科における関節外手術(extTa-artioular surEery)

木村千仭

第56回日本整形外科学会総会,昭和58年4月11~13日,京都市

2) RAにおける内反母趾

木村千仭、武内晴明、平川俊一、永吉康祐

第13回日本りウマチ・関節外科学会,昭和60年,名古屋市



◆講

D りウマチの話

演

木村千仭

宮崎医大大学祭,昭和50年Ⅱ月23日,宮崎

リウマチとその周辺

木村千仭

市郡看護婦夏期講習,昭和54年8月4日,宮崎

2)

3)りウマチあれこれ

4)関節の痛み

木村千仭

日本りウマチ友の会宮崎支部総会講演会,昭和56年7月14日,宮崎

5) RAの診断と治療

木村千仭

都城外科医会,昭和57年8月27日,都城

6)関節りウマチの診断にっいて

木村千仭

日本りウマチ友の会宮崎支部講演会,昭和57年8月29日,宮崎

木村千仭

日本りウマチ友の会宮崎支部総会講演会,昭和56年2月,宮崎

フ)関節と老化

8)関節と老化

木村千仭

第97回健康教室(千代田生命),昭和58年2月8日,宮崎

9)フェルデンの腰痛症に対する臨床効果

木村千仭、川野桂一郎

フェルデン学術研究会,昭和認年2月19日,福岡

木村千仭

延岡市医師会,昭和58年3月15日,延岡

10) Extra-articular surgery in lM

C. Kimura

T3iwan univ. Lecture,昭手口59年1月31日, T3ipei



Ⅱ)各科領域にわたる腰痛

木村千仭

東諸県郡医師会,昭和59年2月21日,宮崎

12)老人性骨病変の診断と治療

木村千仭

西諸県郡医師会,昭和59年2月23日,小林

13)りウマチ疾患,患者のもつ問題とその治療について

木村千仭

鹿屋医師会,昭和59年3月29日,鹿屋

14)老人性骨病変の診断と治療

木村千仭

都城市・北諸県郡医師会,昭和59年4月14日,都城

15) RAにおける外科治療の問題

木村千仭

山口大講演,

16)特別講演「慢性関節りウマチの診断と治療における幾つかの問題点

木村千仭

第2回山口県りウマチ謬原病研究会,昭和59年,宇部市

17)RAにおける機能障害評価法への試み

木村千仭、武内晴明

第13回薬検シンポ,昭和59年,東京都

昭和59年,宇部市

18)整形外科領域における評価法について

木村千仭

開講10周年記念講演,昭和60年,宮崎市

19) リウマチ外科における2、 3の問題点

木村千仭

第2回鹿児島整形外科学術講演会,昭和60年,鹿児島市

2の五十肩について

21)人工関節によらない関節形成術

木村千仭

第1回宮崎県臨床整形外科研修会,昭和62年,宮崎市

木村千仭

都城市郡外科医会,昭和61年,都城市
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22) リウマチの診断と治療

木村千仭

特別講演(国立熊本病院)地区医療研修会,昭和62年,熊本市

23)関節再建術

24) リウマチ外科における最近の話題

木村千仭

第68回福岡臨床整形外科医会研修会,昭和62年,福岡市

木村千仭

第13回りウマチ中央教育研修会,昭和62年,大阪府

25)老人の骨関節疾患のりハビリ

木村千仭

鹿児島大学公開講座,昭和63年,宮崎市

26)関節りウマチの診断と治療

木村千仭

児湯医師会講演会,昭和63年,宮崎市

27)関節りウマチ最近の話題から

木村千仭

延岡市熊杏会講演,昭和63年,延岡市

28)痛風

29)関節りウマチにおける最近の話題

木村千仭

九州医師会医学会,昭和63年,宮崎

木村千仭

読売新聞福岡支局対談,昭和63年,福岡市

3の最近の関節りウマチ

木村千仭

熊本臨床整形外科医会,平成元年,熊本

31)骨粗縣症

木村千仭

日向内科医会,平成元年,宮崎市



木村千仭先生~写真集~

病院開院前の木村先生

留学先にて
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昭和郭年8月24日

日本整形外科野球大会初出場

バッターボックスに立つ木村先生

S忌、 t
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観戦する木村先生と医局員

、
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初優勝の記念写真



大 10,年鯰会

昭和59年

開講10周年記念祝賀会

^^^^^
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秤王福我血
,,井井

気
司

昭和61年10月2425日

第14回日本りウマチ・関節外科 Sledge教授とミス宮崎と

/
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昭和63年11月27日

玉井先生叙勲祝賀会

駆,

平成2年3月

木村千仭先生退官記念会
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平成2年5月26日

田島直也先生教授就任祝賀会

平成2年11月17,18日

第80回西日本整形・災害外科学会
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平成6年5月21日

開講20周年記念祝賀会
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帖佐悦男先生教授就任祝賀会
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1月29β0日
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'

平成21年9月

名誉教授就任祝賀会

,

平成22年4月10日

木村千仭先生名誉教授就任祝賀会(同門会)の様子

^
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2013年12月7日

木村千仭先生米寿祝賀会

木村千仭先生、謹んでご逝去を悼み、
生前の符吋ヨ導に対し、改めて御礼申し上げます。
先生のご遺志に沿えるように今後も整形外科の
発展に寄与すべく、同門会一同で邁進致します。

宮崎大学医学部整形外科学教室同門会一同

-30 -



、櫛当゛抵^"鬼甕^綿陽^綿^,

木村千仭先生を偲んで

平成27年12月3日、先生の計報に接し全く

驚楞し、言葉を失いましたつい最近、御病

気と伺っていましたが、こんなに早くぉ別れ

することになるとは、正に青天のへきれきで、

私にとり強い衝撃でありました

思い起こせば昭和54年、長崎大学、故鈴木

良平教授の推薦で私が先生の主宰される宮崎

医科大学整形外科教室に助教授として入局以

来30数年にわなり、御指導、御鞭捷を賜り、

本当に有り難うございました当時は宮崎医

科大学の創設期で、整形外科の医局員も数名

で、外来、病棟、手術と多忙の中にも先生を

中心に和気あいあいとした活気あふれる教室

でした

先生のライフワークは関節りウマチであり、

昭和61年、宮崎で初めての全国学会、第14回

日本りウマチ・関節外科学会を木村会長の下

で開催された時、木村先生は陣頭指揮で会の

運営に当たられたのも今は懐かしい想い出と

"J

野崎東病院田島直也

なりました先生はお酒もお好きで、よく宮

崎の町を連れて行って頂いたり、正月には先

生のお宅にお伺いいたしました

先生は平成2年3月、宮崎医大御退官後も宮

崎、熊本で多くの関節りウマチの患者さんの

診療に御尽力されました

平成25年12月に米寿の祝賀会を教室、同門

会で開催しましたが、この時は非常にお元気

で今後も大所高所から教室、同門会を見守っ

て頂けるものと思ってぃました

先生が作られた教室は現在、帖佐悦男教授

に引き継がれ、平成27年3月には40周年を迎

えることが出来ました教室は研究面でも飛

躍の発展をとげ、又同門会から県医師会長を

排出し、社会的にも大きく貢献しています。

先生本当に有り難うございました。ありし

日の先生を偲び、謹んで哀悼の言葉と致しま

す

"1
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"ザ綿灸^゛陽^陪生^綿^"

木村千仭先生の思いで

木村先生との最初の出会いは、昭和51年3

月末、卒後6年目でした。整形外科入局のお

願いに医局を訪れた事に始まります。未だ、

大学附属病院が建設中できちんとした教室も

無く、現在の県立宮崎病院の裏の2階建てプ

レハブに仮住まい中の教室を探し当て訪ねて

行きました

狭い雑然とした部屋に、木村千仭先生以

下、伊勢紘平先生、矢野希人(故人)先生と

教室補助員の様々な話をしましたが、木村先

生から「今、大学病院を建設中なので、開院

するまで先輩のいる県立延岡病院に出向」と

言われ、翌日から県立延岡病院へと赴任して

永田(故人)副院長・整形外科部長、谷脇医

長の元で勤務が始まりました出向中に、岡

田(故人)先生、武内先生が赴任され、公私

共に忙しいながらも楽しく勤務し、毎月CC

の症例を持って宮崎まで通っていました。そ

の間、様々な事が有りましたが、ーつのエピ

ソードを(これは以前にも報告したことがあ

ります)。木村先生が平和台の中腹に自宅を

新築され、延岡出張組3名合同で記念品を贈

ろうと相談して、記念樹に決め、川南の栽培

農家で当時は珍しかった亀甲竹を数株求めて、

ご自宅の庭に植えさせていただきました。多

分、今でも根付いていると思、います。木村先

生は何も言われなかったのですが、後で伊勢

先生から「君らは木村先生をヤプにするの

か」と言われました。勿論、我々には他意は

斗9

河野整形外科河野雅行

無く、竹は如何な土地でも根付くと聞いたも

のですから。

52年秋に附属病院が竣工し、大学病院と研

究棟の中に教室が出来ました。この時点でも

教授は空席でした。広いスペースの中に、機

材・図書が殆ど無く教室員も10名足らずで始

まりました当時のメンバーは私の他には前

述の伊勢紘平、矢野希人、岡田光司、大野和

男、栄四男、野津原崇、押川紘一郎、税所幸

一郎先生方で、数少ない人数にもかかわらず

やるべき事が多く忙しい日々でしたが、昼食

はそろって取る等、和やかな雰囲気でした。

正月や行事毎に皆で木村先生宅に押しかけ、

美味しい酒をいただいたり奥様手作りの食事

を御馳走になったりで、少人数が故に仲間意

識が強かった様です。

開業した際には、手術用の木槌を頂きまし

た。記念品として、今でも大事に保管してあ

ります。仕事で疲れているにもかかわらず、

夜、手術に何度も来ていただきました。退官

されてからは、同門会等で時折お会いする機

会でしかありませんでしたが、いつも御自分

で運転して来られ、お元気なお姿を拝見して

おりました。ここ数年は、毎日の晩酌量が

減った。熊本からの運転は辛くなったと言わ

れていたのが印象に残っています。

先生には大変お世話になりました

ご冥福をお祈りいたします。
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、幟サ肺鴫^、七ゑ^*美^市^,

木村千仭先生を偲んで

あらためまして謹んで、宮崎大学医学部整

形外科初代教授であられました故・木村千仭

名誉教授の御霊に、哀悼の意を表します

平成27年12月3日、先生の御逝去の報はま

さに青天の解歴で、お元気と思っていただけ

に、大きな衝撃を受けました少し前からご

病気であることは存じ上げており、計報の数

日前に調子が思わしくないとの連絡を受けま

したので、早々にお見舞いにお伺いをする予

定にしておりましたしかし、お伺いするそ

の日に先生の計報に接することとなり、その

悲しい知らせに言葉が出ず只々ぼう然とする

ぱかりでした

先生は昭和29年に熊本医科大学をご卒業さ

れ、故・玉井先生の門下生でいらっしゃいま

したその後、玉井先生が副学長をされてぃ

た宮崎医科大学の整形外科開設のため昭和四

年6月に宮崎大学の助教授として赴任されま

した。開設当時は伊勢先生と矢野先生の少人

数で教育・診療・研究に従事され、大変なご

苦労があったのではないかと拝察いたします

宮崎大学医学部整形外科学教室帖佐悦男

任後同年には田島先生を助教授として迎えら

れ、私自身は昭和59年に木村先生率いる宮崎

医科大学整形外科教室に入局しました以来

30数年にわたり数々のご指導、ご鞭捷を賜り

ましたこと、心より御礼申し上げます

当時は宮崎医科大学の創設期で整形外科の

医局員も少なく、多忙な毎日でしたが、先生

を中心に和気あいあいとした活気あふれる教

室でした私が入局し研修を始めた頃は入院

患者さんの殆どがりウマチの患者さんでし

た木村先生が外来をされるべシュライバー

をオーベンの先生と緒にさせて頂き、先生

の診察を受けた患者さんが安心されてぃたの

を覚えておりますその頃の私たち研修医の

仕事は主に教授回診前にりウマチの患者さん

の血液検査のデータを揃えておくことでした

皆様もご存知のようにりウマチの患者さんの

血管は細く、もろいため採血しにくいのです

が、患者さんの方から"ここがとりゃすいで

すよ"と教えて頂いたこともありましたま

た、木村先生の外来では数日前から採血セッ

トとX線セットの準備をするのが常でした

その結果や患者さんの状態をもとに先生から

多くのことを教えて頂きました研究に関し

昭和54年、木村先生が教授へご昇任されま

したのも先生の人徳とそのような日々の努力

の賜物だったのではないでしょうか教授就
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ましては、その当時希少価値のあった特殊な

機器を用い、りウマチの患者さんの骨粗厶症

の研究に取り組んでいらっしゃいました。

手術に関しても当時の人工関節置換術の患

者さんは、病室で清拭をされ滅菌されたシー

ツに被われ手術室のクリーンルームに入り手

術を受けていたものです。私はそのクリーン

ルームの中で木村先生の手術の見学や助手を

しておりました。このように毎日のように先

生の側で学ばせて頂いたことの基本は今でも

私の中で生き続けています。

学会に関しましては、宮崎で初めての全国

学会、第14回日本りウマチ・関節外科学会

(昭和61年)を木村会長の主宰で開催された

時、先生が非常に喜んでいらっしゃったのを

覚えておりますまた、私の教授就任祝賀会

をはじめ新入教室員歓迎会や教室同門忘年会

にいつもご参加頂き、先生から頂くぉ褒めや

激励のお言葉は私の大きな励みとなっていま

した。平成25年12月7日の米寿をお祝いする

会で、お元気で大変お喜びの姿を拝見してお

りましたので、この日を迎え本当に信じられ

ない気持ちでいっぱいです。

先生が創られた教室は二代目田島先生そし

て私が受け継いでおります。先生のご功績に

報いるためには、今後教室・同門会員が丸

となり教室を盛り上げていくことが肝要であ

ると思っております。どうぞ、教室の今後を

お見守り下さい。ありし日の先生を偲び、謹

んで哀悼の言葉と致します。

本当に有難うございました
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Wザ綿灸^"鬼美^ぱ嫡ト*^,

木村千仭先生を偲んで

昨年のⅡ月の同門会総会にて初代会長木村

千仭名誉教授、第二代会長河野雅行先生の後

任となる第三代の同門会会長に選出されまし

たその御挨拶も木村先生に出来ないうちに、

数日後には先生の計報に接することになり、

誠に心残りでなりません

木村先生に最初にお会い致しましたのは、

卒業試験の合問に整形外科学教室を始めとし

て当時の宮崎医科大学の幾つかの教室を訪問

させて頂いた時です非常に恐そうな先生と

いう印象を受けましたが、田島助教授(当時)

共々宮崎に帰ってくるように、そして整形外

科を一緒にやろうと強く誘って頂きました

卒業後宮崎に戻るか出身大学に残るかどうか

迷っていた時に、背中を押してぃただきまし

たお陰で今の自分が存在しております

木村先生は宮崎大学(当時は宮崎医科大

学)整形外科学教室設立時に助教授として熊

本大学より赴任なされ教室の創設に御尽力な

さったと聞いております当時は校舎も無く

県立宮崎病院の隅をお借りしてのゼロから

のスタートだったそうです大変なご苦労

だったと想像されます私は先生が教授にな

られた翌年の55年春の入局となりました同

期入局の戸田勝先生と私を合わせても総数H

ひらかわ整形外科クリニ"ク平川俊

斗~

名の小さな医局でしたが、それだけに皆仲良

く力を合わせて互いに助け合って仕事をする

毎日でした

先生の御専門のりウマチ外来は患者さんで

いつもあふれかえっており、水曜日は御昼ご

飯も初めから諦めての仕事ぶりで、それでも

一人一人の患者さんに辛抱強く優しく接して

おられました。陪席としての仕事のカルテ書

きも先生が所見をドイッ語で言われるもので

すから、始めは全く分かりません先輩方の

カルテ書きを見て少しずつ覚えて行きました

そこに各種治験のデータの記録が加わるもの

ですから初めはアシスタントならぬレジスタ

ンスと呼ばれておりました。入局して5年目

だったでしょうか、当時として日本では一番

か二番目に早かった骨塩定量のデータを用い

たりウマチ患者の骨粗綴症に関する演題を九

州の地方会に出すように木村先生から指示さ

れました。一般演題のつもりがシンポジスト

に指名され責任が重くなりましたが、そのー

週間後にも宮崎の懇話会に別の演題を発表予

定でして、両方完成させられるか御心配をお

掛けしましたその後私は熊本の公立多良木

病院に出向しました先生には度新築病院

の視察を兼ねて来て頂いて病棟回診をして頂
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きました。教授と二人きりでの回診という経

験も貴重な思、い出となりました。

一体どのようなめぐり合わせだったので

しょうか、先生が退官される時は医局長を仰

せつかっておりました。失礼の無いように準

備したつもりですが、多くの至らない事が

あったと思、います。お詫び申し上げます。先

生は教授職を退官されてからも日本整形外科

学術集会には毎年参加されておられました。

あれはいつの学会だったのでしょうか、私は

既に開業しておりましたが東京で日整会があ

りました時にいつも学会半ぱで教室員が集ま

るミニ同門会のような懇親会に木村先生も来

られました。隣の席に座らさせて頂き先生の

お好きな日本酒を一緒に飲みながら昔話を伺

い楽しい時を過ごしました。先生は早めに帰

られるとのことでタクシー乗り場までお見送

り致しましたが、先生の背中が随分と小さく

見えお年を召されたことを痛い程感じました。

その後も同門会の席や先生の米寿の御祝いの

会でも幾度となくお会いしている訳ですが、

その夜の赤坂での先生の後ろ姿が今でも私の

心の中に焼き付いております。気が付けば私

も先生が退官された年齢に近づいております。

未だに不出来な弟子のままですが、心から木

村先生の御冥福をお祈り申し上げます。どう

ぞゆっくりとお休みください。
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""綿灸^七論浴市生^市^、

木村千仭先生との思い出

平成25年12月宮崎観光ホテルにて木村千仭

先生の米寿祝いが執り行われました木村先

生にはまだまだ長生きしていただくようにと

願っておりましたが平成27年12月2日に残念

ながら永眠されました。心よりご冥福をお祈

り申し上げます木村先生の最も偉大な功績

は、厳しい状況の中で、宮崎医科大学整形外

科を立ち上げ、発展させ、田島教授、さらに

帖佐教授という素晴らしい後継者を育てて宮

崎大学医学部整形外科(元宮崎医科大学整形

外科)の現在の繁栄をもたらしたことです

ここで、簡単に木村先生のプロファイルを

記させていただきます木村先生は17才まで

北朝鮮の平壌で生活され、動乱(万宝山事

件)の中を生き延びられ、その後本国に帰国

されました熊本の第五高等学校では苦学、

長崎の軍艦島では石炭掘りのアルバイト、戦

後サツマイモを飴にして熊本の大津から阿蘇

まで徒歩にて売り歩くというような苦労をさ

れています戦後の医学生時代は家庭教師な

どのアルバイトで生活を維持されておりま

す昭和29年熊本医科大学を卒業し整形外科

の玉井門下生となられ激務に耐えておられま

す博士論文のテーマは膝の半月板の血管分

布だったと話しておられました昭和34年熊

九州記念病院武内晴明

^

本大学医学部大学院を卒業後は指宿の国立療

養所に勤務され、脊椎カリエスの大手術を

行ったり病院の組合と衝突したりして苦労さ

れたとのことです昭和49年6月宮崎医科

大学開設のため助教授として就任されました

就任当初は宮崎県病院に間借りし開設の準備

をされたとのことですが、当時のスタッフは

伊勢紘平先生と矢野希人先生のみだったとの

ことですその後、私が入局し、河野雅行先

生、岡田光司先生も入局されました木村先

生は、昭和54年(1979年) 1月苦労に耐え

て整形外科教授に就任されておられます専

門はりウマチ学です昭和54年Ⅱ月には田島

直也先生を助教授として迎えられております

昭和56年には宮崎医科大学の同門会を設立さ

れておりますが、現在は正会員 164名、賛

助会員 47名で合計2Ⅱ名という大きな組織

となっております昭和61年(1986年) 10月

には第14回日本りウマチ・関節外科学会の会

長を務められました全国規模の学会で、当

時は私が医局長であったため学会開催につい

てはトータルマネージメントを行いましたが、

木村教授をサポートするために、色々苦労は

ありましたが、ここで学ぶことも多かったと

思います

施嶋赫



平成2年(1990年) 3月木村先生は田島

先生を教授にするために定年を待たずに少し

早めに退官され、予定通りに平成2年4月

脊椎外科専門の田島直也先生が教授となられ、

当整形外科教室をさらに発展させられ、平成

16年(2004年)に5月には同門の帖佐悦男教

授が引き継がれ現在の繁栄へと繋がっていま

すが、何といっても現在の教室、同門の繁栄

は木村先生の功績によるものであると確信し

ております。

私が木村先生に学んだことは、慎重さ、粘

り強さ、新しいことへの挑戦、学会発表の重

要性、論文発表の重要性、りウマチ学、手術

手技など数え切れません。

慎重さと粘り強さでは、ある時、股関節離

断の助手を務めさせていただきましたが、小

さな血管まで1本、 1本絹糸で結禦され、切

雛した筋肉の処理も丁寧で手術時間は9時間

にもなりました。

新しいことへの挑戦としては、当時、整形

外科において術後の成績を客観的に評価する

方法について多くの提案があり、整形外科学

会としても術後の評価をどのように行うかと

いうことについて議論があり、混沌としてお

りましたが、木村先生から、客観性のある評

価法を考えなさいと命じられ、全く独学で多

変量解析の勉強をして重回帰分析(正確には

数量化1類)による関節機能評価法を考え出

しました。この方法は日本整形外科学会の腰

痛・座骨神経痛の評価法をどうするかが問題

になっていた時、田島先生の御指導で川野啓

一郎先生がシンポジストとして脊椎外科学会

で宮崎医科大学案として重回帰分析法を応用

した評価法を発表されたところ、千葉大学が

自信満々で提案していた評価法が、そのシン

ポジウムの座長の東大整形外科の津山教授の

一言で覆り宮崎医大の評価法には根拠がある

ので、千葉大の案は、本日は整形外科学会と

して採用しない、宮崎医大の案を取り入れた

評価法を作成すべきだと発言された。その後、

田島先生が日本整形外科学会の腰痛・座骨神

経痛の評価委員に就任された。このように、

木村先生の教室への影響は開設外科のみでな

く、脊椎外科にも貢献している。

学会発表についても、大学人は学会に発表

し、論文を書かなくてはならないとしきりに

指導された。学会発表は日本だけでなく、海

外でも行うべきだということで、最初は西

ドイッのニュールンベルグ日独整形外科学

会(脚延長や股関節SA0のWagner教授が学

会会長)で発表した。学会に行く前に文部省

に出張の書類を提出したが、私が、例えば、

ローテンブルグ市内観光、ハンブルグ市内観

光と記載していたら、木村先生から猛烈にし

かられ観光を視察という表現に変更させられ

た。しかし、実際はビールを飲みながらの

視察」であったが、このようなことも木村

先生から学んだことのーつである。

いずれにしても、私は学問、世渡り、その

他、種々のことをお教え頂き恩師の木村先生

におおいに感謝しております。

木村先生の永久の冥福を心よりお祈りして

おります。
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"ザ市灸"戸゛鵠^肱努^肱^,

木村千仭先生との思い出

私は昭和53年5月に宮崎医科大整形外科に

入局い年1ケ月お世話になりました

当時の医局には、木村教授、伊勢講師、矢

野、岡田、河野、武内の各助手、大野、野津

原の各医員がおられた熊大の整形外科の前

教授の玉井先生が宮崎医科大の副学長でした

その中で新入医員としての体験を書いて思い

出とします

入局早々に、京都で開催された日整会総会

についていき、京都国際会館の講演を聞いた

後、夜祗園の御茶屋に一同案内されて食事を

するという、もう二度とない経験をしました

鐸妓さんと話をしながら酒を飲み京料理をい

ただきました。帰りにみた夜桜がきれいでし

た

栄整形外科栄

も入院もりウマチ患者さんが多く、教授の外

来診察での陪席の際とか、入院での受け待ち

患者からりウマチを学ばせてぃただきました

人工関節置換術は、クリーンルームで行い、

術後は病棟の個室に患者を入れ、処置の際に

は入口でマスク、手袋、ガウンをつけ感染に

は大変気を配ってぃました

大学ならではの経験として、川南の国立病

院の外来診療、延岡の病院の当直、学生の試

験の監督などをしました

秋には、レクレーションで看護師さん等と

えびの高原に出かける機会があり、私も3才

の娘をつれて参加した思い出があります

正月には、平和台公園の近くにあった木村

教授のご自宅に医局の先生たちと新年の挨拶

に伺いました奥様の手料理をいただきまし

た

翌年は東京での学会があり、河野先生が

RA患者の関節痛の程度を顔の表情で示す

FaceMethodを発表するということで、先生

がかまえるカメラの前で色んな顔をして写さ

れました学会に参加した夜、大野先生に連

れられ世界の料理を食べるぞとドイッ料理、

インド料理、中華料理をはしごしてまわった

のを覚えています

四男

木村教授のご専門はRAでしたので、外来

教授室に教授の机が搬入されるなど医局の

初期のころの私の短い医員生活でしたが、今

日までつながりを持てることに感謝します

ただ既に当時の医局スタッフのうち3人が

亡くなられています残念で、寂しいかぎり

です

改めてご冥福をお祈りいたします
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、俄サ施努浄戸綿鵠^綿灸^綿^"

木村千仭先生との出会い

宮崎の緑がひときわ目にしみる5月の新緑

の季節になると、 35年前、宮崎医大(当時)付

属病院玄関前で、木村千仭先生にお目にか

かった日のことを思、い出します。新入医局員

として、その日に初めてお会いしたのですが、

先生の笑顔が、今でも目に浮かんで参ります。

昭和四年6月7日が、木村先生の入局日と

なっておりますが、この日を起点として、

3ケ月後には伊勢紘平先生、翌50年に矢野希

人先生、52年には、武内晴明先生、河野雅行

先生、岡田光司先生、大野和夫先生、53年に

栄四男先生が入局され、整形外科教室の土台

ができあがった時代でした。しかし、木村先

生は、教授就任直前の極めて多忙で、精神的

にも重圧のかかる時期であり、玉井達二学長

と、大学運営や整形外科教室基礎作りのため

に、深夜まで、超多忙な毎日を過ごされてい

たようです。

私は、54年当時、都立荏原病院救急手術部

に勤務しており、 6月までに引き継ぎをして、

しばらく家族旅行して、8月以降に宮崎に帰

る予定としておりましたが、木村先生から、

「押川君、よかったら少し予定を早めて、 6

月に入局しないかね医局員もみんな待って

いるし、宿舎も用意してあるから。」との暖

かい(甘い?)お電話をいただき、急邊予定を早

めて5月に帰宮することにいたしました。

」▲

押川整形外科医院押川紘一郎

東京では、勤務近くの住居を確保すること

が、なかなか困難で、宮崎医大は、職員住宅

が大学前にあるとのお話は、大きな魅力でし

た。しかし、宮崎では、実家から通勤可能で、

木村先生のご自宅も私の実家から10分ほどの

ところでしたから、宿舎の必要はなく、木村

先生の優しい言葉に乗せられたわけです。

しかしながら、木村先生の指示に従ったこ

とで、 54年6月1日、新設医科大学の熱気と、

活力ににあふれた時期に入局することが出来

たのは、幸いでした。

大学病院玄関前でのご挨拶後、木村先生自

ら大学構内の案内をしていただきました。各

病棟、手術場の看護師長の皆様への紹介や、

事務局長への挨拶と続き、最後に玉井先生に

ご挨拶となりました。木村先生の貴重な時間

を新入医局員のために裂いていただくことに

、ただただ恐縮した初日でした。この後、医

局に伺いました折、武内先生から、「押川君、

どうして早く来たの、2~3ケ月ゆっくりして

くればよかったのに。」と不思議な歓迎の挨

拶がありました。この言葉の意味は、入局後、

木村先生の目の回るような多忙な外来診療の

陪席に付いてすぐに理解できました。

木村先生の細かな指示に対応できず、ご迷

惑をおかけしても、笑って許していただたこ

とが、今では、楽しい思、い出となりました
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、゛梦艦郎ト*暢^市嶋^市^,

木村先生と私と関節りウマチ

私は木村先生が教授に就任された昭和54年

に入局しました。その当時の教室は教授以下、

その年に入局した押川先生と私の2名を含め

医師は9名しかいず、りウマチ・下肢班と上

肢班に分かれ、外来・病棟の仕事をしており

非常に忙しかったのを覚えていますまた今

日ではどこでも普通に行われている人工膝関

節手術が宮崎に導入された時期であり、朝に

始まった手術が夕方に終了するという、その

当時としては大変な手術であったことが思い

出されますこの時代は仕事もハードでした

が、アフター5も盛んで、教授もボーリング

や飲み会にも参加され、スタッフと楽しく時

問を過ごされていたのが懐かしく思、い出され

ます

入局した翌年に大学院ができましたので、

許可をいただき大学院へ進学いたしました

翌年、教授から「RAと肺病変」について調

べるようにとの研究テーマを頂き、病理学教

室の住吉教授(元宮崎大学学長)のもとで研

究し、「実験関節炎での肺病変」の内容で博

士論文をまとめることができました

大学院卒業後はりウマチ班に属することに

なり、臨床での関節りウマチ診療の指導をい

ただきましたまた平成元年5月からは宮崎

市郡医師会病院に異動となり、救急医療にも

携わる機会をいただきました

平成2年3月に大学を退官された先生は市

国立病院機構都城医療センター税所幸一郎

斗ル

民の森病院のりウマチセンター長に就かれる

ことになりました私は宮崎市郡医師会病院

から市民の森病院りウマチセンターへ異動と

なり、りウマチ患者の診察・手術、治験など

先生のお手伝いをさせていただくことになり

ましたそのなかで平成3年1月から日本リ

ウマチ学会から海外派遣研修医として海外留

学する機会を得、木村先生も以前留学されて

いたフィンランドのりウマチ財団病院やスイ

スのシュルテス病院でりウマチ治療を研修す

ることができました。

平成4年7月に私は国立都城病院(現都城

医療センター)に異動となりましたが、都城

の地で、今まで学んできたりウマチの診療を

生かせないかと考え、整形外科の診療の傍ら

特殊外来としてりウマチ外来を立ち上げまし

たその後、先生とは学会や同門会でお会い

する機会しかありませんでしたが、そのたび

に都城で頑張っているかと声を掛けてくださ

り、また私も先生がお元気で仕事をされてぃ

る姿を拝見し、私もそうなれたらと思いまし

た先生と最後にお会いしたのは米寿のお祝

いの会で、私が今日まで宮崎でりウマチの治

療を続けてきたことを喜んでいるとの言葉を

いただき、感激しました

木村先生には、公私にわたり長い間、大変

お世話になりました感謝申し上げます先

生のご冥福をお祈り申し上げます



,ザ肱努^市暢^゛生^肱生^"

木村千仭先生との思い出

昭和54年12月、暮れも押し迫った頃、卒業

間もない私は、妻と一緒に加納の峠を越えた

ところ、清武の町が視界に飛び込んできまし

た。当時は、町中に特別高い建物もなく、遠

くまで見渡せ、その奥の森の中に一際目立つ

白亜の建物が見えました。

何という綺麗な病院だろうこの宮崎

医科大学附属病院で働かせてもらうのだと

いう感激と緊張感が去来したことを覚えてい

ます。

その日に、当時の田島直也助教授をお訪ね

してこれからの宿舎のこと、その他の指尓を

いただいてぃたとき、「木村教授が会って下

さるのでこれから一階のコロンバンで昼

食をとりながら話そう」ということになりま

したこちらとしましては、年はある程度

いっておりましたが、卒業間もない未熟な者

で、妻共々びっくりするやら恐縮するやら。

懸命に辞退しましたが、ついに、教授と助教

授お一人で私達に面談を兼ねた昼食会をして

いただくことになりました。

緊張して何をはなしたか、何を食べたか、

誠に申し訳ないのですがよく覚えておりませ

ん。ただ、その話の中で、「今夜は整形外科

医局と病棟の忘年会があるので君も一緒に来

9

川南山口整形外科山口

^

なさい。」といわれ、これも引っ込みがつか

ず、一人出席させていただくこととなりまし

、-0

その宴会は、宮崎観光ホテルだったと思、い

ます。皆さん元気がよく田島先生チームは、

先生が主役となり、松坂慶子の愛の水中

花を演じられバラをくわえての熱演で、木

村教授も満足そうににこにこ笑いながらお酒

を飲んでおられました。

明けて正月より仕事が始まりましたが、何

しろ経験不足、修行不足で右往左往しなが

ら、田島先生や渡辺先生を頼りに何とか新し

い職場で早く仕事を覚えようとしておりまし

た。ある日木村教授より君は何がしたいの

か?」と問われ、漠然と上肢、特にマイク

ロサージェリー希望のことを述べたところ、

「それなら、矢野希人先生につきなさい」

と言って下さいました。

矢野先生は、頭脳明晰、手術も上手

で、若山牧水の生誕地日向東郷山陰のご出

身で、木村教授の覚えもめでたかった方で

す。私も直属の上司ができ、「これからた

くさん勉強させてもらおう」と喜んでい

た矢先に矢野先生が開業されることにな

り、「あとは山口君頼むよ」と言われました。

^

郎



「えーツ・・!!」「これは大変!何も知

らないし、経験もない、どうしょう」と

しかし、幸いなことに田島先生や渡辺先生

が上にいてくださったので、相談いたしまし

たところ、「君の行きたいところに行ってし

ばらく研修をしてきてはどうか」というあ

りがたい話になり、木村教授からも快諾して

いただき、それから、広島大学の津下教授の

下での研修許可がおり、その当時の医局長で

あった渡辺雄先生に付き添ってもらい広島へ

と旅にでた次第です

その後、広島での研修を経て帰ってまいり

まして、上肢班の手の外科外来及び手術の担

当を仰せつかりましたが、木村教授を始め、

目上の先生方に何度も相談をしながらの診察

でした

数年が経ち、外来が何とか落ち着いてでき

るようになった頃、りウマチ学会のため、木

村教授や武内先生方が不在となり、その間の

リウマチ外来を誰かやりなさいとのことでし

たが、川野啓一郎先生は御自分の外来多忙の

ため不肖、私が担当となりました

教授のりウマチ外来は患者も多く、処方も

新薬が多いため、「何かおかしいことがあっ

たら手を打て」との事だったと思いますそ

んな中で、顔色が優れず少し悪寒がするとい

うりウマチ患者があり、血液検査をしたとこ

ろ、白血球が極端に下がっており至急内科に

コンサルトして事無きを得ました無穎粒球

症でした教授が学会より帰ってこられ事態

を把握され、「ありがとう」との言葉をいた

だきましたその木村教授からいただいた温

かい労いの言葉は忘れることはありません

以来、力不足ながら、木村教授のもと、田

島直也先生ご指導にて学位も取得させてぃた

だきました

今日、私が何とか整形外科医、かかりつけ

医として児湯地域医療の一助としてやって来

れましたのもひとえに諸先生方のおかげであ

り、宮崎医科大学整形外科での多くの貴重な

経験があってのことと常日頃感謝いたしてお

ります

そのπ締めでおられた木村千仭先生、本当

にありがとうございました
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、肱梦"桧卜市鵠^*灸^綿^"

木村千仭先生の思い出

木村名誉教授と初めてお会いしたのは、私

が東京医大での医局生活を切り上げて帰郷し

た昭和55年の春でした。

教授室にて、田島直也助教授(現名誉教

授)とおふたりに面接を受けながら木村教授

から「腰掛的に仕事をするのではなく大学で

しっかり勉強しなさい」と激励されたのを覚

えています。

それまでの東京での5年間はほとんどりウ

マチとの関わりが無かった私でしたが、突

然2人の悪性りウマチの主治医となりました。

全介助の状態で腎アミロイドーシスを併発し

ていた為に、又、顎関節も骨破壊が進んでい

た為に、全身管理に気を遣いながら、経鼻挿

管で手術を行った事が思い出されます。

外来では、多くのりウマチの患者さんの教授

陪席を行う中で、木村教授の治療のノウハウ

を教えて頂きました。

これらの経験が、開業医としてスタートす

る際に、りウマチ専門医の資格を取得して、

「整形外科」の他に「りウマチ科」を標袴す

るきっかけになったと考えております木村

斗"、

まっばし川野整形外科川野啓一郎

^

教授から初対面で言われた事を曲がりなりに

も実践できたのかなと勝手に自己評価してい

る所です

プライベートの面でも木村教授は、私の結

婚の仲人として大変お世話になりました。偶

然にも私の義理の父親が五高時代の先輩に当

ることが分かり、私の退局後も会でお会いす

る度に義父の状況を聞かれましたその度に、

先輩後輩を大切にする木村教授のお気持ちが

伝わって参りました

教室のシステムが変更となり、私が脊椎班

に配属となってからは、個人的にいろいろな

会に先生と同行することは少なくなったので

すが、金沢で開催された日整会基礎医学会で

の少人数での会食や西日本野球大会で準優勝

した際でのバッターボックスのお姿が印象に

残っています。

木村名誉教授の決して偉ぶらない庶民的な

お人柄が偲ばれます。

いい恩師に恵まれたと感謝申し上げる次第

です。ご冥福をお祈り申し上げます

";
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、櫛当"鬼嶋^市讐^綿灸^市^,

木村千仭先生との思いで

私は、1982年に宮崎医科大学大3期生とし

て卒業し、運動器疾患、を専門にしょうと、整

形外科に入局したわけで、入局した当時の整

形外科教授が木村先生でした

木村先生は、りウマチ関節外科がご専門で、

外来も病棟もりウマチの患者様たちがたくさ

ん集まって来られてぃました

先生の診察日は、確か水曜日だったと記憶

しておりますが、先生の診察には、二人の医

局員が陪席で付いていて、研修医1年目は先

輩の先生方と同席しておりました

陪席の前日には、検査の準備が大変で、木

村先生の指示に迅速に対応する為、色々と工

夫したり、シュミレーションしたりと先輩の

先生と話し合っていましたが、当日になると

なぜかしらフェイントをくらって、・慌てるこ

とも多々ありました

ひょっとしたら、私たちの話をこっそりと

お聞きになられていたかも・・と思、うこと

もありました

木村先生のご専門の関節手術は、股関節全

置換術や膝関節全置換術やSkin arthroplasty

でしたが、特に人工関節手術の際には、ク

リーンルームでの手術で、宇宙服での手術着

はとても大変だったのを記憶しております

ある時、手術場のナースの手違いで、木村

」'

押川整形外科医院中村誠司

先生のエアーホースだけ取り付けるのを忘れ

ていて、先生が苦しそうにされているのに誰

も気づかず、先生のへルメットが曇ってぃる

のにナースが慌ててホースを差し込む事件?

(事故?)がありまして、手術場の婦長が跳

んできたことがありました

そのときの先生は、特にお怒りになること

もなく、平然と手術を開始されたわけで、先

生のi呈厚な一面を見た思、いがしました

先生には、りウマチ診療のノウハウをーか

ら教えて戴き、後に山口先生や戸田先生方と

手の外科を専門に診療し始めたときにも、本

当に自由にやらせて頂きました

木村先生が教授でなかったら、こんなにも

自分自身の考えで整形外科診療はできなかっ

たと感謝しております

医局を辞してからは、先生とお会いする機

会があまりありませんでしたが、もう少しご

指導して頂ければよかったと思っています。

このような形で先生との思、い出を書かせて

戴くことがせめてもの先生と奥様への恩返し

と考えながら、感謝の意を表したいと存じま

す

木村千仭先生のご冥福をこころからお祈り

申し上げます
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、肱¥ぱ幾^*鵠^綿授^綿^"

木村先生の思い出

「いーまのはあぶなかった」と一言。「本

当に危なかったです。翼が地面につくかと思

いました」「手がびっしょりじゃ」私もで

す」「なんじゃったんだろうな?こんな天気

の良い日に!」「さあ?なんなんでしょう

ね?」

木村先生と初めて普通に話した誰も知らな

い話です。隣りにいた先生はぐっすりとお休

みになってぃましたので完全に二人だけの会

話でした。教授と医局員、ではなくて、普通

の大人の会話になったのが忘れられない記憶

となっています。いつもの気取った態度を出

す余裕もなく、気持そのままの言葉に、いつ

もの緊張感がとれていた自分がいました。

これは沖縄での学会参加の着陸時のエピ

ソードです。晴天で無風、あと数秒でラン

ディング、そんな時の話です。宮崎から3人

掛けのシートの真ん中に着席。遅れて通路側

になんと木村先生が座られました。これは誰

かの陰謀か、普通は医局長の横だろうと勘

ぐってしまう私でした。お、君か。と舌って

そのまま座れました。教授も同じこと考えて

おられるのではと緊張しながらのフライト

だったのです。今思えばその時が一番距雜感

のない思い出となりました。飛行機は右に傾

口南市立中部病院田代宏

^

いたまま接地、そのまま滑走路を片輪走行、

ゆっくり両輪接地の時はほっとしたのもつか

のま、すごい逆噴射がかかり、飛行機は滑走

路端近くまで来ていました。外に自衛隊機が

一機。ああここは戦闘機も降りれるんだ安

心したらさらにどっと汗がでていました

その当時、入局してから数年は経っていま

したが、毎日が忙しく、研究棟に上がる余裕

などなく9時ごろ帰宅の途についていた日々

でした。教授回診では何を言われるか、カン

ファレンスは準備にばたばた、抄読会は訳し

てまとめ作るのに一苦労していた時期でした。

当時何が一番大変だったか。それはりウマ

チ外来でした。たくさんの患者さんを木村教

授のもとゲシュライバーとしてカルテ記載す

ること。関節点数評価と紹介状返事はまずは

地獄のような忙しさ、治験薬が加わればさら

に大変。外来終われば一日が終わった感じが

してぃました。ただ一方整形外科は患者数が

半端になく多いということは自慢になること

でもありました。

上から下まで少ない人数でよくやっていた

と思います。

最後に木村先生のご冥福をお祈りいたしま

す。

"マ
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、慌サ施鵠^"肱美^"嫡斧、綿^,

故木村千仭先生との思い出

つい最近まで同門会でお元気な姿を拝見し

ておりましたのに、突然の計報に驚いており

ます

先生と私の最初の出会いは私が学生の4年

生の時ですから1980年という事になります

先生はまだ当時助教授だったと思います目

が半眼といいますか、仏像に彫られてぃる目

の様に半分しか開いていないお顔で、とっと

つと話される講義はお世辞にも面白いとは言

えませんでしたが、りウマチを専門にしてぃ

る先生だという事は判りました。ポリクリで

もあまり強い印象は残っておりませんが、教

室の雰囲気があまりギスギスしていなくて若

い先生達が明るい雰囲気だったのを覚えてぃ

ます。それも先生の人徳だったのかもしれま

せん。その後、私自身が柔道部の先輩から相

撲で投げられて肩鎖関節脱臼を受傷し、整形

外科のお世話になった時、カンファレンスで

手術をするという方針を覆したのが、教授に

なっておられた木村先生でした。「手術はせ

んでよか」の一言で手術が中止になりました

お蔭で、軽いピアノキーサインは残ってぃま

すが現在でも何の支障もなく過ごせておりま

す当時、肩鎖関節脱臼の手術成績が悪かっ

たという事もありますが、身をもって保存療

法の大切さを教えて頂いたと思っておりま

すそんな因縁もあり、また当時の医局の先

生方の雰囲気に惚れ込んで1983年卒業と同時

ふくだ整形外科福田健

に整形外科に入局致しました先生は若い頃

から苦労をしておられたと聞いておりますが、

我々若手に対していつも研究の大切さを説い

ておられました若い頃は目先の金欲しさに

バイトに励むのではなく、お金はなくても研

究をやりなさいと話しておられました私が

骨形成タンバクの研究をしたくて大学院に進

むかどうかで迷っている時に、背中を押して

頂いたのも木村先生でした「そうか、そげ

ん研究ぱしたかったら大学院にいきなっせ

私が生化学の教授に推薦状ば書くけん」と

おっしゃって頂きました医局を時離れ、

収入もなく、奨学金を貰いながら研究する姿

を不欄に思われたのか、バイト先まで紹介し

て頂きました。自分の専門であるりウマチ関

連のテーマではないにも拘わらず快く送り出

して頂いた事に今も感謝しております

先生は焼酎と馬刺しがお好きでした私が

麻酔の研修で熊本に赴任している頃、時々宮

崎に帰ってくる時に馬刺しを買って木村先生

に持っていくと、普段見せた事のないような

満面の笑顔で喜んでおられたのを覚えており

ます

今も、あの世で焼酎を飲みながら馬刺をつ

まんでおられるかもしれません木村先生、

安らかにお休み下さいご冥福をお祈りいた

します

^
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木村千仭先生との思い出

木村千仭先生のご逝去に対し心よりお悔や

み申し上げます。

私は、黒木、帖佐、田中、森田先生ととも

に、昭和59年に宮崎医大整形外科教室に入

局を許可され、木村先生にご指導をいただく

事となりました。個性派の面子が多く、先生

にもご苦労おかけしたと思っております。

私が入局した当時の教室は、まだ医局員も

少なく、関連出向病院も数力所でしたが、そ

れだけに、和気あいあいの感じで、木村先生

をはじめ、先輩の先生方とも、仕事にも遊び

にも親密な関係性を持つ事ができていた様に

感じます。

私も、若い時代は関連病院勤務が多く、実

際の大学勤務は2年程でしたが、その中でも、

木村先生のりウマチ下肢グループに1年間ほ

ど在籍させていただき、先生の外来の陪席を

勤めさせていただきました。患者さんの先生

に対する信頼度の高さ、それに答える先生の

診療、いろいろと勉強させていただきました。

学術的な事ではありませんが、思、い出に

残っている事があります記憶のいくらか

"、

川越整形外科医院川越正

^

は暖昧な所もありますがー、。先生は陥入爪で、

武内先生に手術をしていただいた事がありま

した。まだ、術後数日で、教授回診をされて

いた時に、若手の看護師(ポッチャリ系のY

看護師)が、先生の足を踏んでしまいました。

スミマセーンといつもの調子で先生に謝って

いました。大変痛かったと思、いますが、特に

看護師を叱る事もなく、我慢されていたよう

にヨ己憶しています。優しかったです。

熊本に帰られた後も、同門会/教室の行事

にご参加いただき、お元気なお姿をお見かけ

していたのですが、突然の計報を聞くことに

なり、残念な思いであります。金曜日の夕方

に宮崎を出発し、熊本に到着したのは8時ぐ

らいでしたが、先生に最後のご挨拶をさせて

いただきました。本当にお世話になりました

有り難うございました。

これからも、先生の教えを受け継ぐ多くの

後輩が、先生の意思を繋いで宮崎大学整形外

科の発展に寄与することと思います。私も同

門として、教室の発展のため、少しでもお手

伝いできればと、思っております

^
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木村千仭先生との思い出

木村先生とは宮崎医科大学での学生時代に

整形外科の講義やポリクリで指導を受けたの

が最初の出会いでした.また,当時は士曜日

の午前中に信己憶違いかもしれませんが)リ

ハビリテーション医学講義が時々あり,院外

講師の話が聞けました.その講義でりハビリ

テーシヨン医学が面白そうだと思っていまし

た.それで卒業間際に整形外科医局を訪ね木

村先生に御相談したのを覚えています.木村

先生からは「りハビリテーションを学びたい

のであれば整形外科医局に入局すれぱ良い,

また後輩の教授(産業医科大学の緒方教授)

のところで勉強もできる」との事でしたので

入局を決意した次第でした.当時は回復期リ

ハビリテーション病棟もなく,セラビスト養

成校も少なく,りハビリテーション医学の認

知も低い時代でした.当時から木村先生はり

ハビリテーション医学の重要性を認識されて

いたと思います.大学では研修医として9力

月間勤務していましたが,その時の思、い出と

しては教授診察の陪席とか手術での執刀を見

学させていただいた事です.研修医だったの

で,雲の上の先生といった印象でした.後に

産業医科大学りハビリテーション医学講座に

勉強させていただく機会(Ⅱ力月)も木村先

生より頂きました.勉強に行くにあたり「リ

ちゅうざん病院りハビ,jテーシ"ン科田中正

1▲

ハビリテーションは奥の深いものだから,ア

ルバイトはせずにしっかりゃってきなさい」

と激励されたのを覚えております.産業医科

大学では短い期間ながら集中して勉強できま

した.主に脳卒中や脊損,小児疾患の研修も

でき大変有用でした.その後は大学に戻るこ

とはなく国立都城病院へ勤務となりましたが,

臨床経験を積むうちに,整形外科とりハビリ

テーシヨン医学の両立は己の能力からしても

難しく,またりハビリテーション専門の道は

捨てがたく思い,木村先生に御相談致しまし

た.「りハビリテーションは奥が深く,(産

業医大に行くからには)メスを捨てる覚悟で

行きなさい」と御指導を受けました.その後

は産業医科大学で研修を積み,労災病院,民

間病院での勤務をしており,現在では沖縄で

リハビリテーション医として勤務しておりま

す.木村先生の御指導およびりハビリテー

シヨンへの御造詣がなかったなら,小生がハ

ビリテーション医として勤務できなかったの

ではないかと思う次第です.木村先生の「リ

ハビリテーションは奥が深い」とのお言葉を

思、い出しながら,今後の臨床に励みたいと思

います

先生の御冥福をお祈り申し上げます

49



サ

木村千仭先生との思い出

平成27年12月、木村先生の計報を知り、

私にとっての親父さんが、また一人が亡く

なったと思、い、大変さびしい気持ちになりま

した。

今回、同門会の寄稿にて、木村先生との思

い出を述べさせていただきます。

私の学生時代の思い出は、 5年生の時(昭

和60年か61年頃)の整形外科入局説明会

の宴会の席で、ある学生が「木村先生は何歳

ですか?」と唐突に質問したことがありまし

た。まわりの空気が、一変して張り詰めた

ことを記憶しています。当時の医局長は武

内先生だったと記憶しています。「そんなこ

と、僕たちだって聞き難いのに、今の学生は

すごいななどの内容のお話をされた記憶が

あります木村先生はニコリとして、「僕

は、昭和2年生まれだよ」と言われたことを

鮮明に覚えています。当時先生は50歳後

半でした。もうその年に私も近づいていま

す

^ h

あかえ整形外科医院黒木隆男

木村先生があるとき、「このハンコは私が考

案した」との内容のお話を、ちょっと得意げ

にされたのを記憶しています

木村先生は毎朝、誰よりも朝早く6階の研

究室に出勤されていました。時々気付いたの

は、まだ研究室に人が現れていない朝に、し

かもラボの坂下さんが来られていないのに、

お茶を煎れた後のわずかに暖かい急須が置い

てあることがありました木村先生がお茶を

御自分で煎れられていたそうです私はあ

まり朝が早くなかったので、そのことは黒木

俊政先生に教えて頂きました。

武内先生のもと下肢班にいた時、木村先生

や数人でフグ料理と力二料理を食べに行った

ことがあります。木村先生は力二の身を仲

居さんにほぐしてもらって、おいしそうにつ

まみながら、酒を嬉しそうに飲んでおられた

のを思い出します。フグと力二が好物でした。

私の同期のK先生とY先生が木村先生方と

酒を飲みに行き、木村先生がボトルをキープ

したことがあるそうです後日、 K先生とY

先生は二人で木村先生ボトルを飲みほしたこ

とがあるそうです。その後、木村先生に教授

室に呼ばれたそうです

木村先生は私の義父・故山田文夫の先輩

入局後、木村先生のりウマチ外来の陪席に

何度かつかせて頂きました。当時は当然、紙

のカルテでした。りウマチの診察チャート

が用意されていて、ハンコをぺッタン・ペッ

タン打ちながら記入したのを覚えています。
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であり、私の入局時の教授であり、私達の結

婚式の仲人です。私の義父山田文夫から

生前、良く聞かされていた思、い出話がありま

す宮崎医大創成期には、玉井達二・元学長

と木村先生をお連れして、食事やゴルフや酒

を飲みに出かけていたそうです。義父日く、

わしは熊本大学(玉井達二教授)から宮崎

に派遣された(私の印象では、多分、意に反

して)当初、こんなに玉井先生と木村先

生と緒に過ごすことは考えてもいなかった

人生とはわからんな。」

平成25年の12月、宮崎で行われた木村

先生の米寿の祝賀会の翌日、突然、あかえ整

形外科に木村先生ご夫妻からお電話がありま

した山田宅に来られるとのこと前日に

私は祝賀会でお会いしていましたが、伺って

いませんでしたので、我が家、山田の義母、

大慌てで支度して、お迎えしました木村

先生が奥様に「山田君に線香をあげてから、

熊本に帰ろう」と言われて来て頂きました。

山田家の仏壇の前でお話をしている中で、木

村先生が、「あの頃、宮崎医大創成期のころ

が楽しかった良く飲みに行ったな」と

言ってくださいました。

ほんとに、お寄りいただいてありがとうご

ざいました私は先生の計報を知った際、

お寄り頂いた時の木村先生のお顔を、真っ先

に思、い出しました。あの時、お会いできて良

かった

木村先生のご冥福をお祈りします

木村先生、大変お世話になりましたあり

がとうございました
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会長就任の御挨拶

昨年のⅡ月に開かれました同門会総会にて

第二代会長河野雅行先生の後任となる第三代

の同門会会長を皆様から命ぜられました大

役を仰せつかりまして身の引き締まる思いが

致しております前会長の方針を踏襲しまし

て、宮崎大学整形外科学教室の後援と、会員

相互の親睦を二つの基本方針として会務に努

めて参りたいと考えております

まず最初に木村千仞名誉教授の計報をお伝

えしなければなりませんこれまでの教室に

対する御貢献とその御功績に対し厚く御礼を

申し述べます

教室および同門会の活動に付き述べさせて

頂きます平成28年春は3名の先生の入局が

ございました同門会に取りましても新しい

仲間が増えたことになり大変嬉しいことと

思っております新しく仕事を覚えていくの

は大変な事と思いますが、我々会員に取りま

しても若い力が加わるという事は大歓迎です

ので、ぜひ同門会の活動にも御協力下さいま

すようぉ願いいたします同門会の活動に関

してですが、昨年は7月に日本運動器科学会、

Ⅱ月に西日本整形災害外科学会が教室で主催

されましたそのお手伝いを教室に対してさ

せて頂きましたいずれも成功に終わりまし

ひらかわ整形外科クリニック平川イ菱

た事に御祝いを申し上げ、帖佐教授以下教室

員の皆様の御苦労に感謝申し上げます

教室支援に関して目を転じますと同門会員

個人に対して、留学関連の支援があまり活用

されていないと感じております是非とも特

に若い先生方は積極的に短期間でも勉強に行

かれる機会を作って頂き、同門会の支援制度

を上手に利用して頂きたいと思、います駄目

元で御相談下さいインターネットの時代に

はなりましたが、実際にカダバーに触れて手

術手技を覚えたり検討する機会は日本では難

しいと思われます世界の第一線で活躍され

る先生方の仕事ぶりゃ考え方に身近で触れる

ことは大変有意義なものと思います。新しい

技術、知見は個人の物ではありません。新し

い物を是非持ち帰り教室、同門の皆様に伝え

ていただきたいと考えます

運動器の十年という世界的運動の中で、

ロコモティブシンドロームの分野で帖佐教授

は日整会の先頭に立って活動なさってこられ

ましたまた日本臨床整形外科学会のストッ

プザロコモ活動にも大きく寄与されておられ

ます今や宮崎県がロコモ認知度日本一の県

として全国でも群を抜いた成績を収めており

ますまた教室員の力を借りてまず近隣の学



校から始めました学童の運動器検診が県内に

広がり多くのデータが集積されました。その

実態の報告が文部科学省を動かし、今春から

学校保健法の中での運動器検診の開始という

大きな動きになりました。未だ検診を実施す

る学校医や養護教諭の先生方には混乱がある

と思、いますが、私達整形外科医も積極的にー

次検診に関わって行くべきと考えます。ロコ

モおよび運動器検診の意義を考えてみますと、

これは子供から高齢者まで幅広く運動器に関

する疾患、諸問題は整形外科医が担当すると

いう事が、国民に周知される様に国が宣言し

たと考えられます。現在の状況では、特にス

ポーツ活動でのオーバーユースの児童の痛み

は指導者と親御さんが使いすぎだからという

判断で整骨院他の医業類似行為の治療院に連

れて行きます柔道整復師等は打撲、骨折、

捻挫しか治療できないのでありますが、その

範囲を拡大解釈し更に長期にわたって施術を

行うという誤った動きをしております。その

結果、腰椎分離症など障害が完成してから整

形外科に来院する児童が多々見受けられます。

ただ単に運動を休みなさいと言うだけで無

く整骨院等の医業類似行為に流れないように

するにはどうすれば良いか、スポーツ障害が

出来上がった児童を作らないようにするには

今こそ整形外科医が知恵を出し合う時だと思

います。せっかく国が運動器疾患の患者をま

ず整形外科に誘導してくれる事になったわけ

ですから、整形外科医にとっては大きなチャ

ンスでありここでしっかりと結果を残し、次

代の整形外科医につないで行く事が大切と思

われます今の時代をこのまま過ごしていく

ことは簡単ですが、次代の整形外科医の育成、

また若い先生方から見て魅力ある整形外科を

作って行くように努力しなければなりません。

皆様健康にだけは気を付けて御活躍下さい

ますようぉ願い致します
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新入教室員歓迎

2015年は日本人2人のノーベル賞受賞、ラ

グビーワールドカップ2015での日本代表の大

活躍など嬉しいニュースもありましたが、集

中豪雨や台風などの異常気象や、国内外での

火山活動が活発化し、先日熊本で発生した震

度7の地震でも多くの方々が被害に遭うなど、

心を痛める出来事もたくさんありました安

全保障関連保安の成立やTPP大筋合意など、

私たちの将来に大きく影響すると思われる出

来事も今後注視すべき出来事ではないでしょ

うか

また、私たち宮崎大学医学部整形外科学教

室同門会にとっても、前同門会長であります

河野雅行先生が宮崎県の医師会長に就任され

1年が経ち、現在も様々な分野でご活躍され

ていらっしゃいます長年にわたり同門・教

室運営に多大なる貢献をして頂きました河野

先生へ心から感謝申し上げますまた、河野

先生の後任として平川俊一先生が新同門会長

に就任されました平川先生、今後の同門会

をどうぞ宜しくぉ願い致します。

そして2015年は初代教授の木村千仭先生、

賛助会員であられます千代反田泉先生の突然

の計報という大変寂しいお知らせもありまし

た。改めまして、木村先生、千代反田先生に

はこれまでの教室に対しますご厚情に深く感

謝致しますとともに、ご功績を偲び謹んで哀

悼の意を表しますまだ多くの同門の方々が

病気療養中でいらっしゃいますので、みなさ

まの早期回復をお祈りするばかりですさら

宮崎大学医学部整形外科学教室帖佐悦男

に今年は冬から春の暖冬と厳寒、春は寒の戻

りなどがあり体調を崩され、特にインフルエ

ンザに櫂患、された方も多かったようです 、^

れからも健康には十分ご留意ください

今年度は、昨年度に宮崎大学が国立大学法

人として初めての田野病院の指定管理者とな

り、昨年10月には池ノ上克学長と本年4月か

ら鮫島浩病院長の誕生など新たなスタートの

年となります整形外科の役割はこれまで通

り地域に根差し教育・臨床・研究を進めてぃ

きたいと思、います。

教育に関しましては、新専門医制度が実施

されますが、これまでと同様に人問味のある

医師を養成する卒前教育と卒後教育で整形

外科専門医でSubspedalty医師を育成します

あわせまして、りハビリテーション科の専門

医も育成したいと思っています要支援・介

護になる原因として運動器の障害が最も多く

の割合を占めていますので、りハビリテー

シヨンは整形外科にとっても治療の中心であ

り、地域医療分野において今後益々重要な位

置を占めます田野病院には介護施設もあり

ますので、卒前・卒後教育に将来を見据え介

護医療も学んで頂きたいと思います

研究に関しては、昨年も多くの賞やグラン

トの受賞もあり大変嬉しい年でした臨床に

関しましても教室員一丸となり治療にあたり、

手術件数も一昨年の1300件を超えております

多くの症例を経験することはレジデントの先



生にとって良い機会ですので、是非多くのこ

とを学んでほしいと思います。また、新しく

開始される専門医制度では様々な領域の疾患

を経験する必要があります。多くの認定施設

が単独では研修できなくなる可能性がありま

すが、保存療法はもちろん手術症例だけでも

十分経験できるのが宮崎大学病院整形外科の

特徴のつです同門の先生方には入院待ち

などでご迷惑をお掛け致しますが、今後医師

会との前方連携・後方連携が進むと思います

ので、ご協力・ご支援をお願い致します。ま

たこの場をお借りして、日頃多くの患者さん

をご紹介頂き心から感謝申し上げます

遣が不可能となり、地方の病院、しいてはそ

の地域の患者さんに不安な思、いをさせること

になっております。また、開業されたり故郷

に戻られる先生方もおられ私たち教室員同様

に苦境に立たされていますが、幸い教室・同

門の先生方のご理解・ご支援によりなんとか

乗り切ることができています。お詫び申し上

げるとともにより一層のご協力をお願い致し

ます。

また、整形外科医が是非知っておいていた

だきたいこととして、「ロコモ度判定法」、

2016年度から開始される「学校における運動

器検診」や保険収載されています運動器不

安定症」の新定義がありますので、ご確認く

ださい。

ロコモ啓発や予防はより層積極的に進め

ていく必要があり、引き続き様々な取り組み

を実施していきます。さらには高齢化社会、

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、

より層「スポーツメディカルランド宮崎」、

ロコモザワールド宮崎」構想を進めていき

たいと思っております。宮崎県、宮崎市や宮

崎大学の重点事業にも指定されていますので、

ご協力の程よろしくぉ願い致します

昨年度は、「日本運動器科学会:7月4日」、

「西日本整形・災害外科学会:11月14,15

日」を開催し、成功裏に終了することができ

ましたこれもひとえに同門・教室の先生方

や準備・運営にあたってくれました多くの皆

様のお蔭です。あらためまして御礼申し上げ

ます。

最後になりましたが、新たに入局していた

だいた先生方を加え、教室員の和を大切にし、

質の高い臨床・研究を実施し、学内外連携を

推進し開かれた特徴ある臨床外科系講座とし

て貢献したいと思っております。そのために

も、教室・同門の先生方のご指導・ご鞭捷を、

これまで以上によろしくぉ願い申し上げます。

先述のとおり昨年は多くの変化があった年

でしたが、今年も変わらず桜が満開となり、

嬉しいことに3名の新入教室員を迎えること

ができました。レジデントの先生である川越

秀一先生、北島潤弥先生、吉留綾先生は、希

望に満ち溢れた新たな出発点となったのでは

ないでしょうか、これから夢と目標、情熱を

もって診療・研究・教育にあたって頂きたい

と思っています。臨床に関してはまず専門医

をとり、その後少しずつスペシャリティを考

え、もちろん研究に専念したい場合は大学院

へ進むことも貴重な体験になります。夜間大

学院もありますので活用してください。運動

器を扱う地方の整形外科医は、自分の専門を

二つ以上持つことが大切と私は考えます。将

来の医師過剰時代の到来に備え、保存療法か

ら手術療法までを地域・社会貢献を使命とし

て実施することで私たち宮崎大学医学部整形

外科の将来は明るいと思っております。この

ように教育制度や施設など受け入れ体制は充

実してぃますので今後も多くの教室員が増え

ますよう教室員のみならず同門の先生方のご

協力もよろしくぉ願い致します。

新臨床研修制度により、研修医が中央の病

院へと集中したため、関連病院への医師の派
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世界一空気がきれいな島」タスマニア島

今回、日本骨代謝学会より「日本骨代謝学

会ANZBMS 2015 Travel Award」をいただ

き、平成27年11月1日~11月4日にタスマニア

島(オーストラリア)で学会参加をさせてぃ

ただきました

rconstruction of a novel gene library

related to osteogenic disorder using

exchangeable gene trap mutagenesisj (可変

型遺伝子トラップ法を用いた骨代謝に異常を

きたす新規遺伝子群のライブラリー構築北

いう研究タイトルでの受賞で、この場をお借

りして受賞報告をさせていただきたいと思い

ます

日本骨代謝学会は骨代謝に関する基礎から

臨床までを網羅した学会で、整形外科以外に

も解剖学や病理・生化学、歯科口腔外科や放

射線科、内科や婦人科、さらには農学部や工

学部など多岐にわたる分野の先生方が参加さ

れます今回国際学会でありますANZBMS

(Australian and New zealand Bone and

Mineral society)では整形外科だけでなく

様々な分野の先生と受賞できたのは、大変刺

激になりました

日本骨代謝学会

ANZBMS 20151ravel AW'ard

受賞にあたって

中村志保子宮崎大学医学部整形外科学教室

h ^'

ANZBMS 2015はタスマニア島のホバート

というオーストラリアではシドニーに次いで

2番目に古い都市で行われました。士地の特

徴としましてはガイド本に「心地いい海風や

クリエイティブさを尊ぶ精神文化、開拓時代

の歴史をたっぷりと満喫しましょう」と書い

てありましたが初めての国際学会で緊張して

しまい会場周辺散策であっという間に終わっ

てしまいましたホバー Nよ港町で現地の人

もしく非常に過ごしゃすい街でした。

学会に参加して感じたことは、よく言われ

ることですが自分の英語力の低さを実感した

ことです日本人でも英語でプレゼンテー

シヨンし英語の質問に答えている姿を見ると、

若いうちから国際学会に積極的に参加しモチ

ベーシヨンを上げていかなければならないな

と実感しました。

学会後はタスマニアワインとタスマニア

ビーフをちゃっかり食べて帰ってきました

こうして私の初国際学会の旅は終わりました

^'

現在、私たちは関本朝久先生を中心に熊本

大学との共同研究で、遺伝子改変マウスを用

いて、骨代謝に影響を及ぼす可能性のある遺

伝子を探索する研究を行ってきています研



究費につきましては、科学研究費はもちろん

のこと毎年多くの助成金募集に応募しており

ますが研究費用は継続的に必要となるため今

後も引き続き帖佐教授や同門会の御理解、ご

協力のほどお願い申し上げます。

現在私たちが行っている研究は、骨代謝に

関わる遺伝子の中で、未だ働きがはっきり解

明されてぃない遺伝子を破壊するとどういう

現象が起こるか?というシンプルな実験です。

遺伝子を破壊する技術は確立されており、

これを行っている施設のーつが、関本先生が

大学院で研究をされた熊本大学生命資源研

究・支援センターです。その中で骨軟骨に変

化がありそうなマウスを選択して当教室に譲

渡して頂き評価を行っています。当科での評

価実験そのものは臨床の延長上にある基本的

なものですが、そのマウスを作製するため

に最先端技術を駆使して作成されています

われわれは、そのマウスを用いてCTの撮影、

骨密度の計測、病理組織学的検査などを行っ

てぃます。具体的にはモデルマウスの大腿骨

を摘出し、骨強度試験で骨強度を調べ、骨折

後の骨癒合を評価する研究も行っています。

さらに現在は遺伝子改変したES細胞を用い

て、同様に骨代謝に影響を与える遺伝子の評

価を行うことを検討しています。またマウス

ES細胞を用いた骨芽細胞分化誘導実験等も

現在進行中です

これらの実験は研究棟2階に必要なすべて

の実験機器を配した研究室を帖佐教授に整備

してぃただいて遂行しています。現在も可変

型遺伝子トラップ法を用いた遺伝子改変マウ

スのスクリーニングは継続しており、新たに

いくつかの骨軟骨に異常をきたす遺伝子群が

同定され学会発表で報告してきております

昨年度から永井琢哉先生も少しずつ研究に参

加いただくなど人材の面でも充実してきまし

た。帖佐教授のご配慮を頂き、専門的な手技

をお願いできる実験スタッフ(相馬さん、土

持さん、永田さん)の力を借りながらフル稼

働で行っています。

今回のTravel Award賞の受賞は、この

テーマで研究を立案実現してきた、帖佐教授、

関本先生、黒木修司先生をはじめ、舩元太郎

先生、大田智美先生、実験スタッフの助力に

よるものです改めて感謝の意を表したいと

思、います

スティーブ・ジョブズの言葉で、「Ⅱ you

reaⅡy look closely, most overnight successes

took a long time.(よく見ると、一夜にし

て起こった成功の多くには長い時間が費やさ

れてぃるものだ)という言葉があります。

我々が研究を毎日行えるのはその裏に先輩

方の苦悩や想いがあり、その上で成り立って

いるということを一日一日感謝しながら、ま

た次の大学院生に何が残せているかを問い続

けながら今日も2階の研究室に向かいます。
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この度は栄えある宮崎整形外科医学奨励賞

を受賞させて頂きまことにありがとうござい

ました。過去に受賞された先生方の素晴らし

い基礎・臨床研究の実績と比べますと、私は

単純に現場一筋に邁進してきただけであり、

甚だ恐縮してぃる次第であります今回の受

賞テーマは「救急医療への貢献と積極的学会

活動」ですが、日々の診療が奨励賞という形

で評価してぃただき大変嬉しく思、うとともに、

今までご指導いただきました先生方、関連病

院、同門の先生、病院スタッフの皆様のお力

添えに改めて感謝申し上げます。

さて私は高校、大学とラグビーを行ってお

り、頭脳はありませんが体力には自信があ

り、自然な流れで整形外科に入局させていた

だきました。医師3年目、最初の関連施設で

の研修は橘病院でありました。指導医である

柏木先生は「救急車は絶対に断るな」という

教えで、当時は未熟ながらかなり多くの救急

対応させていただいた記憶があります。救急

で外傷患者が来た時の高揚感や骨折型に応じ

た治療戦略を思、い浮かべる過程に脳内エンド

ルフィンが多量に分泌され、救急医療にのめ

り込んでしまったのかもしれません。つまり、

その脳内麻薬により仕事そのものに辛い、き

第10回宮崎整形外科医学奨励賞
受賞にあたって

宮崎大学医学部整形外科学教室中村嘉宏

"ザ、 ^

つぃといった感覚は皆無で、さらなる多幸感

をもたらすエンドルフィンを求め、もっと

もっと重症な外傷を求めるようになったのか

もしれません。そういった時期にある尊敬す

る先輩の一人であるN先生に出逢い、そのご

縁もあり、 2005年から日本医科大学高度救命

救急センターに研修をさせていただく機会を

与えていただきました。日本医科大学では初

期治療から根治手術、1CU管理までの全てを

専属の医師で治療する、いわゆる自己完結型

救命救急センターであり、そこでの経験は非

常に印象深いものでした。 pre・hospita1な治

療、いわゆるドクターカーに乗っての初期診

療から病院搬送後の治療、その後マネージメ

ント含めた救急、システム並びに、全身状態を

十分に考慮した整形外科的治療戦略Damage

Contr010rthopaediC ΦCO)もしくはEarly

total care(ETC)を中心に多くを学ぶことが

できました。当時の指導医には"'too sick to

Operate on'でなく'too sick not to operate on'

だからね"とよく言われ、患者の全身状態を

考慮した整形外科的治療戦略は従来の整形外

科とは全く異なる新しい整形外科医の姿とし

て映りました。手術に関しては特に骨盤寛骨

臼骨折の症例数が最も多く、手術アプローチ

^'
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からプレートの設置、整復固定方法、ピット

フォールなど様々な経験をさせてぃただきま

した主にmodified stoppaアプローチを用

いた内側から展開する骨盤は、通常の整形外

科手術にはない景色で非常にハ味深いもので

あり、現在もその興味がある分野のつと

なっております

その後平成18年度から大学で診療させて

いただいております当時大学には救急部は

あったものの、それほど多くの外傷症例はあ

りませんでしたが、平成24年から救命救急

センター開設、その後のドクターヘリ導入な

ど宮崎大学における救急、医療も大きく変遷し

ているところであります救急医療の中でも

整形外科医の役割も多く、整形外科教室から

5人の整形専門医が救命センターに所属し外

傷医療の一翼を担っております平成26

年度における整形外傷関連手術数は174件で

徐々に増加傾向を示しております。症例の内

容も四肢長管骨骨折から脊椎外傷、骨盤寛骨

臼骨折はもちろん、重篤な合併症を併発した

骨折、高度骨欠損症例、重症骨関節・軟部組

織感染症、多発外傷などdramatiCな症例も稀

ではありません外傷に、味がある研修医含

めた若い先生も多いようで、初期診療から手

術を含めた根治術まで一貫して治療に携わっ

ており、充実した外傷医療を習得しているも

のと感じておりますまた、当院はハードの

面においても充実した医療機器の整備がなさ

れ、近年は第3世代ナビゲーションシステ

ム(0・arm)を利用した経皮的骨盤骨折手術、

経皮的脊椎椎弓根スクリュー挿入、そしてハ

イブリッド手術室を利用した骨盤寛骨臼骨折

の施行(術中CT撮影による整復確認や今ま

で困難なScreW挿入などより高度な手技がよ

り安全にできるようになりました)などよ

り高度な外傷医療の提供が可能となっており

ます(0・armは比嘉先生、日吉先生が好んで

されております特に日吉先生は根っからの

外傷好きで外傷手術がマスターベーションみ

たいなものなのでしょう?笑)そしてハー

ド面の充実だけでなく、我々自身もアップグ

レードする必要性があります救急外傷分野

においては数年前の常識は今や非常識という

状況であり、常に知識のアップグレードが必

須です当院からの外傷に関わる発表は近年

増加傾向で、整形外科関連の学会のみならず、

救命分野の学会にも積極的に発表しておりま

す(川野先生含めた若い中堅ドクターの活

躍は目覚しいもので、積極的な学会活動をさ

れており頼もしい限りであります)

なお、外傷が高度化、多様化するにつれ、

他科との連携がもっとも重要と考えます診

療科同士がバトンタッチ的に治療を行なって

いくのではなく、最も良いタイミングにシー

ムレスに治療行なっていくことが大切となり

ますそこで平成28年度2月から宮崎大学

における外傷医療のレベルアップを目的とし

た「宮崎外傷カンファレンス」を開催してお

ります。対象は外傷に携わる全ての診療科で

非常に垣根の低い会であります初回は40

名程度でありましたが現在は様々な診療科の

医師だけでなく看護師、放射線技師等含めた

100名程度の参加があり、外傷に味があ

る人々の存在に驚いているところですな

お、 2 ケ月に回、カンファレンスを予定し



ております。もちろん院外からもWelcomeで

すので是非興味がある先生はご参加ください

(facebookの中に"宮崎外傷カンファレンス"

で検索できます。)集学的治療を必要とする

救急医療において、大学病院の役割は非常に

大きいと考えております。集学的治療を必要

とするようなCritica1な患者のご相談は何時

(24時間、年中無休で)でも迅速にさせて

いただきます。日々勉強の立場ではあります

が、今後も謙虚に外傷医療に関わっていけれ

ぱと考えておりますので暖かい目でご指導い

ただければと思います。

今回の受賞は同門の先生方、帖佐教授並び

に医局のすべての方々のご指導、ご助力の賜

物であると心から感謝いたしますまだまだ

未熟者ではあり、ご迷惑を多々おかけすると

思いますが今後もご指導いただけれぱと考え

ております

追伸

40にして惑わず、孔子の言葉であります

が、私自身「40にして惑う今日この頃で

あります。今までのコンパスで描かれた住み

慣れた場所にいれぱ万能感に浸れるかもしれ

ませんが、そうも言ってられなくなるのが

40歳ではないでしょうか?「過去の延長線

上でもがいているようであればプレークス

ルーはない」(糸井重里)私は40超えた今、

大学院入学してしまいました。全く別なコン

パスで描いた円に入っていくと自分が万能で

なく、全く役に立たない存在であると突きつ

けられてぃます。逃げずにやり遂げることが

大切と思いますが、周りの先生に指導受けな

がら次のエンドルフィン分泌のきっかけとな

るものが見つかればと願っております

一医 への'献と極的な学会活

教急医への取り組みと今の民
~国際年会参加のススメ~

倉大型玉学既喪愚外開
ホ上;主帖佐悦坂キ.

t斥}工生船託大'日吉
三凡Q'子ミ臭裳碆
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本同門会誌への寄稿を依頼されましたの

で,この場をお借りして改めて自己紹介させ

て頂きたいと思、います.私は工学系で,新潟

大学の材料力学・バイオメカニクス研究室

(原利昭教授)にて2007年に博士号を取得し

た後,大学と企業の研究員として医工・産学

連携研究に従事していたところを,約5年前

に帖佐先生に呼んで頂いて,宮崎で人工関節

の研究開発や動作解析などについて実験やシ

ミュレーションを駆使した研究を中心に取り

組んでいます(研究室は工学部にあります)

今回,研究成果を2016年3月5~8日にorland

のウォルト・ディズニー・ワールド・りゾー

トで開催されたORS (orthopaedic Research

Society)のAnnualmeetingで帖佐先生,鳥

取部先生との3人で参加し,発表してきまし

た. ORSや,海夕河究留学について若手医師

へのアドバイスを含めてメッセージを書くよ

うにお話しがありましたが,若輩の身で教訓

めいたことはとても書けませんので, ORSで

発表したことが科研費(国際共同研究強化)

の採択,そして研究留学への道が開いたこと

について経験談を書かせて頂きます

ORSでの発表から研究留学へ

^宮崎大学テニュアトラック推進機構
バイオエンジニアリング分野(工学系)山子

"゛守

される整形外科領域の基礎研究を中心とする

学会であり,その参加者は整形外科医だけな

く, Bi010gyやMaterial scienceの研究者,エ

ンジニア,獣医など多様です.1955年から62

回開催されて,これまでに約64,000演題が発

表されていますが,採択されるのはなかなか

難しく,その準備も大変なことで知られてぃ

ると思います.今回の参加者数は約3000人,

Podiumが422題, posterが1700題の中,宮崎

からは応募した2題が採択されました. ORS

はバイオメカニクスの著名な先生も多く発表

するため非常に重要で,またポスター発表で

は,いろいろな研究者と意見交換もできるの

で,毎年応募し研究成果が認められ発表して

きました(2006年から計17題).そんな中,

昨年のラスベガスでのPodium発表が今回の

研究留学のきっかけを得ることになりました

^

剛

ORSは毎年米国各地でAAOSと一緒に開催

昨年のORSでは,東北大学・ミズホ株

式会社との共同研究である傾斜ヤング率チ

タン合金を用いた人工股関節ステムの研究

開発の成果を演題名「Ti33.6Nb"4Sn aⅡoy

femoral stem with gradation of Young'S

modulus reduces stress shielding a丘er total

hゆ arthroplasty: a biomechanicalstudy」と



して発表しました.この講演後に声をかけて

くれた先生がバイオメカニクス分野で著名

なRadboud university (Numegen,オラン

ダ)のProf. Nico verdonschotでした.彼は

我々の研究成果に大変興味を持ち,独自に開

発した術後の骨反応を高精度に予測するシ

ミュレーション手法を使って共同研究しない

か?と提案してきました.私にとってはこの

著名な先生からの提案は,ステムのデザイン

に重要なヒントを得る可能性が高く,今後の

研究の飛躍的進歩が期待できる点で非常に魅

力を感じて帰国後すぐにNic0先生のラボに滞

在する研究計画をアレンジしましたが,学内

調整や資金の面で簡単には行かず難航して止

まっていました

関であったことから,ダメもとで申請してお

りましたが,査読者に熱意が伝わったのかど

うか分かりませんが,今年の2月に奇跡的に

内定を頂くことになりました(宮崎大学で2

名).これが決まった後は,学内の協力も得

られて驚くほどのスピードで研究留学の手続

きが進展しました.そして,特に今回のORS

の会場で行われたNC0先生との面談では,ご

同席頂いた帖佐先生がテキパキとあっと言う

間に話をまとめて下さり,非常に感謝してお

ります.その夜,鳥取部先生と飲んだワイン

はとても美味しく,先生の留学時代の話も伺

うことができて,文字通りへロヘ口になりな

がら,楽しく過ごし良い思い出となりました

研究留学には"行きたい"という気持ちだけ

ではダメで"行かなけれぱならない"に変える

理由が,周囲を納得させるためには必要と考

えて,海外研究留学の科研費である国際共同

研究加速基金(国際共同研究強化)に申請し

ました.これは「科研費」に採択されている

研究者が,1年程度海外の大学や研究機関に

おいて海外共同研究者と共同で行う研究計画

に対する助成で,400名しか採用されない難

少し長くなりましたが,これがORSと研

究留学までの経験談になります.渡航はこの

5月ですので,これからが本番で重要になり

ますが,国際会議で積極的に発表することは,

その後の研究人生に大きく影響することを,

身をもって感じました.最近は少しスランプ

気味であったのですが,オランダでしっかり

研究と充電し,パワーアップしてから宮崎に

帰ってきたいと思っております

今後ともどうぞよろしくぉ願いいたします

14
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また、新年度となりました医局長の濱田で

ございます。

今年度も3名の新しい仲間を迎える事がで

き非常に喜んでおります、将来の医局を背

負ってくださる3本の矢は川越秀一先生、北

島潤弥先生、吉留綾先生です。トリプルス

リーをものともしないご活躍を期待しており

ます。同門の皆様も専攻医研修へのご協力を

よろしくお願い申し上げます

昨年度は、日本運動器学会・西日本整形外

科学会と2つの学会を開催させていただき盛

会のうちに終了することができました。これ

もひとえに参加者の先生方、教室員、同門会

員の皆様のご協力あってのことと深く御礼申

し上げます。詳細につきましては責任者の報

告にゆだねさせていただきたいと思、います。

また、同門会といたしましても30年会長を

務めてぃただいた河野雅行先生がご退任され

医局長挨拶

宮崎大学医学部整形外科学教室濱田浩朗

ました、長年の労に感謝いたしたいと思いま

す、お疲れ様でしたさらに多忙な県医師会

長の任に当たりましては影なりにご協力でき

れぱと考えておりますのでご活躍を期待して

おります

悲しいご報告といたしましては昨年のⅡ月

に初代整形外科教授であられます、木村千仭

先生がご逝去されました謹んで哀悼の意を

表したいと思います

最後に、昨年は学内外で大きく人事が動き

ました。新しい世代への準備を着々とすすめ、

皆で助け合える環境を整える事が、今まで整

形外科を背負ってきていただいた先生方への

恩返しであり、しいては次世代につないでい

けるのではないでしょうか。後進のさらなる

頑張りを期待しています。

最後に、同門会員の皆様におかれましては

ますますのご健勝をお祈りいたしております。

16
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新専門医制度に関して

来年度より実施を予定しております新専門

医制度を担当させていただいております濱田

でございます来年から施行予定であります

新専門医制度に関しましてその背景と実施要

綱に関しまして簡単にご報告いたします

新専門医制度とは、 2025年の地域包括ケ

アシステム構築に向けた動きのーつであり、

2015年4月から地域医療構想の策定がスター

トし今回の2016年度診療報酬改定はそれを推

進するための改定であり、 2018年度には診療

報酬と介護報酬の同時改定の予定となって

おります団塊の世代が後期高齢者となると

きまでに何とかしたいというシステムと認識

しております

この地域包括ケアシステムの構築に必須と

考えられているのが総合診療医であり、今回

より総合診療医専門医の研修が選択可能とな

る事がーつの目玉であります。

今後、専門医の方向性といたしましては基

本領域1つの専門医取得(複数領域の取得は

許容されますが、新制度での取得が必要)、

広告制度の見直し(専門医のみ広告可能)、

大学病院など基幹病院と地域協力の構築が構

想として考えられております

専門医取得のための基幹病院は条件が厳し

くほとんどが大学病院でなければなれない

(施設基準や論文数などりサーチ系も重視)

状況で取得困難となりますが、逆に総合診療

医の基幹病院の基準は甘く、県病院レベル

宮崎大学医学部整形外科学教室濱田浩朗

(救急、と小児科を持つ)であれば比較的なり

やすいようになっております具体的に総合

診療医研修はトリガーポイントや関節内注入

を習得することになっておりますし、婦人科

内診や救急での初期縫合も含まれております

総合診療医は新卒がなるのか、それともべテ

ランズが取得するのかはいまだ予想がっきま

せん。

専門医更新に関しましての注意点は症例提

示の連結可能匿名化であり、必要に応じて

個々の症例が特定できるように、診療施設と

ともに管理番号を振り管理番号は診療施設

ごとに保管せねばいけません。カルテ番号は

絶対に管理番号にはできません(4回以上

更新している専門医は症例提出の必要はあり

ません)あとは今までどおり50単位取得(多

少の必須領域の変更があります)で構いませ

ん

新しい専門医制度に関しそれぞれが思、うこ

とがありますでしょうが、 10年後どのような

姿になっているのかは私にも想像できません

更新に必要な情報に関しては整形外科HPか

医局に文書で照会していただければ文書にて

回答させていただきますのでなにぶん、お間

違えの無いようよろしくぉ願いします

硬い話で締めくくりましたが、今年度もよ

ろしくぉ願い申し上げます
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平成27年7月4日(土)、宮崎観光ホテルにお

きまして第27回日本運動器科学会が、帖佐悦

男教授のもと当教室主催で開催されました。

本学会は、運動器、特にロコモティブシン

ドローム(ロコモ)や運動器りハビリテー

ションを専門とされている様々な分野の方々

が年一回、全国から集まり活発な討論が交わ

される学会であり、今回の参加者は、医師

169名、メディカルスタッフ220名と多数の皆

様にご参加頂きました。

運動器に関しまして、特別講演2題(日本

臨床整形外科学会理事長田辺秀樹先生、福

島県立医科大学教授白土修先生)、ラン

チョンセミナー3題け奇玉医科大学整形外科

学教室主任教授織田弘美先生、広島大学病

院りハビリテーション科教授木村浩彰先

生、日高整形外科病院院長日

高滋紀先生)、シンポジウム3

セッション19題、般演題75題、

学術プロジェクト研究成果発表

3題が、 4会場において行われ、

御高名な先生方からの貴重な御

講演を拝聴でき、大変有意義な

会となりました。

また学会当日の午後の第3会

第27回日本運動器科学会を終えて

宮崎大学医学部整形外科学教室鳥取部光司

場では"市民公開講座"が開催され、「動く喜

び、動ける幸せ:歩ける喜びロコモ予防」を

テーマに日本整形外科学会前理事長中村耕

三先生、藤野整形外科医院院長藤野圭司先

生に御講演して頂き、会場からあふれるほど

の多くの県民の方々にご参加頂きました こ

の会を通じまして医療関係者のみならず一般

の方々の関心の高さも改めて感じた次第でし

た。

開催にあたり、ご支援いただきました同門

の諸先生方、学会の開催運営にお力添えいた

だきましたすべての皆様に心より御礼申し上

げます

動 科学
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第130回西日本整形・災害外科学会
学術集会開催を終えて

第130回西日本整形災害外科学会の責任者

をさせていただきました濱田でございます

H27年Ⅱ月に開催されました西日本整形外科

学会に関しましてご報告申し上げます

さる、 H月14-15日宮崎市民プラザにて

第130回西日本整形災害外科学会」が開催

され盛会のうちに終了いたしました本会の

特徴といたしましては鹿児島大の整形外科基

礎学会の自主開催に刺激を受けまして、自主

開催にしたところでしょうか。責任者まで担

当させていただき心より喜んでおります

自主開催になりましたのも単に鹿児島大に

影響を受けたのだけではなく、思い起こせば

Ⅱ年前、教授就任後、初の開催となりました

九州りウマチ学会を今は無きプラザホテルに

て2日間の日程で開催させていただいた頃に

戻ります。会は盛会のうちに終わり来席のみ

なさまにご好評いただき皆笑顔のうちに解散

したのですが、後日、コングレから赤字であ

る連絡があり状況は一変し、赤字になる学会

なんて聞いたことないと大騒ぎになり、私

はすべての責任をコングレに押

し付けて身を潜めておりました。

思、い起こしても恐ろしい話では

ありますが、後日さらに検証い

たしましたところ、多くの看護

師をウグイス嬢として雇い、あ

まつさえビストロ亭のお弁当を

暇でガールズトークしかしてぃ

ないバイトに食べさせ、バイト

代まで出したのが原因と分かり

秘密にしておりましたが、 10

年の時効を過ぎ、やっと皆にお

話しすることができ今まさに心

宮崎大学医学部整形外科学教室濱田浩朗

が軽くなりました

本学会はこのコングレ不信に陥ったこと

と、望んでもいない私の名誉回復も兼ねまし

て櫻森さん・森さんの強力な助っ人を得て、

会場・プログラム作成・協賛・タイムスケ

ジュールなどすべてを自作で行っております

本学会に労した労力は膨大でW森コンビの鬼

神のような働きと医局員の協力、同門の後押

しがあってどうにか無事に閉会することがで

きました本紙をお借りし御礼申し上げます

会場費がホテルに比べて格段に安いこと、昼

食はランチョンの余りを食べるようにスタッ

フに指示したこと、バイトは面接の上厳選し

たことで赤字はあり得ない自信がありました

が、結果を見ても爆買い出来るほどの利益を

上げ、Ⅱ年前の倍返ししたものと自負してお

ります

来年は6月に日整会スポーツがシーガイア

で開催されます田島教授の時代から力を入

れている分野ですので今後ともご協力のほど

よろしくぉ願い申し上げますちなみにコン

グレに頼んでいます
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西日本整形外科野球大会
を終えて2015

平成27年8月30日に第58回西日本整形外科

親善野球大会が長崎にて行われました九州

に上陸した大型の台風15号が去った後、停滞

する秋雨前線の影響で前日まで小雨模様でし

たが、試合当日は天気が回復したうえ最高気

1呈27度と例年ほどの暑さも感じられず、まず

まずのコンディションとなりました。

長崎市では、同じ週末に3万人を動員した

福山雅治の福山☆夏の大創業祭2015 稲佐

山公演が行われていました。観光バスやシャ

トルバスがいつも以上に多く、移動で渋滞に

巻き込まれないか心配されるほどでした。ま

た宿泊先を主管の長崎大学が事前に押さえて

いたため、なんとか宿泊することもできまし

た。

前夜祭に行われた抽選の結果は1回戦からの

出場でしたが、準決勝まで球場間の移動がな

い好都合な組み合わせとなりました。

初戦は長崎市かきどまり野球場で大分大学

と対戦。矢野一川添のバッテリーで午前9時

に試合が始まりました。初回から4点を先取

し、試合前半に加点して5回コールド(10-1)で

勝利しました。先発した投手矢野は、散発5

安打完投で見事に試合を作りました。

続く2回戦は、産業医科大学と対戦。松岡

千代田病院小薗敬洋

一福嶋のバッテリーで試合開始。初回、ヒツ

トにエラーが絡んで3点を先制されました。

その裏、ランナーを貯めたチャンスに5番石

田がタイムリーヒットを放ち、すかさず追い

つきました 2回表には産医大の攻撃で3点を

追加されましたさらに突き放される嫌な展

開となりましたが、すぐさま川野・池尻・福

嶋のタイムリーヒットで一挙5点をあげて逆

転しましたりり一フ登板した三橋が産医大

打線を封じ、 5回コールド(14-フ)で勝ちました。

大味な試合になりましたが、失点しても動揺

せずに早い回に追いつき、ワンチャンスから

大量得点に結びつけた経験は、これからの試

合でもいいイメージとして残って活かせる機

会がある思います。

準決勝の相手は、これまで何度も決勝・準

決勝で対戦している琉球大学。お互い手の内

を知り尽くしていますが、琉球大学は投手と

して新戦力が加わっていました。

日整会野球大会の出場権を賭けた重要な試合

は、長澤一福嶋のバッテリーで挑みました。

相手投手の立ち上がりを攻めるも得点につな

がらず、流れが変わった3回に3点を先取され

ました。その後もチャンスが活かせず、得点

に結びつきません。琉球大学に1点を追加さ

20



れ、 0-4で敗れてしまいました一試合を通

して前の試合までの勢いがなく、スタミナ切

れが感じられた試合となりました

本年度も日整会野球大会の出場権を逃してし

まいましたが、 7月31日(印に熊本で行われる

親善野球大会へ向けてすでに動き始めてぃま

す日整会総会の会場トーナメント表に再び

宮崎大学の名を掲げる事を目標に、炎天下で

勝ち抜ける体力をつけて頑張ってまいります

これからも応援のほどよろしくぉ願いします

^
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H28年日整会サッカー予選を
振り返って

宮崎大学医学部整形外科学教室永井琢哉

3/20に高原運動公園にて、日整会サッカー

予選(宮崎大学・大分大学・鹿児島大学の3

大学での総当り戦)が行われました小島

キャプテン主導の元、夏合宿も行い、チーム

としての結束力も高めていました。練習コー

チとして横江先生を任命し、炎天下の中、鬼

の合宿となりました。

当日は快晴、芝生も冬芝ではあるものの、

宮崎はキャンプの聖地、さすがにいいグラウ

ンドでした。初戦は鹿児島大学との試合でし

た。前半、横江先生がドリブルで持ち込み、

鋭いシュートをゴール左隅に突き刺し、先制

しました。ボールを支配し、再三攻めるも

10で後半に折り返しました。小島キャプテ

ンはオリンピック手倉森ジャパンのようにど

んどん前線を入れ替え、フレッシュなFWを

いれるという選択を取りました。すると深尾

先生が左サイドからのクロスに飛び込みな

がらゴール。 2-0とつけ放しました。しかし、

相手も必死に応戦し、自陣深いところから

のスローインがもつれ、 1点を返されました。

なんとかしのぎ切り、辛くも2対1で勝利しま

した

鹿児島対大分戦は大分が勝利し、対大分戦

は絶対勝利しなければいけない状況となりま

した風も強くなり、前半は風下でのスター

トとなりました。前半、中央付近からの横江

先生のフリーキックに合わせたのはまたも深

尾先生、ワールドクラスのへディングシユー

トを決めました。その後も日吉先生のクロス

を横江先生が滑り込みながらゴール。余裕と

思われましたが、相手にミドルシュートを決

められ、 2対1で後半に突入しました。後半に

入ると、横江先生の独壇場となり、一気に3

森園田

(公文/岡村/深尾ノ李/森田ノ平川)

日吉横江

永井

マネージャー:股士留

点を決め、結果5対1大差で勝利しました

2戦2勝と申し分のない結果で本選出場を決

めることができました。その日の夜は、交流

戦始まって以来、初めて大分大学との懇親会

が行われました大変盛り上がり、夜の部で

も宮崎大学が勝利したとかしてないとか・・・。

交流が深まりました。

日整会本選では、同門の先生方の支えのお

かげで、サッカーができることに感謝しなが

ら、良い報告ができるように頑張りたいと思

います。

樋口

小島

大倉

ーーー『、、

ー"ヨ1t

^

f゛協1「一

、ノ

.1 ■

電

rl

22

C、'

ι、
ぜ

ーー1'■ノ 1,つ

'

9

^"

.
゛

煕勺

V
A

゛
』

ユ
'

、
、

尋

、
W
、 罪

仙
ネ
、

●
】



W"杭灸^市授^肱惨^市鵠^施鵠^肱^*^

第24回同門会ゴルフ大会

平成27年Ⅱ月29日に宮崎レイクサイドゴル

フクラブにて同門会ゴルフ大会が開催されま

した長男が年明けに大学受験という私には

都城に遅くまで残って練習ができるという好

都合の環境で週2~3回は練習しておりました

前日の忘年会も1次会で切り上げて小林まで

帰宅し翌朝早朝爽快な気分で自宅を出発とい

う絶好の体調でコンぺにのぞみました天候

は決して良い状況ではありませんでしたがご

緒にラウンドしていただいた先輩方と楽し

くプレイできましたスコアはOut48,in46の

94と普段とかわりなく師匠のM先生にはその

スコアで優勝ですかと怒られそうな結果でし

たがダブルペりアのおかげで幸運にも同門

会ゴルフ大会での2回目の優勝となりました

藤元総合病院園田典生

ゴルフ師匠と距離が離れてなかなかスウィン

グをみてもらうなどの練習ができない状況で

すが現在も仕事のストレス(昨年からはY先

生も当院勤務となり常勤3人ですので仕事の

ストレスはかなり軽減しております)発散の

ためにも暇をみつけては練習していきたいと

考えております

今回は参加者が12名と例年より少ないと感

じる大会でしたが次回は教授をはじめ新同門

会会長、私のゴルフ師匠など多彩なメンバー

にご参加いただきょり盛り上がる会になれば

と願っております

最後にひどい一日酔いで幹事をされたK先

生お疲れ様でした

23
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第18回同門会テニス大会報告

2015年度の大会は例年通りⅡ月23日(勤労

感謝の日)に開催されました天気には恵ま

れ、8名(同門の先生7名に尾田朋樹先生の奥

様)の参加者で行われました今年の会場は、

前年優勝者の渡部正一先生に任し、シーガ

イアテニスコートを2面借りて熱戦が繰り広

げられました最近は毎年、ラストの試合で

優勝者が決定するという展開が続いており、

本年度もまさしくラストの試合での決定でし

た。尾田先生と私で競り合い、最後まで気が

抜けない試合展開でした。私が勝させて頂

きましたが、今回の勝に匹敵する大活躍者

は尾田先生の奥様です。私たちょりボールを

拾いまくり、決めまくってました。来年度こ

そは多くの参加者で盛り上がりたいものです。

毎年Ⅱ月23日の開催で決定しており、初心者

の方も是非参加して下さい

財病院松本英裕
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第Ⅱ回同門会麻雀大会

数年前に医師会のしののめ麻雀大会で某整

形外科先生に四暗刻単騎を振り込んでから私

の麻雀は(私生活も含めて)しばらく低迷し

ておりましたが、その日はツキがありました

面子は弓削先生、平川jr.先生、もう人は

河野先生だったか?還暦も近く記憶力が乏し

くなって参りましたこれまでのこの大会

は通常2-3卓で優勝を争ってきたのですが、

今大会は参加が少なく、初回以来、初のわず

かみぞの整形外科神薗

か1卓での勝負になってしまいましたしか

も前回優勝の先生は強豪なのですが、幹事の

ため、卓につけずじまいでした

戦いは2半チャン、ツキがあった私が優勝

したわけですが、これが初優勝でした

少し寂しい気もしますが、これを機に私の

麻雀も上向きになり、次回こそはもっと大勢

の中で優勝したいと思っています先生方の

参加をお願いいたします

25
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平成27年4月5日に行われ、ダブルペリ

アの恩恵を受け勝させていただきました

一般的に言われているゴルフ人口の減少の類

にもれず、私たちの教室でも新しく入局され

た先生がゴルフをされない方も多いように思

われます

最近の教室主催のゴルフコンぺの参加者も

お忙しいこともあるかとは思、いますが、年々

減少傾向のような気がします。

教室を離れた私にとっては教室の先生との

第Ⅱ回帖佐杯ゴルフ大会

斗,マ ^ h

剛江夏整形外科クリニック江夏

親睦をはかれる機会も少ないので、教室主催

の会は極力参加できるように努めております

私たちが入局したころも諸先輩方とまわらせ

てぃただくのは非常に緊張しましたが、普段

では話せない先生方とお話しできて今となっ

てはいい経験でした若い方からお年を取ら

れた方、男女の垣根を超えてできる数少ない

スポーツのゴルフを趣味にできて本当によ

かったと思います。今後もできる限り続けて

いけれぱ・・と思、つている今日この頃です。

"げ" ^ ^

ノ

ー'.

^

, f塁、
ー、

、

、、ー、-1^

ーー

^

、

1'

武

、'竪

生

^

26

ノ
ダ

、

0



、党¥ゞ纎科卜市讐^肺轟^市換^,轍先^肱歩^*^

野球検診報告2015

2015年も今後の宮崎県の野球界を担う少年

少女571名が受診してくれました

次検診として診察・小頭部エコー検査を

行い、可動域測定と、日常の練習に役立っス

トレツチ・コンディショニング指導を行いま

した。要二次検診と診断された120名が同日

一次検診を受診しましたそのうち14名に小

頭離断性骨軟骨炎(小頭OCD)が見つかりまし

た 14名は全員初期の状態でした早期発見

に検診は有効でした

野球検診の目的は予後の悪い小頭OCDを

早期に発見することです小頭OCDは初期

には症状が無いことが多いため病院を受診す

ることは少なく、症状が出現し病院を受診し

た際には進行期・末期になっており手術が必

要になることが多くなってしまいます

保存加療で治癒が見込める初期に発見する

ために検診をすることが非常に重要になりま

す

法で行い、今回で6年目となりました待合

室など院内のありとあらゆるモニターから選

手・保護者・指導者に野球肘の病態や治療法、

予防法などを理解してもらうための動画(石

田先生の肉声入のをエンドレスに放送して

いますまた、初年度から3倍近くなった人

数を短時間で効率よく検診するため、大田先

生はじめ整形事務の皆さんの工夫が随所に散

りぱめられていますさらに改良を加え質の

高い検診を行っていきたいと考えてぃます。

これだけの人数を一日で二次検診まで行っ

ているところは全国でも少なく、同門・医局

の先生方や、大学はじめ県内各病院のりハ

の先生方、健康スポーツナース、放射線技

師、学生、整形事務の皆さんといった、たく

さんの方々のおかげと本当に感謝しておりま

す検診にはマンバワ一が必要です一緒に

盛り上げてくださる先生方お待ちしておりま

すよろしくぉ願いいたします

石田康行

帖佐悦男

宮崎県少年野球検診は2010年より現行の方
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4年前の20Ⅱ年、屋久島への医局旅行を計

画しておりましたが、台風の影響で残念なが

ら中止となってしまいました。しかし、是非

とも屋久島へ行きたかった私はりべンジを果

たすべく旅行の幹事に立候補し、念願の屋久

島へ行って参りました

大型連休のシルバーウィーク(9月20日~

22田に2泊3日の日程で、参加者は帖佐教

授を筆頭に、医局員13名・研修医1名・病棟

看護師6名・家族(猪俣・比嘉・今里) 9名の

総勢29名でした。

初日は、大学から大型バスに乗車し、午前

9時に出発。途中、都城で猪俣ファミリーも

合流し、鹿児島港へ向かいました。行きのバ

スの中では大量に購入したアルコールも入り、

ちょっとした宴会の様相を呈しておりました。

シルバーウィーク中であったため、高速道路

は渋滞しており、途中のトイレ休憩もそこそ

こに船の出発時間ギリギリで港へ到着しまし

た。

鹿児島港から高速船トッピーに乗船し、屋

久島まで約2時間。トッピーは水中翼船の高

速船で、走行中はほとんど揺れることもなく、

昼食を摂った後は皆さん寝入ってしまい、バ

スの中とは打って変わって静まり返っており

2015年医局旅行in屋久島

宮崎大学医学部整形外科学教室池尻洋史

ました。

屋久島の宮之浦港に到着後は、貸し切りバ

スに乗車し、「屋久杉自然館へ向かいまし

た。ここでは、屋久島の産業や縄文杉(推定

樹齢2,170年周囲長16.4m)のレプリカなどが

展示してあったのですが、それよりも、ガイ

ドのお姉さんの胸が驚くほど大きく、男性陣

だけでなく女性陣の視線も釘付けでありまし

たその後、宿泊する屋久島いわさきホテ

ルに到着。各自ゆっくりと温泉を堪能し、

夜の宴会となりましたが、翌日は登山が控え

ており、朝も早いためあまり深酒することな

く、初日の宴会は早々に切り上げました

2日目は、今回の医局旅行のメインであ

る"縄文杉トレッキングツァー"に参加いたし

ました。小さな子供連れの猪俣・比嘉・今里

ファミリーは別行動を取り、レンタカーを借

りて島内観光を楽しんだ様子でした。

"縄文杉トレッキングツァー"の参加者は、

まだ夜明け前の4時半に貸し切りバスに乗車

しホテルを出発。約1時間かけて荒川登山口

に到着しました。ホテルに用意して頂いた朝

食を摂り、トイレなどを済ませた後、周囲が

薄明りになる6時頃に登山口を出発しました

屋久島は「1ケ月に35日雨が降る」と言われ
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るほど雨の多い島であるため雨天も覚悟して

おりましたが、皆さんの日頃の行いが良かっ

たためか奇跡的に1滴の雨も降らず最高の天

候でした

目的地の縄文杉までは往復約22km 約10時

間の行程であり、未経験の私にとっては多少

の不安も入り交じりながらの出発でした登

山口から大株歩道口の山小屋までの約8kmの

道程はトロッコ道をひたすら歩きました途

中渓谷にかかる桟橋を渡り、小杉谷集落跡な

どで小休憩を取りつつ約3時間の行程を楽し

みながら散策しました

ここまではトロッコ道で凸凹もなく、傾

斜も緩やかで歩きゃすかったのですが、大株

歩道口から縄文杉までは段差のある林道が続

、

勺、

イ〆
.、

き、手すりゃ岩場を手掛かりにしなけれぱ登

れない様な険しい山道に変わりました途

中、ウィルソン株などの名所を観光しながら

昼食休憩を摂り、片道約5時間で到着しまし

た肝心の縄文杉ですが、少し雛れた展望台

から眺めることしか出来ず、やっとここまで

来たのに触れることも出来ないのかと残念に

思いましたが、世界自然遺産登録以降入山者

が年間10万人を超えるとのことで、縄文杉保

護の観点から考えれば致し方ないと納得しま

した。10分程記念撮影などの観光を済ませる

と、すぐに帰路への出発です皆さん疲れて

はいましたが、途中、渓谷の流水に足を浸し

て疲れを癒し、帰りは下りだった為か思って

いたよりは楽な道程でしたしかし、日頃の
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運動不足のためか他のグループに次々と追い

越されてぃき、登山口に到着する頃には薄暗

くなっていました。季節的に一番人気のシー

ズンで、その上シルバーウィーク中というこ

ともあり、今年一番の入山者数であったそう

ですその為、休憩場所は多くの人でごった

返し、トイレには長い行列ができていました

このトレッキングツァーでのハプニングは、

帖佐教授が足を滑らせて2回も転倒したこと

です傾斜の強い山道でしたのでひとつ間違

えれぱ転落するところでした・・。山での

遭難はこういう機序で起こるのだろうと思い

ました。また、私事ですが往路で桟橋を渡る

際、防水カメラを渓谷に落とし、見失ってし

まいました。復路でガイドさんに見つけて頂

いたのですが、肝心の縄文杉をカメラに収め

る事が出来ず、破損していたため防水機能を

失ってしまい残念でした。そして、濱田先生

は日頃の運動不足から途中雜脱が危ぶまれま

したが、なんとか最後まで一緒に参加するこ

とが出来ました。ホテルに戻ると、風呂に入

る余裕もなく部屋で倒れ込んでしまった様で

すが、皆さんの説得でなんとか夕食会場に

這って来られておりました。

初日は宴会場でしたが、 2日目はホテルの

レストランでの夕食でした。トレッキングツ

アーの達成感や思、い出話で、初日よりもお酒

が進み皆さん大いに盛り上がっていました。

タ食後は、追加のお酒とつまみを現地調達し、

部屋飲みで再び盛り上がりました

最終日は、見晴らしの良いホテルの朝食会

場で食事を済ませ、9時半にホテルを出発し

ました。そして、ホテルから20分程度の場所

にある「大川の滝」と「千尋の滝」を観光し

ました。「大川の滝」は予想以上の壮大な滝

で、滝壺近くまで行くことができ、皆さん感

動して沢山の記念写真を撮影していました

「千尋の滝」も遠くからの眺めではありまし

たが、かなり大きな滝でした。その後、土産

屋さんで昼食を頂き、ショッピングを楽しみ、

帰路につきました。帰りの船やバスでは、

気に疲れが出た様で皆さん爆睡しておりまし

た。

今回の医局旅行は、肉体的には大変でした

が、皆でひとつの目標を目指して達成するこ

とによる充実感を得ることが出来、参加され

た皆さんの良い想い出になったのではないか

と感じております。色々と障壁があるとは思

いますが、個人的には医局旅行で富士山への

登山を狙っております計画が実現した際に

は、皆さん奮って御参加下さいます様お願い

申し上げます。
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Wザ"忙毛^"七支^"龍鵠^市鵠^,轍鵠^綿^市^

開院の御挨拶

平成27年3月末に医局を退局し、平成27年6

月に宮崎市清武町加納の戸田整形外科跡を改

装拡張して「かわはら整形外科りハビリテー

シヨンクリニック」を開業しました

平成8年に宮崎医科大学整形外科に入局

後、関連病院で臨床経験を積ませて頂き、そ

の後大学ではスポーツ・上肢グループに所属

し様々な症例を経験させて頂きましたまた

平成18年から大学院に入学し動作分析で学位

を取得し、平成22年からは医学教育改革推進

センターにも所属し学生教育に携わることが

出来ました医師として臨床、研究、教育を

万遍なく経験する事が出来幸せな医局員時代

を送ることができました。医師として患者と

より近い距離で仕事がしたい希望が以前から

ありましたので最終的に開業を選択し今日に

至っております。これまで田島名誉教授を始

め帖佐教授、元医学教育改革推進センター林

教授、同門の諸先輩方、医局員の皆様、大学

の事務の方々には大変お世話になりました

この場を借りて御礼を申し上げます

当院のキャッチフレーズは「安・近・短」です

どこかで聞いた事あるフレーズですが、安は

安心・安全、近は地元に根差した親近感のあ

る医療、短は治療により早期に回復し、また

かわはら整形外科りハビリテーシ"ンクリニ汐河原勝博

電子カルテやクラークの配置により効率的に

診療を行い待ち時問か少ないように心掛けて

います処方薬も戸田先生の時代から引き続

き院内処方を行っておりますまた、勤務時

代からりハビリテーションの必要性を痛感し

ておりましたので、改装時にりハ室を拡張し

運動器を中心とした理学療法を行ってぃます

学生や働いている方がりハビリしゃすいよう

に毎週水曜日は20時まで診療としました理

学療法士は当初2名でスタートしましたが4月

からは4名体制にしてさらにりハビリが行い

やすいようにしました

原稿の書いている28年4月で開業して10ケ

月経過しました勤務医時代、開業はいいも

のだと思っていましたが、実際してみるとか

なり違っていました医者の仕事は半分程度

でその他は労務、財務、雑用などすべて自分

でしなければなりませんこれがすべて思う

ように運びません幸い妻が事務長兼看護師

としてサポートしてもらっていますので助

かっておりますまた、1人で診療してぃる

と不安感がいつもあります緊急症例、日々

の診療で分からないことなどは医局の先輩や

後輩の先生方に助けてもらって何とかやって

おりますまた、加納地区や清武町内の先生
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とも連携を取りながら患者さんを診ておりま

す。

生活ではこれまで月の半分近くは当直や学

会等で家を空けていましたが今では毎日家に

帰ります。妻が会計を担当していますので私

より家に帰るのが遅くなることがあり、その

後家事をしています。その姿をみて私も家事

を手伝うようになりました。元々早寝早起き

の私は平日毎朝6時前に起きて朝食とお弁当

作りをしておりますいつもワイルドなお弁

当に中学生の次男には好評?です。これまで

趣味程度に週末料理はしていましたが毎日に

なるとかなり大変で主婦の大変さが身にしみ

ましたまた、医院のある加納地区は私の大

好きなラーメンの激戦区です。大学入学時か

ら何度も通った風来軒の本店を始め、この1

年でも2件がオープンしています。開院して

からの外食は加納地区で食べることが多くな

り、おのずとラーメンの比率が上がりました

ので体重がちょっぴり?増えているのが現在

の悩みです。

開業していろいろありますが、日々の診療

で患者さんが日々良くなる姿を見ることやう

れしい言葉を直接言ってもらえることが開業

医の良いところです。今後もこの喜びを毎日

感じられるように日々精進して行きたいと思

います。

最後になりますが、同門の先生方には今後

もお世話になることが多くなると思います

宜しくお願いいたします
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賛助会員入会ごあいさつ

初めまして昨年度より宮崎大学医学部整形外科学教室同門会に賛助会員として入会さ

せて頂きました医療法人養気会池井病院整形外科の田原徳人です

出身大学は富山大学(旧富山医科薬科大学)です平成14年卒で、卒業と同時に同大学

整形外科医局に入局し、大学病院を含め富山県内の病院を回り経験を積んで参りました

実家は小林市にあり幼少~高校まで小林市で育ちました平成22年より地元小林市に戻っ

て来ることとなり、当初は同じ市内の押領司病院で勤務させて頂いておりました昨年度

より池井病院で整形外科診療にあたらせて頂いております

大学時代までは陸上部に所属していましたその後は運動から遠ざかってぃましたが、

40代になり再度なまった体を立て直そうと昨年度から宮崎マスターズ陸上競技連盟に選手

登録し、記録を目指し短距離走を走ってぃます

池井病院

田 原徳人

高齢化がより一層進んでいる西諸地域で勤務していますが、日々の診療も高齢の方々が

中心となっていますこれからの地域医療のために何か力になれればと思い、来年29年度

に立ち上がる西諸地域の包括ケアシステムに関し、現在西諸地域在宅医療介護連携推進

協議会の専門部会に参加し部会長を務めさせて頂いております。また、当院の診療体制と

しては手術加療等限界もあり、これまでも同門会の先生方には様々な面で紹介の受け入れ

を頂き感謝申し上げます恐縮ながらこれからも御協力を頂くことが多いと存じますが、

こちらからの紹介で手術加療等頂いた患者様はもちろん、周辺地域の患者様で術後亜急性

期あるいは保存的加療でも退院までの入院加療が必要な方がいらっしゃれば、御連絡頂け

れば可能な限り対応致します

若輩者でございますが、地域医療・宮崎県の医療に役立てればと思い日々診療を行って

います同門会の皆様方これからも御指導・御鞭捷の程何卒宜しくぉ願い申し上げます



新入会員自己紹介征会員)

初めまして。

2年間、県立宮崎病院で研修しておりました。野球、ウィ

です。まだまだ知らないことだらけですが、一早く先生方、

きるよう精進して参りますので、よろしくぉ願い致します

名則

生年月日

出身高校

出身大学

:川越秀

:1988年6月13日

志學館高等部

:鹿児島大学

本年度よりお世話になることとなりました。

県立日南病院で2年間研修をし、整形外科に興味を持っようになり、入局させて頂き

ました未熟者ではありますが、精杯頑張っていきますので、ご指導の程宜しくぉ願

い致します

ンドサーフィンの経験あり

スタッフの方にお力添えで

名則

生年月日

出身高校

出身大学

:北島潤弥

:1981年3月17日

宮崎西高等学校

:宮崎大学
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新入局員の吉留と申します

学生時代はラグビー部でマネージャーをしており、整形外科の先生方には大変お世話

になりましたその宮崎で、整形外科医としての第一歩を踏み出せたことを、とても嬉

しく思っています今は色々な分野にハ味を持って幅広く学んでぃきたいと思ってぃま

すので、今後ともご指導宜しくぉ願い致します

名則

生年月日

出身高校

出身大学

.^・

.^ 留 綾

:1989年3月20日

志學館高等部

:宮崎大学
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平成28年度総会

1.平成27年度(H26.10/1~H279/30)業報告

平成28年度宮崎大学医学部整形外科学教室

同門会総会議事報告

平成27年11月28日(土)16:30~17:30

(1)会員状況(平成27年9月24日現在)

正会員:165名、賛助会員:47名

(2)入会・退会

正会員入会

賛助会員入会

正会員退会

結婚

開業

黒木洋美

戸田雅

三股奈津子

田原徳人

小牧ゆか

森田雄大

山本惠太郎

河原勝博

(3)事業報告

H26年10月30日(木)

11月10日明)

11月23日田)

11月29日(土)

先生(平成27年4月1日付)

先生(平成27年4月1日付)

先生(平成27年4月1日付)

先生(平成27年9月24日付)

先生(平成27年9月30日付)

先生(平成27年5月16日)

先生(平成27年2月23助

先生(平成27年6月4日)

宮崎観光ホテル

12月8日田)

H26年12月

H27年4月4日(士)

7月末

第1回役員会(年度始め)「ホテルメリージュ」

第2回役員会「ホテルメリージュ」

第17回同門会テニス大会(優勝:渡部正一先生)

第3回役員会・総会・講演会

第10回同門会マージャン大会(優勝:松山順太郎先生)

第23回同門会ゴルフ大会(優勝:江夏剛先生)

同門会名簿・会則発行

第4回役員会、新入生歓迎会宮崎観光ホテル」

第26号同門会誌発行

(4)教室支援

日吉

(5)会計報告

平成26年度決算は監査報告があり総会にて承認、された

(留学、学会等)

先生
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2.平成28年度(H27.10/1~H289/30)業計画.予算

(1)平成28年度の予算案は総会値271128)にて承認された

(2)役員会開催第1回役員会(平成27年10月15日、ホテルメリージュ)

第2回役員会(平成27年11月28日、宮崎観光ホテル)

第3回役員会(平成28年4月16日、宮崎観光ホテル)

第4回役員会(平成28年9月頃予定、ホテルメリージュ)

( 3 )講演会:H27.11 28

講演1 整形外科領域における体外衝撃波治療にっいて

かわはら整形外科りハビリテーションクリニック院長河原

講演Ⅱ臨床筋電図検査による整形外科疾患、の電気診断

押川整形外科ぺインクリニック副院長中村

(4)奨励賞(第10回): H27.11.28受賞

中村嘉宏先生救急、医療への貢献と積極的な学会活動

*授賞式および講演は平成28年4月16日の新入医局員歓迎会で実施

(5)親睦行事:平成27年11月23日(祝):第18回同門会テニス大会

平成27年11月28日(土):第11回同門会マージャン大会

平成27年H月29日田):第24回同門会ゴルフ大会

(6)同門会会則名簿発行:平成27年12月

(フ)同門会誌第27号発行(平成28年5月)

*テーマ木村千仭先生との思い出」

8)新入医局員歓迎会(第3回役員会): H28.4/16 (宮崎観光ホテル)

9)教室支援(留学・学会・研究助成など):日整会野球大会、日整会サッカー大会

研究助成

勝博先生

3.その他

誠司先生

平成28年度(H27.10 1~H28.9/30)

同門会総会予定: H28.11.26 (士
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◆著

D Hip Joint pain Guide Book イラストで見る股関節疾患

帖佐悦男

第一三共株式会社,2014,2

2)股関節の手術的脱臼法 Advanced surgicalski11S

帖イ左'悦男

メディカ出版,2014,4

教室同門の研究業績
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◆原

D Two siblings with neuropathic scoliosis caused by chiari malfotmation type l with
Syrin宮omyelia.

著

2) Mana宮ement of atlantoaxial instability

Vlewpolnts

Kuroki H,1nomata N, Hamanaka H, Higa

Journal of orthopaedic science,20(3)

3)注射針にともなう内側前腕皮神経損傷の1例一解剖学的検討

高見博昭,三浦真弘,麻生邦一

臨床解剖研究会言己録,14: P38-39,2014,2

Kuroki Hiroshi

JSM Neurosurgey and spine,2(D

4)ロコモ対策

防が必要か

Surgical strategy based on biomechanical

K, chosa E,

: P579-583,

学童期からの取り組みなぜ子供の頃からロコモティブシンドローム(ロコモ)予

5)膝外側円板状半月形態および断裂形熊と術式の関連性、年代別発症機転の特徴

山口奈美,山本惠太郎,石田康行,田島卓也,帖佐悦男

JOSI(AS,39(D : P234-235,2014,3

Tajima N.

2014,1

帖佐悦男

Japanese JOUI'nal of Rehabilitation Medicine,51(2)

PI008,2014,1

田肩関節鏡術後のクライオセラピーに用いた冷却具固定用バンドの有用性

内田倫子,奥村まり子,藤浦まなみ,石田康行,帖佐悦男

南九州看護研究誌,12(D : PI-10,2014,3

ハムストリング健を用いた2重束ACL再建術後の膝固定期間の相違と骨孔拡大の関係

田島卓也,石田康行,山口奈美,帖佐悦男,山本惠太郎

JOSI(AS,39(D : P170-171,2014,3

P113 119,2014,2
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8)宮崎県における関節りウマチに対する生物学的製剤の使用実態調査~第2報~

梅北邦彦,濱田浩朗,岡山昭彦,日高利彦,甲斐睦章,上田章,税所幸一郎

村井幸一,大平卓,松山幹太郎,坂田師通,佐々木隆,岡本将幸,安藤徹,

秋元正樹,首藤敏秀,黒沢治,田中弦一,松本英裕,吉永一春,谷口博信,

福田健二,川野啓一郎,木屋博昭,市原正彬,谷畠満,佐保修二,宮本義明,

帖佐悦男,宮崎県関節りウマチ生物学的製剤研究会

宮崎県医師会医学会誌,38: P26-33,2014,3

9)大腿骨転子部・転子下骨折術後骨頭壊死をきたした4例

小島岳史、柏木輝行、帖佐悦男

骨折,36(2): P430-435,2014,3

1の前十字靭帯不全膝における半月縫合術の成績

森田雄大,河原勝博,田島卓也,山口奈美,矢里刊告明,石田康行,

大田智美,中村志保子,大塚記史,帖佐悦男

整形外科と災害外科,63(2): P2印一262,2014,3

ID pseudoaneurysm as a complication of shoulder al'throscopy

Ishida Y*, chosa E, Taniguchi N

Knee surg sports TI'aumatol Atthrosc,23(5)

12)ラグビー選手における頚椎退行変性の予防頚部体幹コアトレーニング導入の効果

田島卓也,帖佐悦男,河原勝博,山口奈美,中村嘉宏

J即anese Journal of oRTHOPAEDIC SPORTS MEDICINE,34(D : P80-84,2014,3

13)ロコモ予防のために学童期からできること子どもからのロコモ予防の重要性運動器検診を通して

山口奈美,山本惠太郎,河原勝博,石田康行,田島卓也,帖佐悦男

日本臨床スポーツ医学会誌,22(2): P250 253,2014,4

14)子どもからのロコモ予防の重要性一運動器検診を通してー

山口奈美,山本惠太郎,河原勝博,石田康行,田島卓也,帖イ左悦男

日本臨床スポーツ医学会誌,22(2): P250-253,2014,4

15)発育期のスポーツ障害整形外科系

帖佐悦男

日医雑誌,143(2)

P1549-1551,2014,3

5P279-282,2014,
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16) SUTface-holdin宮 repaiT: an original arthroscopic rotator cuff repair technique

Taniguchi N, suenaga N, oizumi N, Miyoshi N, Araki N, chosa E.

Journal of shoulder and Elbow surgery,23(5): P620 627,2014,

少年野球検診におけるフィードバック方法の改良過去の反省から

石田康行,帖イ奈悦男,河原勝博,長澤誠

日本整形外科スポーツ医学会雑誌,34(2): P211-214,2014,

18)後上方型健板断裂に対する鏡視下手術

石田康行,帖佐悦男

Monthly Book otthopaedics,27(5): P21-27,2014,5

19) Load-tTansfeT ana]ysis after insertion of cementless anatomical femoral stem Uslng

Pre- and post-opetative cT images based patient-speciaC 丘nite element analysis.

Yamako G, chosa E, zhao x, Totoribe K, watanabe s, sakamoto T, Nakan

Medical Engineerin宮& physics,36(6): P694-700,2014,6

2の Osacromialeをイ半った健板断裂に対する鏡視下燧板修復, os acromiale切除術

石田康行,帖佐悦男,谷口昇,田島卓也,山口奈美,大田智美,

JOSI(AS,39(3): P564-568,2014,6

21) protective Effect of the HLA-D賠1*13:02 A11ele in Japanese Rheumtoid Arthtitis patients

Oka s, Furukawa H, Kawasaki A, shimada K, sugii s, Hashimoto A,

Komiya A, Fukui N,1to s, Nakamura T, saisho K, Katayama M,

Tsunoda s,sano H, Migita K, suda A, Nagaoka s, Tsuchiya N, Tohma s.

PLOS ONE,9(6),2014,6

5

22)春シーズンに開催されたラグビー競技会で発生した熱中症の2例

山口洋一朗,山口奈美,田島卓也,帖佐悦男

九小1'1・山ロスポーツ医・科学研究会誌,26: PI00-102,

5

23)足底健膜炎

河原勝博,帖佐悦男

臨床スポーツ医学,31(フ)

中村志保子

P623-627,2014,フ

2014,フ
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24) venous thromboembolism after total joint arthroplasty: resu]ts from a Japanese

multicenter cohort study

Kiyoshi Migita, seiji Bito, Mashio Nakamura, shigeki Miyeta, MaS3nobu

Seito, Hirosi Kakizaki, Yuichiro Nakayama, TomohiTO Matsushita,1tatu

Furuichi, Yoshihiro sasazaki, Takaaki Tanaka, Mamoru Yoshida, Hironor

Kaneko,1Sao Abe, Takatomo Mine, Kazuhiko lhara, shigeyuki Kutatsu,

Koichiro saisho,Hisaaki Miyahara, Tateki segata, Yasuaki Nakagawa,

Masataka Kamei, Takafumi Torigoshi and satoru Motokawa

Arthritis Rese紅Ch & Therapy,16(4),2014,フ

25)当院における人工股関節置換術の検討

柏木輝行,矢野良英,花堂祥治,

宮崎県医師会医学会誌,38(2)

26)ランニング障害とその対策:股関節

田島卓也,帖佐悦男

臨床スポーツ医学,31(9)

27)動作解析装置を用いた運動機能診断

河原勝博,帖佐悦男

関節外科,33aの: P14-19,2014,9

28) Bone marrow stimulation at the footprint of arthroscopic surface-holding repair

advances cuff repair integl'ity.

Taniguchi N, suenaga N, oizumi N, Miyoshi N, Yama宮Uchi H,1noue K,

Chosa E.

JOUTnal of shoulder and Elbow surgery,24(6): P860-866,2014,9

小島岳史,帖佐悦男

P69-72,2014,9

29)地域密着の介護予防支援活動の戦略ーロコモコール(厚労省班研究)を中心にー

帖佐悦男,中村耕二,藤野圭司,安村誠司,高岸憲二,遠藤直人,石田健司,

石橋英明,千田益生,島田洋一,阿久根徹

日本整形外手斗学会雑誌,88(10): P743-749,2014,10

9P884-889,2014,

30) Quadrilatetalspaceへの骨較が原因と考えられた肩甲骨体部骨折後遺残痛の一例

大塚記史,石田康行,矢野浩明,谷口昇,大田智美,中村志保子,帖佐悦男

肩関節,38(2): P496-498,2014,10
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3D 在宅ロコモ対策支援(ロコモコーノレ)の意義と効果

帖佐悦男,中村耕三,藤野圭司,安村誠司,高岸憲二,石田健司,遠藤直人,

石橋英明,千田益生,島田洋一,阿久根徹

整形・災害外科,57(1D : P1433-1439,2014,10

32)【少年野球における肘障害の予防】野球肘障害を理解する上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の治療
保存療法、手術療法

石田康行、帖佐悦男

関節外科,33aD : P1159-1163,2014,10

【少年野球における肘障害の予防】予防活動の実際宮崎県での取り組み33)

診反省からの改良

長澤誠、石田康行、帖イ左悦男

関節外科,33(1D : P1206-1211,2014,10

34)骨盤・股関節・大腿部のスポーツ障害

帖佐悦男

Bone Joint Netve,4(4)

35)カヤツク動作におけるパドリング時の骨盤動作解析

宮崎茂明,帖佐悦男,川末紀功仁,鳥取部光司,

臨床バイオメカニクス,35: P297-302,2014,

36)腰痛・膝痛のりハビリテーション

帖佐悦男

臨床と研究,91(11)

37)肩関節

P633-640,2014,10

宮崎県少年野球検

38)運動療法.物理療法,作業療法

鳥取部光司,

Monthy Book

石田康行,宮崎茂明,帖佐悦男

Monthy Book Medical Rehabilitation,

P1460-1464,2014,11

石田康行,河原勝博

10

帖佐悦男,宮崎茂明,中武潤

Medical RehabiHtation,176: P13-17,2014,

176 P87-95,2014,11
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39) 【運動器疾患りハビリテーション実践マニュアノレ】りハビリテーション実践部位別

石田康行、宮崎茂明、帖佐悦男

Monthly Book Medica] Rehabilitation,176: P87-95,2014,11

40)上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の治療一保存療法,手術療法

石田康行,帖イ左悦男

関節外科,33(1D : P39-43,2014,11

41)宮崎県での取り組み一宮崎県少年野球検診反省からの改良一

長澤誠,石田康行,帖佐悦男

関節外科,33(1D : P86-91,2014, H

42) comprehensive safety Manegement and Assessment at Rugby Footba11 Competitions.

Tajima T, chosa E, Kawahara K, Nakamura Y, Yoshikawa D, Yemaguchi N,

Kashiwagi T.

International Journal of sports medicine,35: PI012-1016,2014,12

43) 1n-vitro biomechanical evaluation of stress shielding and initial st3bility of a low-

modulus hip stem made of β type Ti-33.6Nb-4Sn a110y.

Yamako G, chosa E, Totoribe K, Hanada s, Masahashi N, Yamada N,1toi E.

44)検診で発見された上腕骨小頭籬断性骨軟骨炎の特徴

石田康行,帖佐悦男,矢野浩明,山口奈美,大田智美,

日本肘関節学会雑誌,21(2): P17フ-180,2014,12

肩関節

Medical Engineering & physics,36(12): P1665-1671,2014,12

45) prospective comparisons of Femoral Tunnel Enlargement with 3 Different postoperative

1脚nobilization periods After Double-Bundle Anterior cruciate Li宮3ment Reconstruction

With Hamstring Grafts.

Tajima T, chosa E, KaW3hara K, Yama宮Uchi N.

Arthroscopy,31(4): P651-658,2014,12

中村志保子
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◆

D 第8回

説

ロコモティブシンドローム地域への働きかけ

帖佐悦男

整形外科,65(D : P69-73,2014,1

2) C0肌entary on special issue -minima11y invasive spine surgery
Kuroki Hiroshi

J0吐nal of spine,3(1),2014,1

3)帯状萢疹の運動麻矩にっいて

濱中秀昭,

日州医事,

4)コンタクトスポーツにおける外傷・障害の画像診断

田島卓也,帖佐悦男

関節外科,33(3): P26-33,2014,

5)総論

帖佐悦男

(フ74): P82-83,

【ブラツシュアップ!関節鏡視下手術テクニック】上肢後上方型腔板断裂に対する鏡視下手術
石田康行、帖佐悦男

Monthly Book orthopaedics,27(5): P21-27,2014,5

帖佐悦男

関節外科,33(4)

2014,2

フ) 心、「、 なぜロコモティブシンドローム(ロコモ)なのか?

帖佐悦男

日州医事,(フフフ): P60-61,2014,5

8)変形性膝関節症の早期発見・治療とロコモティブシンドロームの予防

帖佐悦男

変形性膝関節症の運動療法ガイド保存的治療から術後りハまで, P212-213,
2014,5

3

P6-9,2014,4

9)基本の「き」から学ぽう患者さんに話せるスポーツ障害

濱中秀昭,帖佐悦男

整形外科看護,19(5): P97-99,2014,

第9回腰椎椎間板へルニア
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1のロコモ検診と予防一地域での取り組みー

帖イ左悦男

Medical check-UP 3nd prevention of Locomotive syndrome

Approach in the Local c0血Unity,10(3): P49-54,2014,

Ⅱ)地方におけるロコモ啓発活動

帖佐悦男

Bone Joint Nerve,4(3)

12)骨の形成・機能保持に関与する新規遺伝子の機能解析

関本朝久,帖佐悦男,荒木正健,山村研一

公益財団法人中冨健康科学振興財団第25回研究助成業績集,25:PI-6,

2014,9

13)止血法

14) C0血entary on syrin三omyelia secondary to cervical spondylosis: case report and review

Of literature

7P121 126,2014,

帖佐悦男

健康教室,65aD

-1ntegrated

6

15)基本の「き」から学ぼう患者さんに話せるスポーツ障害

河原勝博,帖イ左悦男

整形外科看護,19(11): P75-フフ,2014,

Kutoki

Journal

P13-15,2014,9

16)股関節インピンジメント(FAD を考える

遠藤直人,帖佐悦男,杉山肇

Ortho c0血Unity,52,2014,12

Hiroshi

Of Neurosciences in Rural practice,5(SUPP I),2014,11

17)学会を聞く 第26回日本運動器科学会

帖佐悦男

整形外科,65(13): P1406-1408,2014,12

第15回足底健膜炎

Ⅱ
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18)成長期のスポーツ障害予防(全国規模の少年野球検診)

ビう」プロジェクトー

帖佐悦男

関節外科,33(12): P40-44,201

「子どもに笑顔を!野球障害を防
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◆学会報告

1)三次元歩行分析装置を用いた先天性内反足手術症例の中長期的評価

門内郎,柳園賜郎,川野彰裕,渡邊信二,帖イ左悦男

第30回九州小児整形外科集談会,2014,1,福岡

2)足関節機能指数の使用経験

柳園賜一郎,門内一郎,川野彰裕,渡邊信二,帖佐悦男

第30回九州小児整形外科集談会,2014,1,福岡

3)少年野球検診で発見された上腕骨小頭障害の特徴

石田康行、帖イ左悦男、矢野浩明、

第35回九州手外科研究会,2014,

4)検診で発見された上腕骨小頭障害の特徴

石田康行、帖イ左,悦男、矢野浩明、大田智美、中村志保子、長澤誠

第35回九州手外科研究会,2014,2,宮崎

5)両手指DIP関節およびPIP関節に徐々に骨溶解性変化を木す症例

高見博昭,麻生邦一,内田和宏

第35回九州手外科研究会,2014,2,宮崎

田後期高齢者の修復不能な健板広範囲断裂に対する小径骨頭を用いた人工骨頭置換術と腔板再建術

谷口昇,末永直樹,三好直樹,大泉尚美,石田康行,帖佐悦男

第44回日本人工関節学会,2014,2,沖縄

谷口昇、大田智美、中村志保子、

2,呂崎

フ)少年野球検診で発見された上腕骨小頭障害の特徴

石田康行,帖佐悦男,矢野浩明,谷口昇,山口奈美,大田智美,中村志保子,

長澤誠

第26回日本肘関節学会,2014,2,東京

8)子どもに笑顔を!一野球傷害を防ごう

帖佐悦男

第26回日本肘関節学会,2014,2,東京

9)外脛骨障害術後に後脛骨筋脱臼を呈した一例

渡邊信二,岡村龍,帖佐悦男

第1回九州足の外科研究会,2014,3,福岡
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10)スクワット動作における振動刺激が下肢筋活動に与える影響

屋嘉部愛子,宮崎茂明,渡辺将成,帖イ左悦男,

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,

宮崎県の高次脳機能障害支援の現状と二ーズ

永田真哉,中武潤,帖佐悦男,鳥取部光司

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

12)軟口蓋挙上装置により鼻咽腔閉鎖機能不全の改善を認めた一例

木本七絵,金岡敦,帖佐悦男,鳥取部光司,笠井新一郎,永圖順子

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

13)腰部減圧治療器「プロテックにっいて一急性腰痛患者に対する効果の検討

竹之下大樹,尾崎勝博,原田昭彦,落合錠,田島直也

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

14)上腕骨近位端骨折人口骨頭挿入術例におけるアプローチ

中川聖,仮上透,今村奈那,玉田有希,

第36回宮崎りハビリテーション研究会,

鳥取部光司

3,呂崎

15)入院中のTI(A・T1仏術後患者の経時的ストレスの変動にっいて

上村幸,仲程太一,塩崎猛,塩崎静香,柏木輝行,竜田庸平

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

16)院内感染を防ぐための当院での取り組み

安原一恵,浪平辰州,増田寛,大塚記史

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

17)誤嘩性肺炎患者の栄養管理についての検討

谷口江美,江藤一生,浪平辰州

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

~実用性の向上を目指して~

安藤徹,桐谷力

2014,3,宮崎

18)大腿骨近位部骨折術後症例の術後栄養状態に関する調査検討

尾崎純也,那須優一,浪平辰州,増田寛,大塚記史

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎



19)介護予防事業における身体機能・ADLと栄養の関係について

迫田勇一郎,満安隆之,砂川一馬,茂利久嗣,圓福陽介,蓑原勝哉,

前原孝政,植村郁,渡辺一徹,里チ海渉,小牧亘

第36回宮崎りハビリテーション研究会,2014,3,宮崎

20)我国におけるスポーツー歴史と展望

田島直也

第50回宮崎県スポーツ学会,2014,3,宮崎

2D 若年性特発性関節炎(JIA)における関節エコー所見

濱田浩朗,帖佐悦男,税所幸一郎,吉川教惠

第47回九艸1リウマチ学会,2014,3,長崎

22) sur宮ical treatments for

Hiroshi

23) surgical treatment for cervical myelopathy in patients with athetoid cerebral palsy

Kuroki H, Hamanaka H,1nomata N, Higa K, chosa E

The 4th cervical Reseatch society - Asia paci五C section,2014,4, vietnam

Chosa

5th Annual Meeting of cervical spine Research society Asia paci6C

Section,2014,4, vietnm

Cervical mye]opathy in P3tients with 3thetoid cerebral palsy

Kuroki, Hideaki Hamanaka, Naoki lnomata, Kiyoshi Hi宮a, Etsuo

24)日常診療に必要なスポーツ外傷・障害の知識

帖佐悦男

第脇回多摩整形外科医会,2014,4,東京

25)特発性側弩症に対する装具療法の治療経過を左右する因子に関する検討

黒木浩史,猪俣尚規,濱中秀昭,比嘉聖,帖佐悦男,田島直也

第43回日本脊椎脊髄病学会学術集会,2014,4,京都

26)関節りウマチ患者における顎骨壊死(osteonecrosis of the jaw:ON)およびビスホスホネート関

連顎骨壊死(Bisphosphonate-Telated osteonecrosis of the jaw:BRONJ)の疫学的検討(第2報)

-NinJaデータベースよりー

川上美里、杉山隆夫、金子敦史、片山雅夫、津谷寛、税所幸一郎、西里チ仁樹、

藤間重人

第58回日本りウマチ学会総会・学術集会,2014,4,東京
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27)私の肩・肘閔節における手術適応

石田康行

延岡医学会・第46回宮崎県北地区整形外科医会学郁藷蒜演会,2014,4,宮崎

28)当科における関節りウマチ頚椎病変の手術成績

濱中秀昭,黒木浩史,猪俣尚規,比嘉聖,宮元修子,大塚記史,帖佐悦男

第釘回日本整形外科学会学術総会,2014,5,兵庫

29)可変型遺伝子トラップ法を用いた骨軟骨疾患、に関与する新規遺伝子群のスクリーニング

関本朝久,黒木修司,舩元太郎,大田智美,中村志保子,濱田浩朗,

山村研一,中原舞,荒木喜美,荒木正健,帖佐悦男

第87回日本整形外科学会学術総会,2014,5,兵庫

30)保温素材を用いた手関節サポーターの使用経験

濱田浩朗,帖佐悦男,鳥取部光司

第51回日本りハビリテーション医学会学術集会,2014,6,愛知

下腿切断者の階段昇降動作における力学的検討

鳥取部光司,帖佐悦男,濱田浩朗,小牧ゆか,坂本武郎,河原勝博,

柳園賜一郎,川野彰裕

第51回日本りハビリテーション医学会学術集会,2014,6,愛知

32)不安定型胸腰椎骨折に対する経皮的後方固定術の小経験

永井琢哉,比嘉聖,猪俣尚規,濱中秀昭,黒木浩史,帖佐悦男

第81回西日本脊椎研究会,2014,6,岡山

33)多発性硬化症(MS)を合併した頚髄症に手術療法を施行した1例

濱中秀昭,猪俣尚規,比嘉聖,永井琢哉,帖佐悦男

第127回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,6,福岡

34)寛骨臼球状骨折術(SAの後THAの治療経験にっいて

川野啓介,φ占イ左悦男,坂本武郎,濱田浩朗,池尻洋史,中村嘉宏,舩元太郎

岡村龍,日吉優,渡邊信二

第127回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,6,福岡

35)豆状骨脱臼を合併した桃骨遠位端骨折の1例

小牧亘,濱田浩朗,矢里H告明,永井琢哉,帖佐悦男

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎
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36)上腕骨脱臼骨折(3-part)に対して、プレート固定が選択された一例

谷口昇,矢里H告明,石田康行,田島卓也,山口奈美,

齊藤由希子,帖佐悦男

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

37)骨傷を伴わない遠位燒尺関節掌側脱臼の1例

川添浩史,深野木快士

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

38)セメントレス櫻状テーパー型ステムを用いた人工骨頭置換術の短期治療成績

増田寛,浪平辰州,大塚記史

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

大転子骨折の診断、治療にっいて~「大転子骨折は保存療法、大腿骨転子部不顕性骨折は手39)

術」との考えに一石を投じる~

三橋龍馬,森治樹,梅崎哲矢,李徳哲

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

卯)人工膝関節置換術後の大腿骨穎上骨折の治療経験

柏木輝行,矢野良英,花堂祥治,福島克彦

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

中村志保子,平川雄介,

当院における上腕骨近位端骨折の治療経験

大倉俊之,松岡知己,福田一

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

42)当科での上腕骨近位端骨折の手術治療

森田雄大,栗原典近,市原久史,公文崇詞,河野雅充

第68回宮崎整形外科懇話会,2014,6,宮崎

43)当院での上腕骨近位端骨折の治療成績の検討

李徳哲,森治樹,三橋龍馬,

第68回宮崎整形外科懇話会,

44)当院における下腿開放骨折の治療戦力

日吉優,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,池尻洋史,中村嘉宏,舩元太郎,

岡村龍,川野啓介

第18回日本救急医学会九州地方会,2014,6,福岡

手術,早期運動保存療法を比較一

梅崎哲矢

2014,6,呂崎
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45)当院における下腿開放骨折の治療

日吉優,帖佐悦男,池尻洋史,中村嘉宏,川野啓介

第40回日本骨折治療学会,2014,6,熊本

46)大腿骨近位部骨折に大腿骨遠位横止めステム(MX-200のを用いた治療経験

中村嘉宏,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,池尻洋史,舩元太郎,岡村龍,

日吉優,川野啓介

第40回日本骨折治療学会,2014,6,熊本

47)大腿骨転子部骨折に対する120゜γネイルの使用経験

小島岳史、柏木輝行

第40回日本骨折治療学会,2014,6,熊本

48)野球選手のコンディショニング

石田康行

第17回北九州スホーツリハビリテーション研究会,2014,フ,福岡

49)骨盤・股関節・大腿部のスホーツ外傷と障害一画像診断のコッと落とし穴を含め

帖佐悦男

第13回北海道整形外科教育フォーラム,2014,フ,北海道

5の FU11thTead anchorを用いたSutur. bridge法後のアンカー孔の検討

石田康行,谷口昇,河原勝博,田島卓也,山口奈美,大田智美,中村志保子,

帖佐悦男

第6回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,2014,フ,広島

距骨滑車骨軟骨損傷に対する治療経験

山口奈美,田島卓也,石田康行,帖佐悦男,山本惠太郎

第6回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,2014,フ,広島

52)鏡視下Surface-holding法施行後の再断裂症例に対する経時的変化の検討

谷口昇,末永直樹,吉岡千佳,大泉尚美,石田康行,帖佐悦男

第6回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,2014,フ,広島

53)膝関節開放性脱臼骨折に伴う複合靱帯損傷再建を行った一例

横江琢示,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,濱田浩朗,池尻洋史,中村嘉宏,

舩元太郎,岡村龍,日吉優,川野啓介

第44回宮崎救急医学会,2014,8,宮崎
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54)結晶性関節炎のエコー所見と関節鏡所見

濱田浩朗,帖佐悦男,税所幸一郎,吉川教恵

第48回九州りウマチ学会,2014,9,福岡

ウマチの1例55)後頭部皮下腫癌を契機に発見された、橋本病、自己免疫性肝炎合併の関節リ

吉川教恵、税所幸一郎、菅田耕、帖佐悦男、濱田浩朗

第48回九州りウマチ学会,2014,9,福岡

56)骨粗懸症治療の最近の動向一新しい治療薬とりエゾンサービスー

渡邊信二

南那珂生涯教育医学会,2014,9,宮崎

57)少年野球検診で発見された上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の経過

石田康行,帖佐悦男,河原勝博,山口奈美,大田智美,中村志保子,長澤誠

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

58)宮崎県における2014春季キャンプに対するメディカルサポートキャンプ地の総合的メディカ

ルサポート体制整備確立にむけて

田島卓也,帖イ左悦男,石田康行,河原勝博,山口奈美,日吉優,永井琢哉,

園田典生,松岡知己,山本惠太郎,井上篤,小島岳史,樋口潤一

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

5の宮崎県下ラグビー競技における「デリバリードクターの取り組み

中村嘉宏,帖伽悦男,田島卓也,吉川大輔,比嘉聖

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

60)当科でのスポーツ選手に対する体外衝撃波治療について

今里浩之,帖佐悦男,河原勝博,田島卓也,山口奈美

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

高校空手選手に対するメディカルチェックに参加して

齊藤由希子,帖イ左悦男,田島卓也,河原勝博,黒木修司,山口奈美,

中村志保子

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

62)実業団柔道チームメディカルチェックの現状と課題

平川雄介,河原勝博,田島卓也,山口奈美,黒木修司,帖佐悦男

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京
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63)サッカーのキック動作に関する動作解析

横江琢木,日吉優,永井琢哉,田島卓也,河原勝博,山口奈美,黒木修司,
帖佐悦男

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東京

64)ビデオ映像を用いた懸垂動作の解析(第2報)

尾関伸也,帖佐悦男,河原勝博,田島卓也

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,

65)本院の大腿骨近位部骨折治療の現状一亜急性期病棟を要する病院の役割と問題点

野海渉,満安隆之,砂川一馬,前原孝政,蓑原勝哉,圓福陽介, 茂利久嗣,

渡辺一徹,迫田勇一郎,小牧亘

第56回全日本病院学会,2014,9,福岡

66)スポーツ診療

67)可変型遺伝子トラップ法を用いた骨軟骨に異常を来す新規遺伝子群の効果的スクリーニング

中村志保子,関本朝久,舩元太郎,黒木修司,大田智美,中原舞,

吉信公美子,荒木喜美,荒木正健,帖佐悦男

第29回日本整形外科学会基礎学術集会,2014,10,鹿児島

画像診断のコツと落とし穴

帖イ左悦男

中部日本整形外科災害外科学会・学術集会,20M,10,愛知

68)可変型遺伝子トラップ法で作製したTm.m161a欠損マウスは明らかな骨量増加を口する

黒木修司,関本朝久,舩元太郎,大田智美,中村志保子,中原舞,

吉信公美子,荒木喜美,荒木正健,帖佐悦男

第29回日本整形外科学会基礎学術集会,2014,10,鹿児島

2014,9,東万ミ

69)脳性麻矩下肢瘻縮患者に対するボツリヌス毒素療法の誹腹筋筋形状変化に関する超土波エコ
による検討

7の手術を行わなかった箙窃神経麻痩を伴った健板広範囲断裂の経過

石田康行,帖佐悦男,矢里H告明,谷口昇,大田智美,中村志保子

第41回日本肩関節学会,2014,10,佐賀

川野彰裕,帖佐悦男,柳園賜一郎,門内一郎

第29回日本整形外科学会基礎学術集会,2014,10,鹿児島
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7D 寛骨臼後壁骨折に骨頭骨折を合併した症例に対する治療戦略一surgicaldislocationの有用性一

中村嘉宏,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,濱田浩朗,池尻洋史,舩元太郎

川野啓介

第41回日本股関節学会学術集会,2014,10,東京

72)臼蓋形成不全症のゲノムコピー数多型解析

関本朝久

第25回股関節研究セミナー,2014,11,東京

73)スポーツメディカルサポートシステムの構築一宮崎県

帖佐悦男

第4回えひめ国体スポーツ医科学フォーラム,2014,Ⅱ,愛媛

74)健康スポーツナースを導入した宮崎方式の学校運動器検診の有用性

藤浦まなみ,鶴田来美,河原勝博,黒木修司,山口奈美,帖佐悦男

第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会,2014,Ⅱ,東京

75)地方大学におけるスポーツイベントへの出務状況

黒木修司,田島卓也,河原勝博,中村嘉宏,山口奈美,帖イ左悦男

第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会,2014,Ⅱ,東京

76)医師事務作業補助者の育成手順への取り組みについて

丸山こずえ、植松裕、税所幸一郎

第68回国立病院総合医学会,2014,11,神奈川

フフ) NinJa (iR net による関節りウマチデータベース)を利用した6 施設でのりウマチ関連手術と

薬物療法についての分析 2012年度一

税所幸一郎、當間重人、吉川教恵、菅田耕

第68回国立病院総合医学会,2014,11,神奈jl

78) RA 患者における腎機育部章害とDMARDS 使用について 2012年度NinJa 報告より

税所幸一郎、當間重人、吉川教恵、菅田耕、帖佐悦男、濱田浩朗、西野仁樹

第29回日本臨床りウマチ学会,2014,11,福岡
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79) periacetabular osteotomy for the Treatment of coxatthrosis with Huge cysts

-prospective consecutive series with a Ⅱ一year minimum f0110W-up period-

帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信一,関本朝久,濱田浩朗,池尻洋史,中村嘉宏,
舩元太郎

46th Brazilian congress of otthopedics and Traumat010gy,2014,11, Brazil

80) Novel sur8ical procedures in Avascular Necrosis of Femoral Head with c011apse of

Femoral Head -PTospective Consecutlve series with a 13-year fo]]OW-up period-

帖佐悦男, 坂本武郎,渡邊信二,関本朝久,濱田浩朗,池尻洋史,中村嘉宏,
舩元太郎

46th Btazilian congTess of otthopedics and Traumat010gy,2014,11, Brezil

8D Total Hip ATthroplasty after spherical Acetabular osteotomy

中村嘉宏,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,池尻洋史,舩元太郎,岡村龍,
日吉優

46th Brazilian congress of otthopedicS 肌d T玲Umat010gy,2014,11, Br

82) surface-Holdin宮 Repair: An original Arthroscopic Rotator cuff Repair Techniq

谷口昇,末永直樹,大泉尚美,一好直樹,帖佐悦男

46th Brazilian congtess of orthopedicS 帥d Traumat010創,2014,11, Br肌il

83) outcome of Anatomic

Rotator cuff Tear

84) The life and the functiona

the hip fracture

Reconstructive surgery foT the Elderly with lrreparab]e Massive

谷口昇,末永直樹,三好直樹,大泉尚美,帖佐悦男

46th Brazilian congress of 01'thopedics and TI・aumat010gy,2014,11, BI・azil

85)治療に難渋した小児環軸関節回旋位固定(AARF)の検討

永井琢哉,濱中秀昭,猪俣尚規,比嘉聖,李徳哲,今里浩之

第82回西日本脊椎研究会,2014, H,沖縄

李徳哲,森治樹,三橋龍馬,梅崎哲矢,帖佐悦男

46th Brazili肌 Congress of orthopedics and Tr3Umat010gy,2014,11, Btezi]

86)人工股関節置換術におけるサポートリングの有限要素解析:フックの影響

鳥取部光司,帖佐悦男,山子岡1, zhao xin,渡邊信二, DengGang,大内宏輝

第41回日本臨床バイオメカニクス学会,2014,Ⅱ,奈良

Prognosls o O dest-old patients over loo years old the
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87)人工股関節置換術におけるGanzri吃の破損りスクの生体力学的評価

中村光佑,大塚裕貴, De昭 Ga昭,鳥取部光司,渡邊信二,帖佐悦男,山子剛

第41回日本臨床バイオメカニクス学会,2014,11,奈良

VonRecklinghauS帥病の高度頚椎後杏に対して血管柄付き緋骨移植術を行った1例88)

比嘉聖,濱中秀昭,猪俣尚規,永井琢哉,李徳哲,今里浩之,帖イ左悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,Ⅱ,沖縄

89)イ山骨のSuicide jumper 「ractureに対しノ」、皮切Galveston techniqueを使用したlgι

今里浩之,濱中秀昭,猪俣尚規,比嘉聖,永井琢哉,李徳哲,帖佐悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,Ⅱ,沖縄

9の肘頭骨折、燒骨頭脱臼に上腕骨外穎骨折、尺骨骨塑性変形を伴う小児Mont0韶ia類似損傷の1例

梅崎哲矢,森治樹,三橋龍馬,山口洋一朗

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,Ⅱ,沖縄

大腿骨頚部から転子部にかけて縦割れを伴う大腿骨近位部骨折に対し骨接合術を行った3症例

梅崎哲矢,森治樹,三橋龍馬,山口洋一朗

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,11,沖縄

92) Bosworth型足関節脱臼骨折の2例

小島岳史,黒田宏,

第128回西日本整形

93)Rb法で治療した先天性股関節脱臼症例の運動発達の推移

川野彰裕,帖佐悦男,柳園賜一郎,門内一郎,渡邊信二

第25回日本小児整形外科学会学引〒集会,2014,11,千葉

94)夢の実現へ

松岡篤,岡村龍,福元洋一

・災害外科学会学術集会,2014,11,沖縄

95)スポーツ診断

一骨関節研究を通してー

関本朝久

第8回はまゆう整形外科セミナー,2014,Ⅱ,宮崎

一画像診断のコツと落とし穴

帖佐悦男

第24回三重関節鏡・関節外科研究会,2014,12,
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96)骨粗霖症に対する治療薬選択法骨吸収マーカーをターゲットとして

小牧亘,帖佐悦男

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

97)外反型変形性足関節症に対し骨切り術を行った1例

岡村龍,松岡篤,小島岳史,黒田宏,渡邊信二,横江琢尓,帖佐悦男

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

98)難治性足背部痛で受診した距骨類骨腫の一例

渡邊信二,帖イ左悦男,坂本武郎,関本朝久,濱田浩朗,池尻洋史,中村嘉宏,

舩元太郎,川野啓介,平川雄介,今里浩之

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

99)肩鎖関節脱臼に対する新しい手術デバイス"zipTi帥t"の使用経験

小島岳史,岡村龍,松岡篤,黒田宏

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

10の燒骨神経損傷伴う上腕骨顯部開放骨折に術後尺骨神経麻庫を合併した1例

益山松三,山本惠太郎,坂田勝美,吉田修子

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

10D 鎖骨骨折ならびに肩鎖関節脱臼に対する手術の際の鎖骨上神経損傷にっいて

一橋龍馬,森治樹,梅崎哲矢,山口洋一朗

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

102)外反膝に対する人工膝関節置換術

柏木輝行,矢野良英,花堂祥治,福島克彦

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

103)当院における大腿骨転子下骨折術後のAD上、歩行能力を中心とした治療成績

大塚記史,浪平辰州,増田寛

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

104)ブーメラン型Cageを用いた繊St

河野勇泰喜,野崎正太郎,井上篤,久保紳一郎,

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎
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105)当院での下肢重症虚血による下肢壊死・難治性皮膚潰傷に対する治療

山口洋一朗,森治樹,二橋龍馬,梅崎哲矢

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

106)外反母趾に対するMitcheⅡ変法による治療成績

松岡知己,大倉俊之,福田一,高橋尚宏

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

107)当科での外反母趾に対する手術治療の経験

森田雄大,栗原典近,市原久史,公文崇詞,河野雅充

第69回宮崎整形外科懇話会,2014,12,宮崎

108)宮崎大学のスポーツイベントへのサポート状況

横江琢尓,田島卓也,黒木修司,河原勝博,中村嘉宏,山口奈美,比嘉聖,

日吉優,永井琢哉,今里浩之,帖佐悦男

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

109)宮崎大学医学部附属病院における「宮大健康スポーツナース」の活動~宮崎シーガイアト

イアスロン大会での救護活動を振り返って~

木下俊太,大津山加奈子,藤浦まなみ,水永豊子,日高真美子,舩元太郎

落合秀信,帖イ左悦男

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

Ⅱの宮崎県における2014春季キャンプに対するメディカルサポート報告キャンプ地の総合的

ディカルサポート体制の構築に向けてー

小島岳史,田島卓也,帖佐悦男,石田康行,河原勝博,山口奈美,日吉優,

永井琢哉,園田典生,松岡知己,井上篤,山本惠太郎,樋口潤一

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

高校空手道選手に対するメディカルチェック

齊藤由希子,帖佐悦男,田島卓也,河原勝博,黒木修司,山口奈美,

中村志保子

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

Ⅱ2)宮崎県下ラグビー競技会における「デリバリードクター制度の構築

篠原希,帖佐悦男,田島卓也,中村嘉宏,吉川大輔,比嘉聖

第27回九艸1・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡
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13)距骨骨軟骨損傷の治療戦略

今里浩之,山口奈美,田島卓也,河原勝博,矢野浩明,谷口昇,石田康行,

甲斐糸乃,横江琢示,帖佐悦男,山本惠太郎

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

14)シャドーヒッチングの運動学的解析

宮崎茂明,石田康行,落合優,鳥取部光司,帖佐悦男

第27回九艸1・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12, 福岡

15)少年野球検診で発見された上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の経過

石田康行,帖イ左悦男,長澤誠,宮崎茂明,矢里H告明,河原勝博,山口奈美,

大田智美,中村志保子

第27回九州・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡

16)宮崎県少年野球検診 4年間の結果と反省からの改良

長澤誠,石田康行,帖佐悦男

第27回九艸1・山ロスポーツ医・科学研究会,2014,12,福岡
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◆ボスター

D 環指中手骨に発生した軟骨肉腫の一例

矢野浩明,大田智美,中村志保子,帖佐悦男

第57回日本手外科学会学術集会,2014,4,沖縄

2)手指骨に発生した内軟骨腫に対する腫癌掻昶・骨移植術の治療経験

中村志保子,矢里H告明,石田康行,大田智美,帖佐悦男

第57回日本手外科学会学術集会,2014,4,沖縄

3)宮崎県における関節りウマチに対する生物学的製剤の使用実態調査(第3報)

久保和義,宮内俊,梅北邦彦,濱田浩朗,岡山昭彦,帖佐悦男

第58回日本りウマチ学会総会・学術集会,2014,4,東京

4) prospective comparisons of femoral tunnel enlargement in three different postoperative

i血obilization petiods after double-bundle antetiot cruciate li宮ament reconstruction

With hamstring 8rafts

田島卓也,帖イ左悦男,河原勝博,山口奈美

16th ESSKA con8ress,2014,5, Netherlands

5) Discoid latet'al meniscus: Type, cause of clinical symptom, tear pattern and surgical

management in 69 knees

山口奈美,田島卓也,河原勝博,φ占イ左,悦男

16th ESSKA congress,2014,5, Netherlands

6)100歳を超える超高齢者の大腿骨近位部骨折に関する生命予後と機能予後の検討

李徳哲,森治樹,一橋龍馬,梅崎哲矢,帖イ左悦男

第87回日本整形外科学会,2014,5,兵庫

小児股関節水腫診断における超音波検査とX線検査(teardr叩 distance)の有用性の比較

小島岳史,柏木輝行,花堂祥治,矢野良英,帖佐悦男

第87回日本整形外科学会,2014,5,兵庫

8)生物学的治癒促進を目的としたARCRと健板修復形態の検討

谷口昇,末永直樹,吉岡千佳,大泉尚美,帖佑悦男

第87回日本整形外科学会,2014,5,兵庫
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9)鏡視下健板修復術の縫合法の違いによる術後肩峰下骨形態の変化

石田康行,矢野浩明,谷口昇,河原勝博,田島卓也,山口奈美,大田智美,

中村志保子,帖佐悦男

第87回日本整形外科学会,2014,5,兵庫

10)特発性側弩症に対する大阪医大式装具(OMcbtace)の有用性の検証一SRS梗準化基準に準じた症
例を用いて

難治性上腕骨外上穎炎に対する体外衝撃波治療にっいて

河原勝博,帖佐悦男,鳥取部光司,関本朝久,濱田浩朗

第51回日本りハビリテーション医学会学術集会,2014,6,愛知

黒木浩史,猪俣尚規,濱中秀昭,比嘉聖,帖イ左悦男,田島直也

第87回日本整形外科学会,2014,5,兵庫

12)膝閔節開放性脱臼に伴う複合靱帯損傷再建を行った一例

川野啓介,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,田島卓也,池尻洋史,中村嘉宏,

舩元太郎,岡村龍,日吉優

第18回日本救急医学会九州地方会,2014,6,福岡

13)開放性骨盤骨折にガス壊痘を合併した1例

川野啓介,帖佐悦男,池尻洋史,中村嘉宏,

第40回日本骨折治療学会,2014,6,熊本

H)豆状骨脱臼を合併した燒骨遠位端骨折の1例

小牧亘,濱田浩朗,永井琢哉

第40回日本骨折治療学会,2014,6,熊本

15)自家ハムストリング健を用いたbi-socket法によるPCL再建術の術後短期成績

田島卓也,河原勝博,山口奈美,矢野浩明,石田康行,谷口昇,中村志保子,

山口洋一朗,帖佐悦男

第6回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,2014,フ,広島

16)可変型遺伝子トラップ法で作製したNedd4欠損マウスの骨表現型解析

舩元太郎,関本朝久,黒木修司,大田智美,帖佐悦男

第32回日本骨代謝学会学術集会,2014,フ,大阪

日吉優
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17)可変型遺伝子トラップ法を用いた骨代謝に関与する新規遺伝子群の効果的スクリーニング

黒木修司,関本朝久,舩元太郎,大田智美,中村志保子,帖佐悦男

第32回日本骨代謝学会学術集会,2014,フ,大阪

18)当院にて加療したラグビーが原因で受傷した麻庫を伴う重症頚椎外傷の2例

比嘉聖,中村嘉宏,田島卓也,帖佐悦男

第40回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,2014,9,東

1の股関節症における関節適合性の意義一股関節正面像とfa1託 Pr0皿.の必要性一

坂本武郎,帖佐悦男,渡邊信二,関本朝久,濱田浩朗,池尻洋史,

第29回日本整形外科学会基礎学林諜会,2014,10,鹿児島

2の術後の骨量減少を生じない理想的な人工股関節ステム

山子剛,帖佐悦男,鳥取部光司,花田修治,正橋直哉,山田則一

第29回日本整形外科学会基礎学術集会,2014,10,鹿児島

デリパラチド連日製剤投ぢ.を行った24ケ月間の骨代謝マーカーと骨密度の変化

下した症例の検討

22)臆板断裂後関節症の関節内遊離骨片が腕神経叢麻矩を呈した一例

谷口昇,石田康行,矢野浩明,中村志保子,末永直樹,φ占イ左悦男

第41回日本肩関節学会,2014,10,佐賀

小牧ゆか,渡邊信二,帖佐悦男

第16回日本骨粗継症学会,2014,10,東京

23)臼蓋再建に用いたハイドロキシアハタイトが原因となり様々な合併症を生じた1例

川野啓介,帖佐悦男,坂本武郎,渡邊信二,関本朝久,濱田浩朗,池尻洋史,

中村嘉宏,舩元太郎,日吉優

第41回日本股関節学会学術集会,2014,10,東京

24)DIP関節破壊をきたした関節りウマチと皮膚筋炎のオーバーラップ症候群の一例

舩元太郎,濱田浩朗,税所浩一郎,帖イ左悦男

第42回日本関節病学会,2014,Ⅱ,東京

中村嘉宏

25)ラグビーユース日本代表における傷害調査

高森草平,田島卓也,川崎隆之,石山修盟,田代智史,伊藤渉,山崎哲也,

蜂谷將史

第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会,2014,Ⅱ,東京

骨密度が低
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2田女子7人制ラグビー日本代表チームにおける傷害発生の状況第4報

磯あすか,平井晴子,田崎篤,田中彩乃,竹村雅裕,

第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会 2014,Ⅱ,

27)7人制ラグビー女子日本代表における前十字靱帯損傷の発生調査

平井晴子,田崎篤,磯あすか,田中彩乃,田島卓也,

第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会 2014,11,

28)社会人ラグビー夏合宿におけるドクター帯同に対する協力体制にい

岡山明洙,木島和也,永山正隆,守屋拓朗,荻原尚志士田一郎,田島卓也
第25回日本臨床スポーツ医学会学術集会 2014,Ⅱ,東京

2の距骨頚部に発生した類骨骨腫の一例

渡邊信二,岡村龍,帖佐悦男

第39回日本足の外科学会・学術集会,2014,Ⅱ,宮崎

3の健板断裂として紹介された真菌性肩関節炎の一例

平川雄介,石田康行,矢野浩明,

甲斐糸乃,齊藤由希子,帖佐悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会 2014,Ⅱ,沖縄

石山修盟,

東京

3D 鎖骨フックプレー

要した1例一

田島卓也

古谷正博

東京

32)成人における大腿骨大転子部に発生したサルモネラ骨髄炎の1例
菅田耕,税所幸一郎,吉川教恵,帖佐悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会 2014,Ⅱ,沖縄

トだけでは整復し得なかった鎖骨関節脱臼

小牧亘,濱田浩朗,帖佐悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会

骨内脂肪腫摘出後ハイドロキシアハタイトを使用した一例

齊藤由希子,谷口昇,平川雄介,中村志保子,甲斐糸乃,山口奈美,
田島卓也,石田康行,河原勝博,矢野浩明,帖佐悦男

第128回西日本整形・災害外科学会学術集会 2014,Ⅱ,沖縄

谷口昇,河原勝博,田島卓也,山口奈美,

キルシュナー鋼線追加固定を

2014,11,沖縄
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◆シンポジウム

D Evaluation of contact pressure on Total surface

Sockets During st3ir Ascent And

Koji Totoribe,

Hiroaki Hamada,

2014 0RS Annual

2)冬季における保温素材を用いた手関節装具の使用経験
濱田浩朗,帖佐悦男,日高利彦,税所幸一郎,鳥取部光司

第58回日本りウマチ学会総会・学術集会,2014,4,東京

3) NinJaを利用した関節りウマチ関連手術の分析一2012年度にっいてー
税所幸一郎,當間重人,吉川教恵,菅田耕,帖佐悦男,濱田浩朗,西里チ仁樹
第58回日本りウマチ学会総会・学術集会,2014,4,東京

Descent

Etsuo chosa, xin zhao, GO Yamako, shinji watanabe,

Gang Deng

Meeting,2014,3, Louisiana

Bearing And pate11ar Tendon Beating

4)若年者のACL再建術におけるスポーツ復帰のための工夫一術前および術後のマネジメントー
田島卓也,山口奈美,河原勝博,山本惠太郎,矢里"告明,谷口昇,石田康行,
中村志保子,山口洋一朗,帖イ左悦男

第127回西日本整形・災害外科学会学術集会,2014,6,福岡

5)スポーツによる頚椎頚髄損傷

比嘉聖,田島卓也,帖佐悦男

第6回日本関節鏡.膝・スポーツ整形外科学会,2014,フ,広島

6) Nedd4欠損骨芽細胞の機能解析

舩元太郎,関本朝久,黒木修司,大田智美,中村志保子,中原舞,荒木喜美,
吉信公美子,荒木正健,帖佐悦男

第29回日本整形外科学会基礎学術集会,2014,10,鹿児島

フ)大腿骨頭すべり症後のFA1と関節唇損傷

坂本武郎,帖佐悦男,渡邊信二,関本朝久,

第41回日本股関節学会学術集会,2014,10,

8)思春期特発性側穹症に対する装具療法の現状

黒木浩史,田島直也

第48回日本側轡症学会学術集会,2014,10,岩手

池尻洋史,中村嘉宏

東京
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9)寛骨臼形成不全に対する手術療法一PA0を中心に

帖佐悦男

第42回日本関節病学会,2014,11,東京
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◆講

D 宮崎県における運動器疾患への取り組みロコモを中心に

帖佐悦男

第5回佐賀県りハビリテーション科医会,2014,1,佐賀

演

2)見逃されやすい運動器疾患の診断におけるピットフォール

帖佐悦男

平成25年度スポーツドクター連盟総会

宮崎県医師会健康スポーツ医学セミナー,2014,2,宮崎

3)子どもに笑顔を!野球障害を防ビう

帖佐悦男

第26回日本肘関節学会学術集会,2014,2,東京

4)成長期のスポーツ傷害身体特性と診断におけるピットホール

帖佐悦男

第18回くにびき整形外科セミナー,2014,3,島根

5)スポーツ診療における診断に際してのピットフォール

帖イ左悦男

第74回浜松整形外科セミナー,2014,3,静岡

(脚.腰)大丈夫ですか?子どもから大人までロコモ予防を!6)あなたの運動器

帖佐悦男

平成25年度大分県医師会健康スホーツ医部会医学講演会,2014,3,大分

フ)私の肩、肘関節の手術適応

石田康行

第46回県北整形外科医会,2014,4,宮崎

8)スポーツ指導者に必要な医学的知識1

黒木修司

平成26年度第1回スポーツリーダー養成講習会兼

スポーツ少年団認定委員養成講習会,2014,5,宮崎
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9)整形外科領域における使用例

濱田浩朗

宮崎大学『漢方治療のファーストステップ』を学ぶ会 2014,5,宮崎

1の股関節インピンジメント(FAD を考える

遠藤直人,杉山肇,帖佐悦男

0此ho comm如ity (座談会),2014,6,東京

Ⅱ)少年野球障害予防の取り組み

石田康行

第17回北九州スホーツリハビリテーション研究会,2014,フ,福岡

12)宮崎県における学童期運動器検診

山口奈美

第認回九州ブロック学校保健・学校医大会分科会,2014,8,宮崎

13)関節を知ろう!~腰・膝の診察法~

大倉俊之

ジェネラリスト夏合宿inにちなん,2014,8,宮崎

14)スポーツドクターの役割

田島卓也

平成26年度スポーツ医学カンファレンス(9月),2014,9,大分

15) リウマチ病診連携一整形外科としての課題

帖佐悦男

整形外科医としてのりウマチ病診連携を考える会,2014,10,宮崎

16)野球におけるメンタルトレーニング哩チ球障害の病態と治療)

石田康行

指導者講習会,2014,Ⅱ,宮崎



平成27年12月2日、木村千仭名誉教授が御逝去されました。今回は木村千仭先

生追悼集として、木村先生と関係が深い先生方に執筆依頼させていただきまし

た。先生のお人柄、教室の歴史を再認識できることかと思います。木村先生をし

のびながら読んでいただきたいと思います。

賛助会員、田原徳人先生、正会員、川越秀一先生、北島潤弥先生、吉留綾先生

に新入会していただき、自己紹介を御寄稿していただきました。

その他、新同門会長、医局長の御挨拶、新入教室員歓迎、学会賞受賞、同門

医局行事、開業報告等があります。皆様には隅々まで目を通していただける

と幸いです。

何かと忙しい中、本誌に御寄稿いただいた諸先生方に深謝いたします。

編集後記

メ△、
ユ式、

平成28年8月吉日

渡邊

石田

平部

信二

康行(文責)

千智
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44ι
轟斡剛醐轟M醐^

患者様の想いを見つめて

薬は生まれる

顕微鏡を覗く日も、薬をお届けする日も、見っめてぃます。

病気と九たかう人の、言葉にできない痛みゃ不安。生きることへの希

私允ちは、医師のように三段からお会いすることはできせんが、

そのぶん、患者様の想いにまっすぐ向き合ってい允いと思います。

治療を続けるその人を、勇気づける存在である允めに。

病気を見っめる犬けではなく、想いを見っめて、.・、は生まれる。

「ヒューマン・ヘルスケア」。それが、私九ちの原点です。

ヒユーマン・ヘルスケア企業工ーザイ

ーザイはWH0のりンパ系フィラリア病制圧活動を支担してぃます。

0

、



骨粗懸症治

フォサマック徒35m.
F0念amadTab1■t念 35mg

んにより使用すること劇藁・処方せん医^:、

【効能・効果】、【用法・用量】、【用法・用量に関連する使用上の注
使用上の注】は、'品添付文をこ参照ください。

^MSD
製元[資料罰求先」

MSD株式会社
〒102.郎67 東京郡千代田区九段北1・13・1ユ北の丸ス

日本藁局方アレンドロン酸ナトリウム錠
<薬価基準収載>

】、【忌を含む

h計P://WWW.mネd.CO.jp/
20T1年7月作成
FSM11AD032.0716



ι.

風
曾

りワシアナ碇
. .

ana
edoxaban 仏b1肱

)

第一三共株式会社

2015年4月作成

経口Fxa阻害剤 「、価一奉取一]

15mg
30mg
60mg

一般名:エドキサバントシル酸塩水和物
処方篝医薬品注一医師等の処方隻により使用すること

※効能・効果、用法・用量およぴ警告・忌を含む使用上の注等については製品添付文をご照ください。

..

東京都中央区日本橋本町3-5-1D■W"・5^0

造販売元(資料請求先)



ιorcanl

劇薬/非ステロイド性消炎・鎮痛剤

01'カム命定二器

,'1

ロルノキシカム製剤

「交媚三・効果」、「用j去用量」、「禁忌を含む使用上の注意」、「用法用量に関連する
使用上の注意」等は添付文書をこ参照ください。

、fξ正富山医薬品株式創士厘〆芙企製薬株式会社厘ξ鵡艦報楓鈍爾犬企製薬株式会社

薬価基準収載

LCB5 2010.1 1

.
ι一
、
.
、
翼

.斑

、



Remicade

@鴻§甚藍途類仰
※効能・効果、用法・用、警告、禁忌を含む使用上の注意等については、添付文書をご参照ください。

、^覚争二堂支゛無式会社

「ーーーー「

2015年3月作成



'

^ner吋■1
、ちは先生方のパートナとて、患者棚こ最も優先しを注ぐことがで

含るよう、劾率的な乎注や持貌性の高い技楕、優れたサーピスを提供
して参り畜,.

5U'.yker'

^ ーシップ

Education 教官
私たちは先生方が常に最新の技法や学術惰報に触れ、テクニヅクに関する
最新の情栽を得ることができるよう、継続的な教育プログヲムを提供して

參ります。

^^rmarl^パフォーマンス
私たちは、先生方の胎療に対,る美求にお応えし、先生方がより良い箭果
を収めることができるようや器械、インプヲントの囲発に力を入れて
参りす。

^U雁S結果
私たちは先生方の成功に力になれたかどうかで、自らの結果を評価します。
私たちが何よりも優先しているのは、先生方や患者様の利益です。
私たちは先生方や慮老様にとって最高の結果を提供できるよう努力して
ります。

日本ストライカ^会社
区後楽161 何:03.6894.卯伽112^

WWW.'丘y加'.CO.jp
.医擦従事者向けサn・S註γ捻M';.1n0佃毎0口祉S批
WWW.ぎ壮y加.m.jp/"■●{ml、トU口1

襲造販完桑者

日本ストライカー株式会社
5釦.^2 大阪府大鼠市西区江買鋼ユ.1.1



慢性化しゃすい痛みに

変形性関節症

腰痛症

1.伽0錠
U如買1^)

,就廿口 1冨^^^県鼻りケ0オキシゲ,、ゼ0叩
ノイロトロピシ趣4単位
,,シ=ア0イ島ユ■^直貞^

帯状萢疹後神経痛

^^

頸肩腕症候群

下行性癒痛抑制系賦活型
癒痛治剤(非オピオイド、非シクロオキシゲナーゼ阻害)

ノイロトロビシ'錠4単位
ワクシニアウィルス接種家兎炎症皮膚抽出液含有製剤<薬価準収載>

禁忌】(次の者には投与しないこと):本剤に対し過敏症の既往歴のある患者

【効能・効】 (1)重大な副作用

帯状癒疹後神経痛、腰痛症、腕症候群、 1)肝機能、(いずれも頻郎明):AST(GOT)、ALT
(GPT)、 yGTPの上昇等を伴う肝機能、黄痘があら関節周囲炎、変形関症
われることがあるので、察を十分に行い、異が認めら【用法・用量】
れた合には、投与を中止するなど切な処置を行うこと。

'、人には1日4 を朝夕2回に分けて口 2)本薬の注射剤において、シ,ク、サナフーギ_
があらわれたとの報告があるので、観察を十分に行い、

<用法・用量に関する使用上の注意> がめられた場合には、直ちに投与を中止し、適
帯状癒疹後神経に対しては、4 問で効果の認められ1 切な処を行うこと。
ない場合は然と投薬を続けないよう注すること。

その他の使用上の注などにつきましては、
【使用上の、】

添付文をこ参照下さい。
1.」作用

承認時までの調査では、1,706例中89例(522%)に、市

日本1蔵器製薬販後の副作用頻度査(再審査終了時点)では、18,140例
中98例(054%)に作用がめられている。以下の」作
用は、、己の調査及ぴ自発報告等で認められたものである。

肩関節周囲炎

くすりの相駿窓口昏06・6233・印85
土・日・祝日を除く 9:00~17:00

2013年7月作成

〒541・0046大阪市中央区平野町2丁目1番2号
責料明*先



^Isam肱SU.

...,
'^^

遇d'1;'1 軽皮鎮痛消炎剤
ケトプロフエン2%

モーラユ.テー

1'40m唇モーラユ.テー

^ー

経皮鎮痛消炎剤

ケトプロフエン03%

ケトプロフェン2%

モーラユJCツ 30m唇
ケトプロフエン03% 嘩価基準収鼠】

モーラユJCツプ60m唇

製品ライ

嘩価基準収

喋価基準収倣]

20m唇

経皮鎮痛消炎剤
ジクロフェナクナトリウムテープ

喋価基準収叙]

^5P<N.経皮吸収型持続性疾痛治剤
劇藁、向精神藁冒慣性医菓品【睦層雌劃」)処方隻医藁品僅章橿髄の処棚により

ブプレノルフィン経皮吸収型製剤 載]膿

ナ宗一1弘デーフ15哩
ジクロフエナクナドノウムテープ

オボ→凱デーフ工30m套

田代大官町408

資料請求先:学部お客様相談室〒100追330 東京都千代田区丸の内2・4・1

5m区

み'4え'ノユ,テープ 10m区20m客

嘩

NORSPAN.TAPE

NORSPA^TAPE1ヨ1^n0加byMUNDIPト^

元(輸入元):ムンディファーマ株式会牡発売元:久光製紫株式会社

経皮鎖痛消炎郵K無臭性)
ジクロフエナクナトリウムパップ剤

発売元:久光製薬株式会社製造販兜元:株式会牡醜角散

ナ1 -1肱パツフ70m吾
ジクロフエナクナトリウムパップ剤 【薬

ナ宗→弘パツ 140m唇

、、

経皮鎮痛消炎剤
ケトプロフエン3%

価基準収載]

価基準収載]

セワタ'クリ仏3%
ケトプロフエン3%

セワターゲル'3%
ケトプロフエン3% 喋

セワタ'Dーヨヨコ3%

ロコモチャレンリ!

消炎剤
ドメタノン貼付

喋価基準収戦]

日本整形外科学会

「ロコモティブシンドローム」
啓発動を応援します。

f 4ヂ;πリ丁7Q 唇

経皮鎮痛消炎剤

ジクロフェナクナトリウムゲル軟膏傑価基熱制

喋価基準収敬】

ナハー1肱 jυ1%

喋価基準収戦]

嘩価基準収敬】

持続性鎮・抗炎症剤
劇柴、処方隻医梨品樹迦註蠢壱眺の処により使用,碁こと.

ジクロフェナクナトリウム製剤

傑価基準収戦]

睦 整形外科

「運動器の10年」

を応します。

ナボ→闘SR力フセ1υ375

2016年4月作成

●王莉ヲ^)
経皮鎮消炎剤
フエルビナク3.5%

.^...,

「運励尋の伯年」量界運動

動く喜び動け毛幸せ

●効能・効果、用法・用量、忌を含む使用上の注意等については品添付文をこ照ください。

フレ沙ワユ.テープフ0m'
●霽可牙^)
活性型ビタミンD3製剤
藁

カルシトリオール製剤

^久光製薬株式会社〒841・0017

力ju==ン誕0.2臥IE
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逕◎
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岡一器
も

鵬喰艇締蹄
m柳餓、*t.,、、 ずー

ORENCⅨ

^

生物由来品^処方隻医薬品注意一医師の処方隻により使用すること

え) ORENCIA'^名:アバタセプト(遺

「効能又は効果」、「用法及ぴ用、「告・禁忌を含む使用上の注意」等の詳細は、製品添付文圭をご^
^

製造販売元 販売元/プロモーション提携

ブ'灰トル・マイヤ叉スクィブ株式会社小野薬品工業株式会社
●資料

ブリストル・マイヤーズスクィブ株式会牡メディカル惰報部
〒163・1328 京都新宿区西斬宿6.51 TEL.0120.的3507

C'

T細胞選択的共刺激調節剤

井し一●ア雌伽"W,"_

ください。

蝉、◆熊

点滴静注用・皮下注シリンジ:価基準収載

皮下注オートインジェクター:薬価基準未収載

●資料鯖求先

小野薬品工桑株式会牡医惰報部くすり相談室
〒5418564大阪市中央区久太郎町1丁目 号 TEL.0120626.190

2016年4月作成
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Cad/cam systemGO-TεC

<GP Laserscan 3D>

くModify

<Scan>

&

.

Desi8n>

后11意
工夫

.

.

＼、(有Sマキタ義肢製作所
義肢・装具・整形靴・座位保持・車いす・介そ用品・住宅改修

社本

宮崎営業所

^

マキタ福祉用具レンタル事業所

宮崎県都城市尾1丁目27街区11-2号
TEL(0986)24-6598 FAX(0986)24-6630

宮崎宮崎市大字恒久町6011-3
TEL(0985)65-6178 FAX(0985)65-6179

<Finish>

毛
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MX.100ステム

MX,200ステム

MX・10ステム

MIZUHO Hip Joint se"es

^mlzuHO
M●diC●11nnov.tion

IMPLANTS &OPERATING TABLE

鬼laxi1ηι_^Ck

^^^^"'
Orthopedlc Fracture / Trauma operatln痕 Table

ミズホ株式会社
1 本

1闘

http:ノノWWW.mizuho.CO.jp
社】〒113・00お京都文京区本郷ヨ・30・B 整形・脳神経外科事業昂TEL03.3815.3096 手術機器事業部TEL03.3815.3097

東海 TEL052・732・7130 闘西 TεL06・6444.3840 中由 TεL082.241.8826 九州丁モL092.431.5022
網【索軍●、埼玉索.千雲県.神豪川凱)】ミズホアーパン株式会牡〒113.0033 都文京区本郷3・29・3 TEL03.3811.0350 FAX03.3811.1880

業

圏販

+L

ノ

A superior Table for orthopedic
Procedures lncludin8 Anterior to Total
Hip Arthroplasty (AATHA)

製造販届出考号:13BI×00306NI0003

＼



'エルヨトニゴ
注知S 柱知Sディス素
エルカトニン注射液 劇纂方興医累品■

^胤却8^'耳郡^
※、一医師等の処方笈により使用すること

効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注
意等については製品添付文書をご参照ください。

AsahiKAse

テリ求コ1稚肺..."'
注射用テリパラチド酢酸塩

画制噂屑'晦
※注意一医師等の処方隻により使用すること

旭化成ファーマ株式会社
製造販売元
(資料請求先)

まだないくすりを

創るしごと。

部くすり相談窓口
〒101-8101 東京都千代田区神田神保町一丁目105番地
匝 0120-114-936(9:00~17:45/土日祝、休業日を除く)

URL:http:ガWWW.asahikasei-pharma.CO.jp

世界には、まだ治せない病気があります。

塵

世界には、まだ治せない病気とたたかう人たちがいます。

明日を変える一錠を創る。

アステラスの、しごとです.

WWW.asteⅡas.com /jp/

2015.11

明日は変えられる。
aste11as
R急d1五冨U仙tfotufe

アステラス製薬



生物由

ヒト

ヒユ=71ソ勇、/4舮1

劇薬

ヒト

アツ'f

<皮下庄射用アダリムマブ(遺伝子組換え)製剤>

淘注憲一医^方隻により るさと

・効果、用法・用量、
注愈等について

秀

=田 S 7

モクーナjレ抗体製剤障^

販亮

エーザイ式会社
案京郊文京区'噴川46伯
M^'ノアナ^イ^01劫'1,.●g子

、凱蒙禦"加

^仕.鳳^9、^

HUMIRA

関節機能改善剤
(製ヒアルロン酸ナトリウム関節内注射液)

(^注意一医の処方警によ●腫用すること

ア,ルヅ閥節注25鵬
(製造販売元〕

(麺秀薪医棄^注一医師等の処方隻によ,腔用すること

ア,ルヅテ¥スボ'関節注を5嘔途萪耕裂薬株式会社
〒113-8650

更三少 obbvie

餓
科研'は

「器の10年」

世界運を推進し、

QOLの向上に

献してまいります。卦く喜が齢ける幸せ

.^....

「五卦"の10年」界迦勘

生化学工式会社
章京都千代田区丸の内一丁目6-1

●薬価準収

●効首E・効果、用法・用、禁忌、
使用上の注,等につぃては添付
文をご参照ください。

京都文京区本込2丁目28■
医薬品報サービス室
(2015年12月作成) ARZ03DK
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ーー々:

SUVENYι: 精製ヒアルロン酸ナトリウム関節内注射液
注)一医師等の処方隻により使用すること

※「効能・効果」、「用法・用量」、「用法・用量に関する使用上の注意」、脚一^東鷺劃薬株式会鷲1
際忌を含む使用上の注創にっいては最新の添付をこ参照ください0 回。加九、,
hせPゾ解WW.chugai・pharm.CO.jp

関節機能改
処方第医薬品燭

スベニー"決二謡膝翻

、

自然と健康を科学する、漢方のツムラです。

廊一ーー、「

『' 气
、ー' 1 ゛

'

、

^^

1

^

'゛

呈

、,

'■
ゾ

.,

゛ .

冒

苛薬(シャクヤク)、^
.、 」、

におこる筋肉のけいれんを伴う^ 19で臂轟1かく餐紀、1噐;欝;需φ讓1'
筋肉.節、腹に関節炎、筋炎、浮、1巴満症に打撲によるはれ及びみに

ノ

^

、

朋ツムラ肴薬音章湯⑳ツムラ防白黄耆湯翻に染忌治打撲謹エキス^値蜜舶)エキユ^偲痩用)

■効能又は効、用法及び用量、使用上の注意等は、製品添付文書をこ覧下さい.

株式会社ツムラ誤具叢叉W捻愉擬凱念t別綴相談加炊。恂.帷。御_町。
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超音波骨折治療器

イ白jlN
^

セーコス.
9AFHS400OJ

低出力超音波パルスにょる
積極的保存療法

1.新鮮骨折窯の癒合期問を約40%短縮

2.癒合骨折や偽関節に対しては約70%の骨癒合率
が期待

3.超音波診断装レベルの超音波出力

4.スイツチ1つで治開始、 20分後に自動終了
5.小型・のバッテリー内蔵タイプ

6.】人1台のレンタル方式で、在宅での毎日の治療が可能

医毎提轟認長呑号ZOADB臥^玲2^1

健1 *平成24年度保険適用が拡大されました。「四肢(手足を含む)の骨折に対する観血的手術後」

>「慧治性骨折」に対しては従来通りです。

骨折ネット

製造販充築者

帝人ファーマ株式会社

お問合せ(フリーダイアル)

札幌 0120-87-6663

東京 0120-18-9254

大阪 0120-02-7570

岡 0120-55-5075

〒1008585東京都干代田区霞が関3丁自2番1号

検索

仙台 0120-06-6713

さいたま 0120-78-8798

名古屋 0120-フフ-2287

広 0120-56-7066

持続性がん癒痛・慢性癒痛治療剤厩価霽取「

劇薬、処方篝医薬品(注意一医師等の処方篝により使用するこど

●「効能'効果」、「用法・用」、「禁忌を含む使用上の注意」等は、製品添付文量をご参照ください。

製造販売元販売提携先

^日司ξ薪薬株式会社,,ファイザー株式会社
〒6m、8550京都市南区吉祥院西ノ庄口町14 〒151.85的京都渋谷区代々木3.22.フ

リントラム錠100叫

TRA72F027A

SAFt'1地CWB('U

Onetrarn'Tabletslo0肥
二 W、J

新発売

料!求先:製品情報センター
2015年5月作成010×150)
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経皮吸収型鎮痛消炎剤

ス三他,外用広ンフス 1/-3%
SU/W1ιαPU/リPSP月円γ3%
フェルビナク外用ポンプスプレー【薬価基準収載】

新発売

130^1
旧OM^1

以^^
麒・^

.「交焔三.効果」、「用法・用量」、「禁忌を含む使用上の注意」等にっいては添付文書をご参照ください0

製造販売元

三笠製薬株式会社
東京都練馬区豊玉北2-3-1
hせP:ガWWW.mikasaseiyaku.CO.jp

請求先]

W=

2015年7月作成



同門

宮崎大学医学部整形外科

言キ
云,D

発行日

発行者

編集責任者

印刷所

平成28年8月

宮崎大学医学部整形外科学教室同門会

石田康行

宮崎県児湯郡新富町大字上富田4726-1

障害者支援施設あゆみの里

会




